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プロローグ









　夢の中で、誰かの声が響く。

　とてもか細く、とても切なげに。

　まるで涙のように零こぼしている。




『……逢あふことの 絶えてしなくは なかなかに 人をも身をも 恨みざらまし』




　これは、中ちゆう納な言ごん朝あさ忠ただの歌。

『あなたに出逢いさえしなければ、こんなに苦しい想いをしなかったのに』

　そんな身を切るような、切ない恋の歌。

　この中納言朝忠の歌を借りて自分の想いを詠んでいるのは、誰なのだろう？

　いや、他の誰でもないのかもしれない。

　これは、自分自身の気持ちともいえるのだから……。

　──そう、あなたに逢わなければ、こんな苦しい想いをすることはなかったのに。

　小こ春はるは、ぐるぐると渦巻く意識の中、夢うつつにそう思う。




　　　　＊　＊　＊




　失恋をしてひとつ学んだこと。

　どんなにショックを受け、どんなにどん底だとしても、時間は関係なく今まで通り進むのだ。

　昨日と同じように陽は昇り、長い夜が続いたとしても、やがて、ちゃんと夜明けがくる。

　──当たり前の話だ。




　二月十七日の早朝。

　櫻さくら井い小春は、窓から昇る朝日を眺めながら、ぼんやりとそんなことを思う。

　澪れい人とに振られて、自分の力を失った日。

　小春は、そのまま学校に行かずに、家に帰った。

　それは、どうやら正解だったようだ。

　祇ぎ園おんの和雑貨店『さくら庵あん』に一歩足を踏み入れるなり、急に力が抜けて、小春はその場に蹲うずくまった。

『どうしたん、小春』

　祖母・吉よし乃のが心配して駆け寄るも、頭がくらくらして、天も地も分からない感覚に襲われ、何も答えることができない。

『おい、どうしたんだ？』

　吉乃の声を聞きつけたのか二階から宗そう次じ朗ろうがドタバタと下りてきて、すぐに小春の額に手を当てた。

『すごい熱じゃねぇか』

『ほんまや』

『ばーさん、小春を病院に連れて行く』

『そやな、それがええ』

　躊ちゆう躇ちよすることなく自分の体を抱き上げようとする宗次朗に、小春は具合が悪いながらも、『重いから、やめて』と拒否しようとしたが、宗次朗は思いのほか軽々と持ち上げた。

『車のドアを開けてくれ』

『分かった』

　宗次朗に運ばれながら、どんどん意識が朦もう朧ろうとしていき、二人の声がどこか遠くから聞こえるようだった。

　病院で診察を受けた結果、インフルエンザなどではなく、ただの風邪と診断された。

　その後、小春は自室で三日間寝込んだ。







「…………」

　そうして、四日目の朝。

　窓の外が薄明るくなっているのを感じて、小春は目を覚ました。

　今まで感じていた体の重さがなくなっている。

　熱が引いたのだろう。

　寝込みながら、様々な夢を見てうなされた気がするけれど、今は何も覚えていない。

　胸に石を詰まらせたように重苦しかった心も、高熱と大量の汗がすべてを流してくれたかのように、今は軽かった。

　小春はそろりとベッドを下りて、カーテンを開ける。

　東の空に陽が昇っていた。

　その神々しさに、胸が熱くなるようだ。

　窓を開けると、冷たい空気が頰を撫なで、一瞬身を縮ませる。

　それでも、ずっと寝込んでいた小春は、心地好よさを感じた。

　白い息が、朝の浄化された空気に溶け込んでいく。

　本当にすっかり良くなったのだろう。

　その時、とん、と手すりに音がした。

　もしかして。

　小春は目を輝かせて、音がした方に顔を向ける。

　狐神・コウメが、訪ねてきてくれたのだろうか、と思ったものの、そこにいたのは、雀だった。

「……違った」

　もし、コウメが訪ねてきたとしても、今の自分にはその姿を見ることができないだろう。

　──力を、失くしてしまったのだから。

　喪失感が襲い、鼻先がツンとしてきて、小春は苦い表情でぎゅっと目を瞑つぶった。

　不思議なものだ。

　かつての自分は、突然湧き出てきた特殊な力を、とても疎ましく思っていたというのに……。

　元の自分に戻りたいと、なんべん思ったことだろう。

　とはいえ、これまで様々なことがあり、少しずつ自分を受け入れることができて、やがて人とは違う自分の力と向き合う決意も生まれた。

　そうして、ようやく歩き始めたところだったのだから、ショックを受けるのは仕方のないことなのかもしれない……。

　ふぅ、と息をつき、朝陽に目を向ける。

　この三日間は、本当に苦しかった。

　身体の重さ、喉のどと関節の痛み、何度か見た悪夢、胸に抱えたショックが重なって、起き上がることができるのだろうか、と思ったほどだ。

　だがそれも、ひたすら寝ることで、今は噓のように楽になっている。

　残っているのは、胸の痛みだけ。

　それも、幾分か楽になっていた。

　風邪がこうして良くなるように、やがて時間が何もかも解決してくれるのかもしれない。

　力を失った喪失感も、彼・賀か茂も澪人に振られてしまった心の痛みも……。

　彼の姿を思い浮かべることで、じわりと目頭が熱くなり、

「ま、まだ、駄目だ。今はまだ……」

　小春は慌てて手の甲で涙を拭ぬぐい、静かに窓を閉めた。








第一章　梅花の香りと豆大福。
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　風邪もすっかり治ったと自覚した小春はパジャマの上にちゃんちゃんこを羽織り、部屋を出た。

　廊下を歩きながら、襖ふすまが全開になっている和室に目を向ける。

「…………」

　それは、かつて澪人が使っていた部屋。

　今は、何事もなかったように、彼が来る前の状態に戻っていた。

　告白した日の翌朝、

『急に家に戻らなくてはならなくなりました。短い間でしたが、お世話になりました。後日あらためて挨あい拶さつに伺わせていただきます』

　そんな置手紙を残して、彼は突然いなくなった。

　自分が寝込んでいる間に、挨拶にも来たのだろうか？

　ちくり、と胸が痛んで、和室から目をそらす。

　いつまでも、うじうじしていては駄目だ、気を取り直そう。

　体調を崩して祖母や叔父おじに、散々心配を掛けたのだ。これ以上心配させるわけにはいかない。

　小春は居間に入る前に、両手の人差し指を口の端に当てて、口角を引き上げ、

「おはよう、お祖母ばあちゃん、宗次朗さん」

　明るい声で居間の襖を開けた。

　朝食を終えたばかりなのだろう、ちゃぶ台の前に座ってコーヒーを飲んでいた二人は、驚いたように振り返る。

「小春、もうええの？」

「おい、大丈夫か？」

　身を乗り出す勢いで尋ねる二人に、小春は「うん」と頷うなずく。

「もう大丈夫。心配かけてごめんね」

「ええんやで、私かて、年末に体壊したし。朝食食べられる？」

「うん、実はお腹ぺこぺこで」

　お腹に手を当てて照れ笑いを見せる小春に、宗次朗はニッと笑みを浮かべた。

「おっ、そりゃ、もう治ってるな」

「私もそう思う。寝込んでいる時は、お腹空すいたなんて思えなかったから」

「パンとご飯、どっちがええ？　おにぎり握ろか？」

「あ、おにぎり食べたい」

「ほな、座っとき」

　吉乃はいそいそと立ち上がって、台所へと向かう。

　いつも通りの雰囲気に小春は心からホッとして、ちゃぶ台の前に座った。

　自分の中で、こんなに大きな変化があったというのに、この空間は何も変わらない……と小春は居間を見回して、「ん？」と眉まゆ根ねを寄せる。

　いつもと様子が違っているところが、ひとつだけあった。

　部屋の隅に、大量の新聞が積まれている。

　この家では、購読していないスポーツ新聞をはじめ、新聞各紙。

「……こんなに新聞を一体どうしたの？」

　何か作る材料なのだろうか？　と小春は首を傾げる。

「それは切り抜いたんやで」

「切り抜いた？」

　よく見ると確かにその新聞は、記事が切り抜かれた後のようだ。

　一体どんな記事を切り抜いたのだろう？

　それはどこかに貼ってあるのだろうか？

　小春はぐるりと居間を見回し、簞たん笥すの上の祖父の写真の前で視線を留めた。

　そこに、切り抜かれた新聞記事がまるで供えるように置かれている。

「？」

　小春は立ち膝ひざで移動して、記事を覗のぞく。

　最初に目に飛び込んで来たのは、

『モデルの杏あん奈な、主役抜ばつ擢てき！』

　という、大きな見出し。

　杏奈とは、賀茂杏奈。

　吉乃の弟の孫で、小春にとっては『はとこ』に当たる彼女は澪人の姉だ。

　冷たさを感じるほどに整った容姿に、ぱっつん前髪のおかっぱという美しい女性で、東京で芸能活動をしている。

　一見クールビューティな彼女だが、その性格は太陽のように明るく、とても気さくな良いい人であり、小春をはじめ、櫻井家の皆は彼女のことを心から応援している。

『巨匠・桐きり谷たに監督の鶴の一声！　杏奈、映画初出演で主演女優！』

『杏奈、現代のシンデレラ!?』

　そんな新聞記事の数々に、小春は「え、ええ？」と声を上げた。

「あ、杏奈さんが映画の主役に？」

　勢いよく振り返る小春に、

「そうやで、あんたが寝込んでいる間に、ビッグニュースが飛び込んで来たんや」

　台所に立っていた吉乃が振り返り、嬉き々きとした様子でそう言う。

「これは本当にビッグニュースだね……」

　見出しに載っている『桐谷監督』は、小春も知っている有名な映画監督だ。

　舞台演出家から映画監督になり、気難しく変わり者だが名作を手掛ける巨匠として知られている。

「なんでも、その巨匠がこの前、杏が出演したチョコレートのＣＭを見て、『こいつだ』って思ったらしいぜ」

　宗次朗はさらりとそう付け加える。

　杏奈が起用されたチョコレートのＣＭは、この二月から地上波で流れていた。

　そのＣＭは、杏奈の冷たげな美しさを際立たせるものであり、それを観た澪人は、

『あないな内容のＣＭで。また、自分の首を絞めそうや』と、洩もらしていた。

　それは、杏奈の外見と内面がまるで違うことを指している。

　彼女の外見は、『冷たげな美女』なのだが、その実は明るい太陽のような人。

　だが、周囲に『クールビューティな女性』であることを求められると、彼女は全力でそれに応こたえようとする傾向があるそうだ。

　それは、本当の自分を圧迫するほどであり、

『自分を偽って無理をしていては、いずれ歪ゆがみがくる』

　といったことを、澪人と宗次朗が話していた。

　そうは言っても、クールビューティを前面に打ち出したＣＭがきっかけで、巨匠と呼ばれる映画監督に見初められた。

　これはもう結果オーライではないか、と小春は切り抜き記事を手に胸を熱くさせる。

　映画のタイトルは、『ＭＩＴＳＵＫＯ』。

　明治時代に日本からオーストリア＝ハンガリー帝国貴族に嫁いだ青あお山やま光みつ子ここと、クーデンホーフ・光子の実話を基にした話だそうだ。

　同じ監督が若い頃にその映画を撮ったことがあり、今回はそのリメイク版ともいえるもの。

　その当時の主演女優は、この映画の成功もあり、世界的に有名になっている。

　今まで、何度もリメイク版の話が来ていたが、当時の女優のイメージを払ふつ拭しよくする存在に出会えない、と監督は拒否してきたそうだ。

　だが、杏奈のＣＭを観て、雷に打たれたような衝撃を受けたという。

『杏奈の姿を見て、新たな光子がそこにいると思った。選んだ理由はそれだけだ』

　という監督のコメントも載っている。

「あ、杏奈さん、すごいっ」

　大好きな親しん戚せきの快挙に、嬉うれしさと誇らしさが込み上げる。つらかったことのすべてが吹っ飛びそうだ。

「杏も電話で、『嬉しくて吐きそう』なんて言ってたよ。あいつ大丈夫か、マジで」

　宗次朗は呆あきれたように言って、肩を上下させる。

　なんでもないことのように言いながら、口くち許もとがほんの少し緩んでいる。

　やはり、嬉しいのだろう。

　きっと賀茂家でも、大騒ぎになっているに違いない。

　彼も宗次朗のように、クールに装いながら喜んでいるのだろうな。

　ふわりと、澪人の姿が浮かび、次の瞬間、また胸がちくりと痛んだ。

　驚きのニュースに、すべて吹き飛んだかと思えば、やはりまだまだ駄目なようだ、と小春は苦笑する。

　それでも、杏奈の成功がこんなにも嬉しく、誰かのことを心から祝福できる気持ちがあることに、小春は少しホッとした。

　かつて自分が部屋に引き籠こもっていた時は、どんなことも喜べはしなかった。

　自分のことでいっぱいいっぱいで、何もかも余裕がなかったのだろう。

　今はそうではない。

　傷付いてはいるけれど、大好きな人の成功を心から喜べている。

　小春は、うん、と頷うなずいて、祖父の写真の横に杏奈の記事を並べる。

　杏奈は祖父とも親しくしていたそうだ。

　きっと、杏奈の快挙に祖父は目め尻じりを下げて喜んでいるだろう。

『杏奈さん、喜びと幸せのお裾すそ分わけ、ありがとうございます。元気をいただきました』

　小春は心の中でそう告げて、そっと微笑む。

「杏奈さんいないけど、お祝いしたいね」

　振り返って言う小春に、吉乃と宗次朗は「そやね」「だな」と、笑顔で頷く。

　そんな自分を前に、二人の表情には安あん堵どの色があったが、それは、『風邪が治って良かった』という雰囲気とは違っていた。

　おそらく二人は、自分が澪人に振られてしまったことを知っているのだろう。

「…………」

　まったく自分ときたら、想いが成就するはずのない分不相応な相手に身の程知らずな告白をして、振られて落ち込んで風邪までひいて寝込んでしまうなんて、傍はた迷惑もいいところだ。

　しっかり切り替えないと。

「杏奈さんの映画、いつ公開なんだろう」

「来年の年末って話だな」

「まだまだ、先なんだね」

「そんなもんだろ」

　宗次朗は少し笑って、コーヒーカップを置く。

「撮影もまだ始まってなくて、これからだってよ」

「そうなんだ、楽しみだなぁ」

「ほら、おにぎりできたえ。梅とおかかや」

　と、吉乃がお盆を手にやってきて、おにぎりふたつが載った皿と、香の物、味み噌そ汁しるをちゃぶ台の上に並べた。

「ありがとう、美味おいしそう」

　小春は頰を緩めて、あらためてちゃぶ台の前に座る。

　今は杏奈の活躍を励みに、自分も気持ちを入れ替えてがんばろう、と小春はおにぎりを前に「いただきます」と手を合わせた。
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　ちりりん、ちりりんと明治大正時代を彷ほう彿ふつさせる煉れん瓦が造りのレトロな校舎から、始業のベル音が響く。

　最寄りのバス停で降りて校舎に向かって歩いていた小春は、少し離れたところから学がく徳とく学園の校舎を仰ぎ、完全に遅刻だ、と肩をすくめる。

　小春は、熱が下がったその日に登校を決めた。

『病み上がりやし、無理したらあかんよ』

『そうだ、今日は大事をとって休んだらどうだ？』

　吉乃や宗次朗はそう言っていたが、小春は早く日常生活に戻りたかったため、

『もう大丈夫』

　と、押し切るように学校に行く準備を始めた。

『今から出ても、遅刻だろ？』

『一限目の途中からになると思うけど、いいの』

　小春が玄関で靴を履きながら答えると、

『それなら、これを持って行けよ。昼のおやつだ。愛あ衣いちゃんと食べろ』

　宗次朗は、小さな紙の袋を差し出した。

『もしかして、新作の和菓子？』

『新作ってこともない。定番の和菓子だ。バレンタインが終わったあとは、これを出すことにしたんだ』

　そう言って、宗次朗は柔らかく微笑む。

　宗次朗は、ニッと、いたずらっぽく笑うことが多い。

　そんな宗次朗の普段あまり見ない優しい笑顔に小春は戸惑いながらも、それを受け取り、『ありがとう、いってきます』と家を出た。







　──そうして、小春は今、校舎に向かって歩道を歩いている。

　遅刻覚悟の登校であり、小春はベル音を耳にしても、焦ることはなかった。

　歩道には自分と同じように校舎に向かう大学部の学生らしき姿も見えたが、いつもよりその姿は、随分と少ない。

　どうしてだろう？

　不思議に感じたものの、すぐに小春は理解した。

　もう二月も中旬だ。

　大学部は、既に春休みに入っている。

　そうか、春休みなんだ。

　……しばらく、彼の姿を見ずに済む。

　小春は安堵の気持ちで、歩きながら目を伏せた。

　春休みが終わる頃には、自分もすっかり平気になっているだろう。

　思えばこれ以上なく良い、失恋のタイミングだったのかもしれない。

　失恋に『良いタイミング』も何もないだろうけど、と小春は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる。

　俯うつむきがちに校門をくぐると、男子たちの賑にぎやかな声が耳に届き、小春はなんとなく顔を上げた。

　丁度、一年三組と四組、つまりは男子クラスの生徒たちが玄関を出るところだ。

　皆は揃って指定の青いジャージ姿で、グラウンドに向かって駆け出していく。

「寒さみぃーっ！」

　校庭に響き渡るような大きな声を上げて、はしゃぎながら駆け回るその姿に、男子は元気だなぁ、と小春が苦笑していると、ふと、三み善よし朔さく也やと目が合った。

「っ！」

　しまった、と小春は顔を強こわ張ばらせる。

　おそらく彼は、恥ずかしくなるくらいの大きな声で、『コハちゃーん！』と笑顔で手を振ってくるに違いない。

『チョコありがとー』なんて言われたら、周囲に誤解されそうだ。

　彼の言動を予想して、身構えた小春だったが、

「…………」

　朔也は小春の姿を見たものの、すぐに視線をそらし、そのままグラウンドへと駆けていった。

「？」

　小春は拍子抜けして、立ち尽くす。

　どうしたのだろう？

　まるで、人が変わったような態度だ。

　十四日の朝にチョコを渡した時は、あんなに嬉うれしそうにしていたというのに……。

　もしかして、美味しくなかったのだろうか？

　今まで自分は、朔也に対する態度があまり良くなかった。

　だから、彼の方も同じ態度になってしまったのだろうか？

　小春は、あれこれと考えながら最後に、「いや、どうでも、良いいんだけどね……」と、零こぼす。

　もやもやした気持ちが残ってはいたが、口にしたことで少しは払ふつ拭しよくできた気がした。

「一限目はなんだったかな？」と、誤ご魔ま化かすように呟つぶやいて、玄関に入った。

　上靴に履き替えて、静かな誰もいない廊下を歩く。

　今は一限目が始まったばかりの時間だ。

　予想していたよりも、早くに着くことができた。

「そうだ、たしか、一限目は国語だ」と、小声で言う。

　担任である早さ乙おと女め先生の授業だ。

　良かった、授業の途中からでも入りやすい。

　小春は自分のクラス──一組の教室の前まで来たところで、そっと後方の引き戸を開けた。

　身を小さくさせながら教室に入るも、担任の姿はない。

　黒板には『自習時間』と書かれていた。

　自習用に出されたプリントの問題を解いていたクラスメイト達は、振り返って小春を見た。

「わっ、櫻井さん、おはよう」

「もう大丈夫なの？　もしかして、インフルエンザ？」

「早乙女先生もインフルになったんだって」

　次々にそう言うクラスメイト達に、なるほど、それで自習なんだ、と小春は納得しながら、笑みを返す。

「ありがとう、もう大丈夫。インフルではなかったよ」

　もう、祖母の御守を持っていない。

　今の自分には必要なかった。

　誰かと目を合わせても、心の声が届くことはない。

　これまで御守を持っていても、強い想いはキャッチしてしまっていたため、今のように『完全に聞こえなくなる』という感覚は、とても久しぶりだった。

　……ショックを受けはしたけれど、やはり楽なものだな。

　そう思いながら自分の机に鞄かばんを置くと、隣に座る親友の愛衣が、勢いよく身を乗り出した。

「小春、本当にもう大丈夫なの？」

「うん、すっかり。ただの風邪だったし」

「ここ最近、寒かったものね」

「……うん」

　小春は小さく頷うなずいて、椅子に腰を下ろす。

「小春が来たら、話したくて仕方なかったんだ。澪人さんの……」

　愛衣がそう言いかけたことで、小春の心臓がどきんと跳ねる。

　小春は愛衣に、自分が澪人にチョコレートをあげたことも、あげようと思っていたことさえも伝えていない。

　成功する確率が極めて低いと思っていたからだ。

『小春はバレンタイン、澪人さんにチョコあげたの？』と愛衣に聞かれたら、どうしよう、と小春は頰を引きつらせる。

　今はまだ失恋話をしたくはなく、もう少しだけ時間が欲しいと思っていた。

　焦る気持ちで、小春は「れ、澪人さんの？」と声を上ずらせて聞き返す。

「澪人さんのお姉さん、すごいね」

「へっ？」

「今ニュースになってる『杏奈』って、前に小春が言っていた、澪人さんのお姉さんなんでしょう？」

　目を輝かせる愛衣を前に、小春はホッとして胸に手を当てた。

「そうなの、そうなの、杏奈さんは澪人さんのお姉さん」

「巨匠の目に留まって、一気に主役抜ばつ擢てきなんて、まさにシンデレラだよね」

「うん、本当に。親族として誇らしいよ」

「分かる、私も会ったこともないのに、誇らしかったもの」

　真顔で頷く愛衣に、小春は小さく笑う。

「澪人さんも喜んでいるかなぁ？」

「……うん、喜んでると思う」

「大学部も休みに入って、澪人さん、弓道部にも顔出してないみたいだね。忙しいのかな？」

　まるで独り言のように問う愛衣に、

「うん、多分、忙しいんじゃないかな」

　小春は曖あい昧まいな笑みを返して、目を伏せた。





三






「私、今『ミス研』の部室にちょくちょく顔を出しているんだよね」

　その日の授業を終え、小春は愛衣と共にのんびりとした足取りで玄関に向かい歩いていると、通路の掲示板に貼られている『ミステリー研究会、部員募集』のポスターが目が入った。

　愛衣はそのポスターに目を向けたまま、ぽつりと零す。

『ミステリー研究会』は、元『オカルト研究部』。

　部員は全員中等部の子たちで、愛衣が中等部の時に所属していたクラブだ。

　文化祭の時に、『降霊会』の真似事をして良からぬものを召喚し、騒ぎを起こしたこともある。

　そんな反省もあってか、『ミステリー研究会』と名を変えて、活動をしている。

　部室も、中庭の塔に移動し、『不思議目安箱』などを設置したりと、それなりに楽しく活動しているようだ。

「部員になったの？」

「ううん、あの子たち放っておくと暴走しそうで。ただのお目付け役というか」

　愛衣は、やれやれ、と肩を上下させる。

　しかし、愛衣もなかなかの暴走要員だ。

　そう思ったが、口には出さなかった。

「それで、今日も寄ろうと思ってるんだ。今度、小春も顔出してよ」

「うん、なんなら今日、私も付き合うよ？」

「ダメダメ、病み上がりは早く帰らないと。付き合ってくれるのは、またの機会にね」

　そう言って愛衣は、小春の背中を軽く叩たたく。

　本当だね、と笑って、校舎を出たところで、小春は愛衣と別れた。

　校門に向かう途中、まるで癖になっているかのように、ほぼ無意識に弓道場の方に顔を向けた。

　弓道場では、部員たちが練習をしている。

　大学生らしき姿も見えたが、そこに澪人の姿はなく、ホッとしたような、それでいて残念なような複雑な気持ちで、小春は眺めていた。

　澪人の姿がなければ、見学する女子の姿もない。

　……かと思えば、そんなこともなかった。

　少しだが、女子高生たちが見学していて、

「今日も安あ倍べさん、素敵」

「本当にかっこいい女性ひとだよね」

　ある女生徒を眺めて、うっとりとした声を上げていた。

　弓道部をいつも見学している女子高生たちは、澪人だけが目的だったわけではなさそうだ。

　熱い視線を一手に集める、『安倍さん』という女性は、すらりと背が高く、長い後ろ髪と前髪をすべて後ろで一つにまとめている。

　面長で、白い肌、切れ長のくっきりとした目が印象的な、冷たげな美女だ。

　外見の雰囲気は、杏奈と似たところもあるのかもしれない。

　だが、彼女はその内面もクールなように見える。

　彼女のことは、よく覚えていた。

　以前、澪人にタオルを渡していた女性だ。

　二人が並んでいる姿が、あまりにお似合いに映った。

　……思えば、その姿を見て、『何も伝えずに失恋してしまうのは嫌だ』と焦って告白してしまったんだ。

　でもやはり、告白なんてしなければ良かったのかもしれない。

　落ち込みかけたその時、彼女は姿勢を正し、凜りんとした佇たたずまいで弓を引く。

　放った矢は、見事に中心を射い貫ぬき、「きゃあ」という黄色い歓声が上がった。

　小春も思わず、「わあ」と声を上げて、小さく拍手をする。

　女生徒に人気が出るのも納得の、格好いい女性だ。

　小春が少しの間眺めていると、彼女はその視線に気付いたかのように、顔を上げて、ジッとこちらを見た。

　少し離れてはいるが、しっかりと視線が合ったのが分かる。

　彼女は、小春を見るなり、まるで睨にらむように眉まゆ根ねを寄せた。

「っ！」

　眼まな差ざしの強さに怖さを感じて、小春はすぐに目を伏せる。

　今、睨まれた……んだよね？

　もしかして彼女は、彼と既に付き合っていて、自分が告白したことを聞いて、腹を立てているのかもしれない。

　小春は居たたまれなさに、背を向ける。

　そのまま逃げるように校門を出て、足早にバス停に向かった。

　なんだか、今日は全然ダメな日だ。

　病み上がりなわけだし、祖母たちの言うことを聞いて大事を取って休めば良かった。

　泣き出したい気持ちでとぼとぼと歩き、ふと手にしているトートバッグの中に目をやる。

　そこにはランチボックスと、小さな紙袋が入っていた。

「──あっ、これ、宗次朗さんからもらった和菓子だ」

　昼食後に愛衣と一緒に食べようと思っていたのだが、彼女は委員会の集まりがあり、お弁当を食べ終わると同時に、教室を出ていってしまったのだ。

　戻ってきたら一緒に食べようと思っていたものの、すっかり忘れていた。

　食べないまま家に帰るのは、宗次朗に申し訳ない。

　今は、夕方四時半。

　まだ、上かみ賀が茂も神社は閉門していないはずだ。

　神社で食べることにしよう。

　小春は最寄りのバス停を素通りして、そのまま上賀茂神社の境内に向かう。

　上賀茂神社は、正式には『賀か茂も別わけ雷いかづち神社』。

　神社前のバス停は、バスが迂う回かいできるような広場となっていて、すぐ側には茶屋や売店もある。

　はじめて来た時は夏だったため、青々とした木々が印象的だったが、二月半ばの今は、随分と寂しい様子だ。

　大きな朱色の鳥居をくぐると、次の鳥居まで一本道が真っすぐに伸びている。

　以前は、神しん馬め舎しやという小さな小屋に白馬がいたのだが、今はいない。

　思えばこの境内に入るのは、澪人とはじめて訪れて以来のこと。

　再び胸が切なく締め付けられるのを感じ、それを振り切るように本殿へと急ぐ。

『すべてうまくいきました。ありがとうございました』

　社を前に、二礼二拍一礼と、かつて教わったように心の中で礼を告げた。

　小春は境内を見回し、小川のほとりへ進む。

　この川は、『明みよう神じん川がわ』というらしく、清せい冽れつに流れている。

　小春は川のほとりの木のベンチに腰を下ろす。

　いそいそとトートバッグから紙袋を取り出して、中を見ると、豆大福が入っていた。

「豆大福……」

　白い大福に、大きな黒豆がゴロゴロとついている。

　小春は、ビニールをはずし、大福についている粉を軽く払って、そっと口に運ぶ。

「っ！」

　餅もちがとても柔らかい。ほんの少し塩味がきいている黒豆はとてもほくほくしている。

　何より、中のこし餡あんの程よい甘さが絶妙だ。

「美味おいし。さすが、宗次朗さん……」

　豆大福の美味しさに、自然と頰が緩んでいた。

　そう言えば以前、宗次朗が話していた。

『悩んでドン底にいる時に、「美味しいあん」って紙が見えて、豆大福を食べたんだ。そん時に、なんかすべてが救われるくらい美味うまいと思ったのがきっかけだな』

　その言葉を思い出し、小春は、ふっ、と頰を緩ませる。

「本当だね、宗次朗さん。美味しいものは、人を救うね」

　嬉うれしい時に美味しいものを食べるのも良いけれど、どん底の時ほど、美味しいものを食べた方が良いのかもしれない。

　つらい気持ちが、美味しさに払ふつ拭しよくされていくからだ。

　きっと、宗次朗はすべてお見通しのうえで、この豆大福を持たせてくれたのだろう。

　自分は幸せ者だ。

　微笑みながらも、小春の目からぽろぽろと涙が零こぼれ落ちる。

「────っ」

　今回の件で泣くのは、これを最後にしよう。

　失恋は悲しいけれど、そもそも人の気持ちはどうしようもない。

　本当に仕方のないことなのだ。

　何より元々、想いが成就するなんて思っていたわけではなかった。

　その上、力を失って、譬たとえようもない喪失感に襲われているけれど、それもまた、仕方のないこと。

　若わか宮みやの言葉を借りるとするならば、すべては『森羅万象の意思』なのだろう。

　小春は、うん、と頷うなずき、もうひとつの豆大福を口に運ぶ。

　西の空が茜あかね色いろに染まり、烏がカアカアと鳴き声を上げていた。





四






　それから十日。

　小春の心は随分と落ち着いたが、力を失くしたことを今も誰にも言えずにいた。

　吉乃と宗次朗のことだから、自分が力を失くしていることにも、とっくに気付いているのかもしれない。

　特殊な力を失くしてしまった以上、もう東京に戻った方が良いのだろうか？

　そう思うと、寂しさが襲う。

　両親に逢あいたくないわけではない。

　だが、ここでの生活を自分はとても気に入っている。

　人よりも少し早いのかもしれないけれど、自分は十六で親離れができたのだろう。

　今から、再び東京に戻って都内の高校に通い、関東圏の大学進学に向けて勉強をするなんて、考えられない。

　だけど、もう、祖母のような『拝み屋さん』にはなれない。

「…………」

　澪人が九死に一生を得て、迷子になってしまった気持ちが、今の小春にはよく分かる気がした。

　自分はこれから、どうしたら良いのか、何を目指せば良いのか、道みち標しるべを失ってしまったのだ。

　小春は和雑貨店『さくら庵』の木製カウンターで、客に気付かれぬように息をつく。

　今日は学校が早く終わったため、小春は店番を手伝っていた。

　吉乃は今、店の奥のテーブルで客の相談に乗っている。

　先ほどお茶を出した時に、親が亡くなって、その遺産を巡って兄弟で争っているという、なかなか重い相談を持ち掛けられているのが耳に入ったため、これは聞いてはいけない、と小春はすぐに退散して、カウンターに戻った。

　店内は雛ひな飾かざり──縮ちり緬めんうさぎのひな人形や桃の花を模かたどったぼんぼり、吊つるし飾りともうすぐ迎える桃の節句一色だ。

「ねぇ、見て、このうさぎのひな人形」

「うん、すごく可愛い」

　店内の客たちが、和雑貨を手に、目め尻じりを下げている。

　そうでしょう、と小春は小さく相あい槌づちをうつ。

　うさぎのひな人形は、祖母の新作だ。

　杏奈のペットというか、相棒であるうさぎのハルをモデルに作ったもの。

　白うさぎと、ミルクティー色のうさぎの二羽が、すまして座っている。

　自分はやはり、この店の和雑貨が大好きだ。

　祖母にお願いをして、この和雑貨店の後継ぎになるのもいいかもしれない。

　店番をしながら、ぼんやりとそんなことを思う。

　店内の客たちが引けた頃、

「……大丈夫やで、星の動きやと、解決の暗示や。今ごたついてるみたいやけれど、内輪もめは解決するやろ」

　店内が静かになったため、吉乃の言葉が耳に届いた。

　小春が首を伸ばして様子を窺うかがうと、対面に座る初老の女性は目を輝かせて身を乗り出す。

「ほんま？」

「そやね。冥めい王おう星せいが人間関係を示す位置に入ってるし、うんとこじれる前に、自分から良くない縁を断ち切るとええ。もし、この身内の争いに関係ない第三者が首を突っ込んで、あれこれ言うてきたりしていたら、その関係を考えたらよろし」

「っ！」

　彼女にとって、何か思い当たることがあるのだろう、目を見開いて言葉を詰まらせている。

「あと、何より、『赦ゆるし』の心も忘れずに、やな。大事なことやで」

　にこりと微笑む吉乃に、彼女は力が抜けたような笑みを浮かべた。

「ほんまにおおきに、吉乃さん。ドンピシャで、ぎくりや。そやけど、ホッとした」

「そら、良かった」

　うんうん、と頷く吉乃を前に、彼女は白い封筒をテーブルの上に置き、何度も礼を言って店を出ていった。

　店内に祖母と二人だけになり、小春は奥のテーブルに歩み寄る。

「お祖母ばあちゃん、今の占星術？」

「そうやね」

「どうやって占ってるの？」

「そら、今の人の出生図と、今の天空図を見比べて、アドバイスするだけや」

「お祖母ちゃんは、占星術までできるんだからすごいよね」

「私の母が、占星術を学んでいたんや。特別な力がない中、賀茂家に嫁いで、自分もひとつ取り柄が欲しかったんやって。ほんで、なかなか評判の占い師やったんやで」

　そう続けた吉乃に、小春は瞬まばたく。

「えっ、特別な力がなくても、占い師になれるの？」

「そら、もちろん。占星術は、どちらかというと学問やし」

「学問！」

「人の頭脳が集まれば、宇宙まで行けるやろ。太古の時代、その頭脳のすべてを占星術という学問にぶつけていたんや。そやから、すごいことなんやで。ほんで、あと必要なのは、感性やなぁ」

　その言葉に小春は、なるほど、と熱い息を吐く。

「なんだか、面白そう。やってみたいな」

「そうやな、ほんなら、これを読んだらええ」

　と、吉乃は傍らに置いていた『西洋占星術』の本を小春に差し出す。

　随分と分厚く、そして古い本だ。

「それは、私が母からもろた本やねん。貸したげるで、小春なりに占星術を学んで、感じて、その上でやってみたい思うたら、試してみたらよろし」

「うん。ありがとう」

　小春は『占星術』の本を受け取り、ぎゅっと胸に抱く。

　まるで、天から降りてきた蜘蛛くもの糸をつかんだような気持ちになっている自分に、戸惑い、そして気付いた。

『特別な力』に対する喪失感はあるものの、あの時の力を取り戻したいかどうかは、今もはっきり分からない。それでも、以前のように『目に見えぬものとつながっている』と、また感じられる自分になりたいと思っていることに……。

　今、出会った『占星術』を通して、特別な力がなくても、以前とは形が違っていても、再び森羅万象の意思を受け取れるかもしれない。

　小春の胸は、そんな喜びに溢あふれていた。

「小春、店番おおきに。今は忙しくないし、部屋でゆっくりしててええよ」

　おそらく今すぐにでも、この本を熟読したい小春の心中を察してか、吉乃は優しく微笑んでそう言った。

「……ありがとう。手伝いが必要になったら言ってね」

　小春は会釈をして、二階の自分の部屋に向かう。

　部屋に入るなり、座布団クッションの上に腰を下ろして、その背をベッドにもたせかけた。

　迷っている時に、この本に出会えるなんて、なんて偶然だろう。

「…………」

　いや、違う。『偶然』ではないんだ。

　たとえ、自分が力を失くしていても、こういうことは起こる。

　ちゃんと、守ってもらえていることを肌で実感し、小春は涙目で口くち許もとを綻ほころばせる。

　小春はふと、棚の上に目を向けた。

　そこには、梅の枝の小さな鉢植えが置いてある。

　コウメからもらった梅の枝は少しずつ芽を出し、今も花を咲かせていた。

　鉢植えの前には、金平糖が入った巾きん着ちやく袋も置いてある。

　これまで、もったいなくて食べられなかったが、小春は引き寄せられるように立ち上がり、巾着袋に手を伸ばして、中からひと粒だけ手に取り、口に運んだ。

　口の中に広がる優しい甘さ。

　梅の薫りが相まって甘酸っぱいような気持ちになる。

　可愛かったコウメの姿が脳裏を過よぎり、

「やっぱり……寂しいな。もう会えないのは」

　もう泣かないと決めたのに、堪こらえきれずに涙が滲にじむ。

　しかし、宗次朗の豆大福を食べた時もそうだったが、美味おいしいものを食べること、そして涙を流すことは、心身にとても良い気がした。

「さ、さぁ、読んでみることにしよう」

　本を手に取ったその時、

「大変や、大変や」と、外で声がする。

　なんだろう。窓の外を覗のぞくと、近所に住む漬物屋のおかみさんであり、吉乃の友人の西にし村むら弥生やよいが血相を変えて、店に飛び込む姿が見えた。

　どうしたんだろう、と小春は本を置いて、再び一階の店舗に顔を出す。

　あまりの慌てぶりに驚いたのか、そこには宗次朗の姿もある。

「弥生さん、どないしたん」

　肩で息をする弥生を前に、吉乃はぽかんとして尋ねていた。

「た、大変や、テレビ……」

「テレビ？」と、吉乃、小春、宗次朗は、揃って首を傾げる。

「杏ちゃんが、大変なんや」

「杏ちゃんが!?」

　弥生の様子から、とんでもないことが起こっていることが伝わってきて、吉乃はすぐに店内にあるテレビをつける。

　丁度、午後のワイドショーが流れていて、

『杏奈、桐谷監督と不倫疑惑！』

『薄汚れたシンデレラの真相』

　という見出しと共に、杏奈の画像が流れていた。

「──杏奈さん」

　小春は、呆ぼう然ぜんと口を開いて。

『モデルであり今回女優デビューとなる杏奈さんですが、桐谷監督と共に、監督のマンションに入っていっているわけなんですよね。それも一度や二度じゃないということを記事は伝えているわけです』

『桐谷監督も、浮き名を流してきた監督ですからねぇ』

『ネット上では、こんな汚いやり方で主役の座を奪い取るなんて許せないという声が上がっているんですよ。そもそも、この映画の主役には杏奈さんと同じ事務所の先輩であるタレントのミーコさんが選ばれた方がいいんじゃないかという声もありまして』

『ミーコさんのファンが激怒しているわけなんですねぇ』

　テレビの中のコメンテーターやタレントたちは、桐谷監督のマンションに入っていく杏奈の画像を前に、あることないこと話している。

『分かっていることは、杏奈さんは女優経験ゼロでありながら、突然桐谷監督の鶴の一声で主役に抜ばつ擢てきされた。そして、その杏奈さんは、桐谷監督のマンションに頻繁に通っている、という二つの事実です』

　テレビの中のコメンテーターたちは、含んだ言い方で杏奈を追いつめる。

　スマホを確認すると、ネットのニュース記事の掲示板には、

『っていうか、これは不倫っていうより枕営業じゃん』

『体を使って仕事を獲とる、汚いオンナ』

『こういう人間が公共の電波で流れるなんて許せない』

　そんな誹ひ謗ぼう中傷が連なっている。

　小春は思わずスマホを置いてリモコンを手に、テレビの電源を切った。

　吉乃や弥生、そして宗次朗が驚いたように、振り返る。

「こんなの、絶対に噓」

　心臓がばくばくと音を立てる。

　杏奈が、とても一いち途ずに宗次朗を想っているのは、他の誰よりも小春が一番よく知っている。

　それなのに、憶測だけであんな風に杏奈のことを話しているのが許せなかった。

　悔しくて、涙が滲む。

「……小春」

　心配そうな目で見下ろす宗次朗に、小春は首を振る。

「宗次朗さん、私の心配なんてしないで。それより、杏奈さんに電話をしてあげて。きっと、すごく苦しんでる」

　小春は宗次朗に詰め寄って、袖をつかんだ。

「……ああ、そうだな、小春。だけど、電話をする必要はねぇな」

「どうして？」

「杏奈が今、そこに来たからだ」

　宗次朗はそう言って、店の入口に目を向ける。

「へっ？」

　皆もぽかんとして、店先に目を向けると、帽子にサングラスに、マスクにマフラーまでした杏奈が立っていた。

「杏奈さん」

　静かに洩もらした小春に、杏奈は弱ったように笑う。

「……小春ちゃん、吉乃さんに宗ちゃん……私……」

　杏奈は一人一人の顔を見ながらそう言ったかと思うと、その場にしゃがみこみ、うわあああ、と泣き崩れた。
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　翌朝の土曜日。

　杏奈と映画監督の不倫・枕営業報道は、さらに過熱していた。

　テレビの芸能コーナーや、スポーツ新聞、週刊誌の誌面には、

『杏奈、桐谷監督と不倫関係！』『杏奈、枕営業で主役ＧＥＴ』

　そんな目を覆いたくなる見出しばかりが並んでいた。

　杏奈が桐谷監督のマンションに出入りするところを撮った写真や、二人で焼き肉を食べている写真が掲載されている。

　桐谷監督は、『くだらない』の一言で切り捨て、杏奈側も事務所を通して『事実無根』とコメントするも、今回の起用が監督の鶴の一声だったこともあり、先週までシンデレラガールと持て囃はやしていた世間が、掌てのひらを返したようにバッシングを始めた。

　一度ヒートアップした世論は、なかなか収まりそうになかった。




「──ごめんなさい、吉乃さん。突然押しかけて、泊まらせてもらって」

　杏奈は居間のちゃぶ台の前に、ちょこんと座り、身を小さくさせて頭を下げる。

　昨日の夕方、杏奈は『さくら庵』の店先に訪れるなり、その場で泣き崩れ、皆は他の客が来る前に、と杏奈をすぐに二階へと誘導した。

　一階店舗、二階住居の櫻井家には長い廊下があり、その左右に居間を含む和室がいくつか並んでいる。

　家はさほど大きくはないが、『下宿屋もできるね』と言われるほどに、部屋数があるので、杏奈が使う部屋に困ることはない。

　それまで澪人が使っていた部屋を用意することもできたが、小春はあえて違う部屋を用意した。

　昨夜は、夕食も食べずに、部屋に籠こもって泣いていた杏奈だったが、今朝はこうして居間に出てきて、少し明るい表情を見せていたため、小春はホッとした。

「私らはええんよ。そやけど、杏ちゃん、あんた、事務所に連絡しなくてええの？」

「はい、事務所からは今すぐ撮影が始まるわけではないから、少しの間、身を潜めるようにって言われてまして……実家に帰ろうと思ったんですが、実家にもマスコミが来ているという話を聞いて、どこに行っていいか分からなくなって」

　杏奈はそう言って、畳に目を落とす。

　吉乃と宗次朗は、そんな杏奈を前に特に何も言わず、小春は痺しびれを切らして、思わず身を乗り出した。

「あ、杏奈さん、あのニュースはでたらめなんですよね？」

　小春の問いに、杏奈は勢いよく顔を上げる。

「もちろん、でたらめだよ！　監督のマンションには行っていたけど、私が素人すぎて個人的に演技指導を受けてただけで、私のマネージャーもいたし。まさかこんな風に邪推されるなんて夢にも思わなくて」

「それじゃあ、きちんと言うべきですよ。マネージャーという証人もいるんですし」

「事務所がね、マネージャーが証人だと言っても信じてもらえないだろうし、こうなったら何を言っても信じてもらえないから、沈静化するまで待つしかないって」

　はぁ、と息をつく杏奈に、小春は悔しさに下唇を嚙かんだ。

「事実無根のことをあんな風に書かれて、ショックですよね。……許せない」

「それはもちろんショックだったんだけど、監督に起用されて、今まで私を軽く扱っていた人たちが掌を返したようにちやほやしてくれてね……。でも、こんなことが起こったら、また掌返されるし……。世間の評判とかも見てると、思った以上に、私って嫌われるタイプの人間なんだなって……」

　杏奈はぽつりぽつりと話しながら、どんどん目に涙を浮かべていく。

「あ、杏奈さん」

　小春が焦ったその時、ちゃぶ台の下に隠れていたうさぎがひょっこり出てきて杏奈の膝ひざに乗り、鼻をひくひくさせた。

　この子は、杏奈の飼っているネザーランドドワーフの『ハル』だ。ミルクティー色の毛並みにつぶらな瞳ひとみが愛らしく、ひたすら鼻をひくひくさせている。

「やだ、ハル。慰めてくれるの？　ありがとう」

　杏奈は涙目のまま、小さく笑った。

　小春は杏奈を心配しつつ、そうやって慰めてくれるハルが側にいることを少し羨うらやましくも感じた。

「ほんなら、杏ちゃんも朝食にしよか。お腹空すいたやろ」

「はい、実は一昨日おとといから、ほとんど何も食べてなくて」

「おにぎり握ってあげるさかい、いっぱい食べよし」

「わぁ、嬉うれしい、ありがとうございます、吉乃さん」

　杏奈は力ない笑顔ながらも、嬉しそうに手を合わせる。

　今もきっと、世間は誹謗中傷の嵐だろう。

　とてもがんばっていて、いい人で、しかも事実無根だというのに、どうしてこんなことが起こるのか。

　小春は苦い気持ちで目を伏せる。

　その時、ふと、澪人の言葉が思い出された。

『姉はサービス精神が旺おう盛せいなゆえに、がんばって、「相手が求める自分」になろうとしてしまうんですわ。そやから、「クールな美女」であることを望まれたら、そう取り繕ってしまう。そやけど、そんなん自分とかけ離れたことやから、その内に疲れてしまう。そうやって自分を偽って仕事をしていても、良い結果は生まへん』

　彼は、そう言っていた。

　続いて宗次朗も、『必ず歪ゆがみがでてくる』ということを言っていたのだ。

　小春はちらりと宗次朗の方に目を向ける。

　宗次朗は、おにぎりを頰張る杏奈を、黙って見詰めている。

　それは、『見守っている』のとは違う、とても冷静な視線で、何を考えているのだろう？　と小春は顔をしかめて、首を捻ひねった。
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　その後、杏奈を二階に残し、小春と吉乃は平常通り、定時に店を開いた。

　昼頃には賑にぎわう祇園だが、午前の早い時間は、人通りも少ない。

　店内はとても静かなものだ。

「杏奈さん、店を手伝いたがってたね。せめて開店準備くらいはって」

　和菓子用ガラスショーケースに宗次朗が作った豆大福を並べながら、小春は独り言のように零こぼし、手に付けていたゴム手袋を外した。

「そうやね。そやけど、手て伝つどうてもろたら大変なことになるやろ。うちはええけど、杏ちゃんが気の毒や」

「うん、そうだよね」

　開店準備だけだとしても、人に見られる可能性はある。

　昨日のように、帽子にサングラス、マフラーにマスクをしていたなら、見られても気付かれないだろうが、別の意味で注目されてしまいそうだ。

「杏奈さんのご実家にもマスコミが行っているって言ってたものね。大丈夫かな」

　小春はうさぎの人形を並べながら、ため息をつく。

　おそらく、賀茂家も杏奈のことをとても心配しているだろう。

「賀茂の家は大丈夫やて。あそこは病院やろ？　入院患者の迷惑やし、営業妨害になります、て注意しはったら、すぐ引いたらしいで」

「お祖母ばあちゃん、賀茂家と連絡を取ったの？」

「そうや。とりあえず、杏ちゃんを預かるて伝えたし」

「そっか」

　小春は少しホッとして、背を伸ばした。

　今日は人出の少ない日のようで、昼をすぎても客の姿はなく、小春は吉乃と今回の杏奈の件について、あれこれと話していた。

　すると、吉乃は急に「しっ」と口くち許もとに人差し指を立てる。

「小春、誰かお客さんが来はる。杏ちゃんの話はしまいや」

「あ、はい」

　吉乃は、いち早く人の気配を察知したようだ。

　相変わらず、吉乃は『人の気配』を察知することに長たけている。

　思えば、祖母の弟である吉よし雄おは『身を潜めている存在』を感じ取るのに長けていると言っていた。

　特殊な力も、人それぞれ、特徴があるのだろう。

　小春の耳にもこれから店内に入ってくるであろう人物の足音が届き、身構えていると、

「おはようございます」

　優しい面差しの青年が、暖簾のれんをくぐってきた。

　すらりと細身の体に、漆黒の艶つや髪がみ、まるで線で引いたような細い目。その目は弓なりで、とても穏やかな印象を与える。

　──彼は、

「和かず人とちゃんやないの」

　吉乃は、少し驚いたように声を上げた。

　そう、彼は、賀茂和人。

　杏奈の弟で、澪人の兄。

　賀茂三さん姉弟きようだいの真ん中であり、現在医学部に通う大学生だ。

「すみません、姉がお世話になっております」

　和人はそう言って、深々と頭を下げる。

　彼は、澪人と違い、基本的に標準語に近い言葉を使っていた。

　これまでだったら、こうした時には澪人が来ていたのだが、今となっては顔を出しにくいのだろう。

「うちはええんよ。その後の賀茂家はどうや？」

「大丈夫です。姉が来ていないと分かったみたいで、すぐに引けました。潜んでる輩やからはいるようですけどね」

「やっぱり、いるんですね」

「いやいや、姉もこれで、さらに有名人ですねぇ。あ、これ、吉乃さんの好きな『とらや』の羊よう羹かんです。期間限定の味だそうで、良かったら」

　吞気のんきそうに笑い、菓子折りを差し出す和人を見ながら、なんだか気が抜ける、と小春は頰を緩ませる。

「期間限定は楽しみやね。ほんまにおおきに。賀茂家は私が『とらや』に弱いことをよう知ったはる」

　吉乃は本当に嬉しそうに目め尻じりを下げて、菓子折りを受け取っていた。

「和人さん、杏奈さんは、二階にいますよ」

　小春が和人を案内しようとすると、彼は「いえいえ」と手をかざす。

「吉乃さんにお礼とお詫わびに来ただけで、今日は姉には会わずに帰ります。姉から『今は、こんな状態だから実家に帰れない』って言われているんですが、顔見たら連れて帰りたくなりますし」

　そう言った和人に、小春は納得して相あい槌づちをうつ。

　今も記者が潜んでいる状態だ。

　実家には、帰らない方が良いだろう。

「姉は元気ですか？」

「空元気だと思いますけど、笑顔も見られましたし、食欲も戻ったみたいです」

　小春が答えると、和人は「良かった」と細い目をさらに細める。

「うちも、家は大丈夫なんですが、母が落ち込んでしまいましてね」

「お母様が……」

「そうだ。小春さん、もし良かったら、これから下しも鴨がもの家に遊びに来ませんか？」

　今思いついたような和人の提案に、小春は「えっ」と瞬まばたく。

「母はずっと、小春さんに会いたがっていたので、喜ぶと思うんです」

　でも……、と小春が戸惑っていると、

「ええやん、あんたの気晴らしにもなるやろ。店のことは気にしなくてええし」

　それは良いことだ、という様子で吉乃は頷うなずく。

「……澪人さんも、下鴨にいるんですか？」

　なるべくさらりと、当たり前のことを聞くように小春は尋ねた。

「澪人はずっと上賀茂に詰めていまして、下鴨には帰ってないですよ」

「そう……ですか」

　小春はホッとして、それなら良いかもしれない、と曖あい昧まいに頷くと、

「良かった、母が喜びます。それでは吉乃さん、小春さんをお借りしますね。ちゃんと送り届けますので」

「おおきに」

「それじゃあ、小春さん、行きましょうか」

　もじもじしている間に下鴨の賀茂家に行くことが確定し、小春は戸惑いながらも、「わ、分かりました」と今度はしっかりと頷いた。

「お祖母ちゃん。お土産に宗次朗さんの和菓子を持って行ってもいいかな」

「もちろん、ええよ。宗次朗には伝えとくさかい」

　小春はすぐにギフト用の箱を用意し、ゴム手袋をはめて、豆大福や冬季期間限定の雪うさぎなどを詰めていった。
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　和人は、車を近くのパーキングに停めていて、小春はそれに乗った。

　車は川かわ端ばた通どおりを北へとまっすぐ走り、下鴨に向かう。

「こんな小さな車ですみません」

　和人は運転しながら、ちっとも『すまない』と思ってなさそうな笑顔でそう言う。

　言葉通り、車は小さなレモン色の軽自動車だ。

　上賀茂の賀茂家には高級車がずらりと並んでいたし、医学生が乗る車と聞いて身構えていたので、逆に軽自動車であることに、小春はホッとした。

「いえ、うちの車も軽ですし。綺き麗れいな色の車ですね」

「自分が地味だから、車や小物はつい明るい色を好んでしまうんですよ」

「地味だなんて……この車は、和人さんの車なんですか？」

「はい、一応親に買ってもらったんですが、毎月バイト代から支払ってます。支払いが滞ったら、鍵かぎを没収すると脅されてて」

　そう話す和人に、小春はくすりと笑う。

　病院の跡取り息子と聞くと、鼻持ちならないイメージを持っていたが、彼はそうではなく、とても朗らかな人だ。

　小春はしみじみと思い、運転する和人の横顔を眺める。

　前世の夫だった左さ近こん衛えの大だい将しようの顔と同じであり、この人とかつての自分が結婚していたと思うと、とても不思議な気持ちになって、小春は首をほんの少し傾げた。

　こうして出会ったということは、今世においても縁があるのだろうか？

　この人と縁があるから、自分は澪人に振られてしまったのだろうか？

　胸がぎゅっと詰まり、俯うつむきかけたその時、

「──もう少しですよ」

　和人の声に、小春は顔を上げる。

　車は下鴨神社東側の小路を走っていた。

　それは本当に、車一台がやっと通れるような、とても狭い道だ。

　さらに東に曲がると、『賀茂産婦人科』という看板が見える。

　まるで避暑地にある別荘のような外観の個人病院であり、病院の裏側にある住居も同じような雰囲気だ。

　見たことがある気がします、と言いかけて小春は口を噤つぐんだ。

　以前、愛衣の母親の意識を受け取った時に──視覚を通してではないが──実際に見ていたのだ。

　これが、『見たことがないのに、知っている』という感覚か。

　この感覚は、和人に抱いているものにも似ているかもしれない。いや、和人の場合は、少し違っている。

　言葉にするなら、『知らないけれど、見たことがある』。

　これもまた、不思議な感覚だった。

　とはいえ、今となっては、前世の夢も見ることがないだろうから、この感覚をより深く確かめることもできないのだけど……。

　小春がそんなことを思っている横で、和人は慣れた様子で家の前に車を停める。

　車内の時計は、午後一時を少し過ぎている。

　和人と共に車を降りて、下鴨の賀茂邸を見上げた。

　漆しつ喰くいの外壁に焦げ茶色の木枠、えんじ色の屋根といった、レトロというよりもクラシックといった方がしっくりくる建物であり、純和風だった上賀茂の賀茂邸とは、まるで違っている。

「素敵なお屋敷ですね」

「元々は上賀茂の家のように和風だったらしいんですが、大正時代に建て直したようなんです。『大正』という雰囲気でしょう？」

　和人はそう話しながら、玄関扉を開ける。

「ただいまー」

　扉を開けると、広い玄関に、吹き抜けの高い天井が目に入る。

　屋根と同じ、えんじ色の絨じゆう毯たんの廊下が続いていて、ダークブラウンの扉が並んでいるのも見えた。

　和人の声を聞きつけたのか、ぱたぱたと足音が聞こえてきて、扉が開く。

「和人、杏奈はどうだったの？」

　現われたのは、ほっそりとしていて、思わず息を吞のむほどに美しく、艶つややかな髪の毛先を巻いた、まるで女優のような四十代と思われる女性。

　その整った顔立ちは、杏奈や澪人とよく似ていて、彼らの母親であるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「姉さん、落ち込んではいるようだけど、元気で食欲もちゃんとあるって」

「そう、それは良かった。それで、うちには帰ってきそう？」

「まさか。大変なことになるし」

「そうよね。でも、食欲があるなら良かったわ。あの子はショックなことがあると、まず食べられなくなるから……」

　彼女は頰に手を当てて安あん堵どの息をつき、「あら、もしかして」と今気が付いたように和人の背後に立つ小春に顔を向ける。

　小春はすぐにぺこりと頭を下げた。

「は、はじめまして、櫻井小春と申します」

「やっぱり小春ちゃんね」

　と、彼女は嬉うれしそうに身を乗り出す。

「杏奈から、女の子らしいとても可愛い子だって聞いて、お会いしたいと思っていたのよ。ほら、今うちにいるのは和人に澪人と男ばかりで、それに杏奈もあまり女の子っぽくないし。お会いできて嬉しいわ」

　目をきらきらさせて早口で話す彼女を前に、小春は圧倒されながら相あい槌づちをうつ。

「母さん、そんな勢いで詰め寄るから、小春さんが驚いてるよ」

　和人は愉たのしげに笑って、母の肩に手を乗せる。

「あら、ごめんなさい。あらためて自己紹介ね。子どもたちがお世話になっております。母の繭まゆ美みです」

「こちらこそお世話になっております」

　小春は頭を下げる。

　この人が賀茂三さん姉弟きようだいの母親、と小春はあらためて繭美の顔を見る。

　彼女のことは、澪人の意識を通して見たことがあった。

　幼い澪人が、人ならざる者に向かって物を投げつけているところを彼女が泣きながら止めていたのだ。

　彼女には、特別な力はない。

　幼い息子が何もないところに向かって、あっちにいけ、と物を投げつける姿は、とても恐ろしかったことだろう。

　そのせいか、彼女は賀茂家の裏稼業を毛嫌いするようになったと聞く。

　和人や杏奈との母子関係は、とても良好そうだが、澪人とはどうなのだろう？

　気にはなったが、今や調べる術すべもなく、聞くこともできない。

　何より自分が首を突っ込むことでもないのだ。

「あなたに逢あいたかった理由がもう一つあって、実は私もね、東京出身なのよ」

　その言葉に、小春はぱちりと目を開く。

「お母様、東京の方だったんですか？」

　賀茂家のように由緒があり、かつ特殊な家は、同じ京都の人と結婚する印象があったため、とても意外に感じた。

「そうなの、私、大学は京都で、夫とは在学中に知り合って」

　関東から京都の大学に進学する学生は多く、それは、珍しいことではない。また、和人が標準語なのは、母親が関東人だからなのだろう、と小春は納得した。

「小春ちゃんは、東京のどこから？」

「ええと、大おお井い町まち……品しな川がわ区です」

「まあ、品川、懐かしいわ。和人、小春ちゃんを応接室にお連れして。お茶にしましょう。小春ちゃん、東京の話を聞かせてね」

　繭美は、嬉しそうに、手を合わせる。

　すっかり力がなくなった今の小春にも彼女が、澪人のことだけではなく、東京から京都の特殊な家に嫁いで、苦労してきたことが伝わってきた。

「小春さん、応接室はこっちです」

「はい」

　小春は和人の案内で、長い廊下を歩く。

「ここです」と、和人は応接室の扉を開けた。

　漆喰の壁に、焦げ茶色の柱、ヨーロピアンテイストのソファーにテーブルと、応接室もクラシックな装いだ。

　学徳学園の中央の塔にある応接室と似た雰囲気であり、小春は部屋を見回して、熱い息を吐いた。

「素敵ですね」

「ありがとうございます。もうすぐ母も来ると思いますし、どうぞ座ってください」

「はい、失礼します」

　小春は素直にソファーに腰を下ろす。

　天井にはシャンデリアがあり、見上げて感心していると、

「お待たせしました」

　ややあって、繭美がテーブルカートを押しながら、姿を現した。

　カートの上にはカップ＆ソーサーに焼き菓子が用意されている。

　見たところ、焼き菓子は手作りのようだ。

「小春ちゃん、紅茶とコーヒーだったら、どっちが良かったかしら」

「えっと、紅茶で」

　どちらでも良かったのだが、明らかに紅茶用のカップ＆ソーサーだったため、小春はそう答えた。

「あ、あの、手て前まえ味み噌そですが、うちのお菓子を……」

　小春は、そっとテーブルの上に菓子折りを置く。

「もしかして、宗次朗くんの和菓子？」

「は、はい」

「まぁ、嬉しいわ。桜さくら餅もちも栗くり茶ちや巾きんも美味おいしかったわよねぇ。ああ、それなら緑茶の方が良かったかしら」

「いえ、宗次朗さんの和菓子は、紅茶にもコーヒーにも合うので大丈夫です」

　力強く答えた小春に、繭美はふふっと笑う。

「それなら良かった。新作いつも楽しみにしているのよ。ねぇ、和人」

「そうなんです、澪人がお土産に持って帰ってきてくれると、みんなで取り合い状態で」

「いやだ、和人。取り合いだなんて」

　そう言って、三人で笑い合った。




　──その後、繭美の焼き菓子と宗次朗の和菓子を囲んで、お茶を飲んだ。

「まぁ、うさぎのお菓子。なんて可愛いのかしら。ふわふわよ」

「この豆大福も美味しいですね」

　繭美と和人は感激しながら、宗次朗の和菓子を美味しそうに口に運び、

「それで、小春ちゃんは東京にいる時、どんなところに遊びに行ってたの？　帝てい国こく劇げき場じようには行ったことがある？」

「うちの母さん、宝たから塚づかファンなんですよ」

　と、東京話に花を咲かせた。

　そうして、小一時間経ったところで、

「あら、もう、こんな時間。ごめんなさい、小春ちゃん。これから、出掛けなきゃならなくて。また、ぜひ遊びにきてくださいね」

　繭美は、時計を目にするなり、ハッとしたように立ち上がる。

「はい、ありがとうございます。ご馳ち走そう様さまでした」

「それはこっちの台詞せりふよ。宗次朗さんのお菓子美味しかったわ。ああ、和人、荷物がたくさんあるの。車に運ぶの手伝ってちょうだい」

「了解です。小春さん、ちょっと待っていてくださいね。そうだ、そこの掃き出し窓から、庭に出られるので、もし良かったら、散歩でも。サンダルも置いてありますから」

　そう言って、繭美と和人は、応接室を出ていった。

　小春は部屋に一人になり、まるで嵐が過ぎ去ったようだ、と小さく笑ってソファーに身を預ける。

　賀茂三姉弟の母は美しく、気さくでお喋しやべり好きな人だった。

　まさに、杏奈は母親似なのだろう。

　澪人は、外見こそよく似ているが、雰囲気はまるで違っている。

　ふう、と息をついて、また天井を仰ぐ。

　シャンデリアが窓からの光を受けて、きらきらと七色に反射していた。

　小春はその光に誘われるように、窓の外に目を向ける。

　広々とした庭が広がっていて、そこに猫の姿も見えた。

「あ、猫」

　小春はいそいそとソファーを降りて、窓際に立つ。

　庭のあちこちで猫が寝転んでいた。

「わあ、可愛い」

　庭に出ても良いと言っていた和人の言葉を思い出し、小春は遠慮なくガラス戸を開けて、サンダルを履き、外に出た。

　すると、猫は警戒したように、すぐに起き上がって身構える。

『しまった』と小春は動きを止める。

　猫も、ぴたりと、動きを止めた。

　一歩でも近付いたなら逃げられそうで、小春は『仕方ない』と息をついて、その場にしゃがんで、そこから猫を観察することにした。

　猫たちは小春が近付いて来ないと知り、安心したように、またころんと寝転がる。

　可愛い、と小春は目を細めた。

　早春の日差しがぽかぽかと暖かく、心地よい。

　猫たちも随分、気持ちが良さそうだ。

　それにしても、人に慣れていないのだな、と小春は口を尖とがらせる。

　そういえば、以前澪人が話していた。

『うちは下鴨さんの近くなんやけど、神社の周りにはなんや猫さんがいっぱいおって、うちの庭にもいっぱい来はるで』と──。

　勝手に入ってくるんですか？　と尋ねた自分に、

『そやねん。みんな可愛らしいで。良かったら、近々うちに遊びにきぃひん？』

　そう言って、顔を覗のぞいてきた。

「…………」

　あれはいつのことだったか。

　去年の春、祇園に移り住んで間もなくの頃、一緒に八や坂さか神社に行った時のことだ。

　随分、昔のことのように感じる。

　しゃがんだ状態で頰ほお杖づえをつき、猫の姿を眺めていると、

「──小春ちゃん？」

　横から聞こえてきた男性の声は、和人のものではなかった。

　よく知った声の持ち主に、小春は一瞬凍りついたように動きを止める。

　震えるように顔を上げて、やはり、と小春は頰を引きつらせた。

　そこにいたのは、澪人だった。

　声を聞いて予想はできていたというのに、その姿を目にした瞬間、ばくん、と心臓が大きな音を立てた。

　彼は小春が『どうしてここにいるのだろう？』という目でこちらを見ている。

「す、すみません、お邪魔してます」

　小春は、慌てて立ち上がって、会釈する。

「……吉乃さんも一緒なん？」

「いえ、あの、私一人だけで……」

「ああ、そうなんや」

　お互いに明らかにぎこちなく、すぐに気まずい空気に包まれる。

　今も小春の心臓は、ばくばくとうるさく音を立てていた。

　こうして会うのは、バレンタインの夜に告白して以来だ。

　約二週間ぶりだろうか、もう何か月も会っていなかったように感じる。

　切なくて、息が苦しい。

「もしかして姉のことやろか？　今、櫻井家にお世話になってるんやろ。迷惑かけてしもて、かんにん」

「め、迷惑なんて」

　小春は、ふるふると、首を振った。

　澪人は口を閉ざし、再び二人の間に沈黙が訪れる。

　それじゃあ、と小さく洩もらして背を向けようとした澪人に、「あ、あの」と小春は、ほんの少し身を乗り出した。

　澪人は動きを止めて、こちらを向く。

「澪人さん、その……この前は、ごめんなさい」

　ぎこちなく言う小春に、澪人は微かすかに目を細める。

「……そんなん、謝ることあらへんよ」

「はい、気持ちを伝えたことは、謝るつもりはないんです。ですが、澪人さんを驚かせてしまったことと、お気を遣わせてしまったことが申し訳なくて……」

「そのことも、謝る必要あらへんよ」

　あまりに優しい口調に、ぐっ、と胸が詰まる。

「ありがとうございます。あの……私はもう大丈夫です。前のようには戻れなくても、これからは親しん戚せきとして、普通に挨あい拶さつできる関係になれたら嬉うれしいです」

『もう大丈夫』というのは、多少の強がりも入っていたが、普通に挨拶できる関係に戻りたいのは、本心だった。

　すると澪人は弱ったように一瞬目をそらしたものの、小さく相あい槌づちをうつ。

「……そやね。そうなれたら、よろしいね」

　小春は心からホッとして、胸に拳こぶしを当てた。

　多少のぎこちなさは残っても、これで『親戚』には戻れるのだ。

　ためらいはあったけれど、今日、ここに来てよかった。

　思い切って、澪人にあの時のことを謝って良かった。

　その時、応接室の窓が開き、

「小春さん、すみません、待たせてしまって」

　と、和人が、顔を出した。

「──あ、和人さん」

　小春は振り返って、和人を見る。

　和人は、澪人の姿を確認し、にこりと微笑んだ。

「ああ、澪人。帰ってたんだね、お帰り」

「……ただいま。もしかして、兄さんが、小春ちゃんをここに？」

「そうなんだ」

　和人は簡単に答えて、今度は小春に目を向ける。

「小春さん、思えば自分たち、お昼食べてないですよね」

　その言葉に小春は、そういえば、と腹部に手を当てる。

「本当ですね、お菓子は食べましたけど」

「お腹空すいてないですか？　自分は実はペコペコで」

「……私も少しだけ」

「それじゃあ、何か食べに行きましょうか。この近くにも色々美味おいしいところがあるんですよ」

「はい、嬉しいです」

「良かった。それじゃあ、準備しますね」

　和人はにこりと笑って、窓を閉める。

　何を準備するのだろう？　と思ったら、和人はスマホを手にしている。

　どうやら、店の検索と予約をしてくれるようだ。

　その辺の軽食喫茶に入るイメージで返事をしたというのに、なんだか申し訳ない。

　電話を終えたかと思うと、和人はそのまま部屋の奥に入り、こちらからは姿が見えなくなった。

「──小春ちゃん、兄と随分親しくなったんやね」

　静かに囁ささやかれたその言葉に、「はい？」と振り返ると、澪人が笑みを湛たたえていた。

　だが、その顔はとても笑っているようには見えず、小春は戸惑いに瞳ひとみを揺らす。

「……なんでなん？」

　澪人は伏し目がちにそう呟つぶやき、口角を上げる。

「えっ？」

「なんで兄なん？」

　少し強くなった語尾。

　小春は、彼が何を言いたいのか分からず、眉まゆ根ねを寄せる。

「どういう、意味ですか？」

「どう、って──それは僕の台詞せりふや……」

　澪人はそう言って、自じ嘲ちよう気味に嗤わらう。

　少しの間のあと、勢いよく顔を上げた。

「あなたが誰を好きになって、誰と付き合おうと、僕には何も言う資格はあらへんし、何も言うつもりはあらしまへん。そやけど、兄は……兄だけはやめてくれへん？」

　普段、滅多に感情をあらわにしない澪人の剝むき出しの剣幕を前に、小春は絶句して目を見開く。

　木々に止まっていた鳥が飛び立ち、気が付くと庭の猫たちがいなくなっていた。

　ショックというより、混乱していた。

　小春にはなぜ彼がそんなことを言うのか、わけが分からない。

　困惑したまま澪人を見詰め返すと、彼は弱ったように目をそらす。

「……澪人さん？」

　ぽつりと零こぼすと、澪人は切なく顔を歪ゆがませて、まるで逃げるように背を向けた。

　小春は何もかも分からないまま、彼の背中を見送りながら、ただ立ち尽くしていた。





八






　下鴨の賀茂家を訪れてから、四日後の午後。

　定期試験で早く学校が終わった小春は、翌日もテストがあるというのに、机に向かうことなく、自室のベッドに横たわり、ぼんやりと天井を眺める。

　ぼうっとしていると、あの時の澪人の姿が頭を過よぎり、胸が詰まった。

　少し時間が経ち、彼は自分と和人の仲を勘違いして、ああいう言葉が出てきたのであろうことは理解した。

　自分が振った女が、兄の彼女になったら、と思うと嫌だったに違いない。

　分からないのは、あの時の澪人の表情だった。

　……澪人さん？　と、問いかけた自分に、彼は切なそうに顔を歪ませた。

　それは、まるで、今にも泣き出しそうな表情に見えたのだ。

　ちくり、と胸が痛む。

　何か引っかかりもどかしくて、もやもやしていた。

「…………」

　あれこれ考えても分かるわけではなく、お茶でも飲もう、と小春は体を起こして、部屋を出る。

　居間に向かうと、杏奈がちゃぶ台の前に座り、店頭に出す『和柄のシャープペン』を組み立てている。

　外に出られない杏奈は、何か役に立ちたいと、料理や掃除、こうした内職のようなことを手伝っていた。

「杏奈さん、のんびりしていていいんですよ？」

　小春は居間に入り、冷蔵庫から麦茶を取り出しながら言うと、杏奈は首を振る。

「ううん、何かしていないといられなくて」

　杏奈は、シャープペンを透明のフック付き袋に入れて、『京都限定』というシールを貼り、うん、と頷うなずく。

　宗次朗はそんな杏奈に構うことなく、厨ちゆう房ぼうで和菓子作りをしていた。

　杏奈の不倫疑惑騒動は、今も収まる気配はない。

「……外に出られないですし、ストレス溜たまっちゃいますよね」

「そうなの、じっとしているのって、本当に性に合わなくて」

　杏奈はそう言って、苦笑する。

　つらいだろうな、と小春が相槌をうっていると、

「──で、いつまで、そうしてるんだ？」

　作業をしていた宗次朗が手を止めて、ゆっくりと振り返った。

「えっ？」

　杏奈と小春は声を揃えて、宗次朗の方に顔を向ける。

「お前、主役に選ばれたんだろ？　撮影はどうなったんだよ？」

「撮影は、これからスケジュールを調整するって時だったんだけど、こんな騒ぎになったから、とりあえず待機してろって事務所が……」

　杏奈は弱ったように言って、目を泳がせる。

「それで、事務所は、今後どうするつもりなんだ」

「え、ええと、様子を見て指示を出すって」

「お前は、言われるがままかよ？」

「言われるがままって、私の判断で勝手なことできないし、今回も迷惑かけたのに、一生懸命フォローしてもらってて」

　杏奈はそう言って、身を乗り出した。

「ああ、そうだな。事務所は『フォロー』くらいしかできないだろ。それだって限界がある。芸能界は普通の社会とは違う。お前は事務所に所属しているけれど、決して会社員じゃない。事務所はビジネス上のパートナーのようなもので、お前は芸能界において、自分という個性を売り出す個人事業主のようなものだろ？」

　強い口調で言った宗次朗に、杏奈は言葉を詰まらせる。

「言い方は悪いけど、お前は『杏奈』という商品を売り出している事業主なんだ。今、その唯一無二の商品、つまりはブランドに傷がついた。しかもそれは、ただの誤解でしかない。そんな時に、誰が自分というブランドを護まもるんだよ？　事実なら仕方ない。正々堂々と謝ればいい。だけど事実無根のこんな状況にも拘かかわらず、判断は事務所に丸投げで雲隠れ。嵐さえ過ぎ去れば、お前はそれでいいのか？」

　冷ややかに問う宗次朗に、杏奈は、瞳を揺らしている。

　痛いような緊張感に、小春は目を伏せた。

　杏奈は体を小刻みに震わせて、ぐっ、と俯うつむく。

「──宗ちゃんみたいな人には、私の気持ちなんて分からないよ。今、私、日本中を敵に回しているんだよ！　日本中が私のことを悪く言ってるんだよ！」

「あー、分からないな。今まで必死にがんばってきて、どでかいチャンスをつかんで、これからって時にたったひとつの躓つまずきで、すべてを棒に振ろうとするなんて、俺にはこれっぽっちも分かんねぇ」

　そう言って肩をすくめた宗次朗に、杏奈は絶句した。

「日本中が敵で、お前のことを悪く言ってる？　大した自信だな、みんなそんなにお前のことばかりに興味持ってねぇよ。だとしても、雲隠れするっておかしくないか？　学校内だろうと職場内だろうと、日本国内だろうと、問題が起こった時にしなくちゃならない対処に変わりはないだろ。まぁ、お前の思う『対処』が人任せで逃げることだってなら、それは仕方ないな」

　宗次朗がそこまで言った時、杏奈は勢いよく立ち上がり、居間を出た。

「杏奈さん！」

　小春が声を上げた時には、杏奈は既に自室に飛び込んでいた。

　彼女が外に飛び出さなかったことに小春はホッとしつつ、宗次朗を睨にらんだ。

「……宗次朗さん、あんな言い方酷ひどいよ」

　小春には、杏奈の気持ちが分かる。

『宗ちゃんみたいな人には、私の気持ちは分からない』といったその言葉にも強く共感を覚えた。

　そんなに、強くはいられないのだ。

　どの世界にいようとも、どんなに綺き麗れいごとを言っても、強がっても、嫌われるのは怖い。

「──小春」

　ゆっくりと視線を合わせる宗次朗に、迫力を感じて小春は肩をピクリと震わせた。

「この場に居合わせた以上、何か言いたくなるのは仕方がないと思う。だけど、今のは、俺と杏奈の話であり、問題だ」

　二人のこれまでの関係があり、杏奈の性格を踏まえた上での言葉だと言っていることが伝わり、小春は口を噤つぐんだ。

　つまりは、『部外者は口を出すな』ということなのだろう。

　もやもやしつつも、小春が黙って頷くと、宗次朗がくしゃっと頭を撫なでた。

　結局、その日は一日中、杏奈が部屋から出てくることはなかった。




　──翌日。

　定期テストの出来が散々で、小春は終業のベルを聞きながら、「うう」と呻うめいて机に突っ伏した。

「小春、どうだった？」

　隣に座る愛衣が、帰り支度をしながら弾んだ声で尋ねてくる。

　きっと、彼女は良い出来だったのだろう。

「駄目、惨敗。愛衣は良かったっぽいね」

　小春は突っ伏したまま、ぼそぼそと洩もらす。

「うん、今回勉強がんばったし、ヤマが当たって」

　偽りなく素直に伝える、愛衣のこういうところが小春はとても好きだった。

「惨敗は痛いけど、今日でテストも終わりだと思うと、晴れやかな気持ちにならない？」

　そう尋ねる愛衣に、小春は顔を上げて「うん」と頷く。

　思えば、高校一年生最後の定期試験であり、後は春休みを待つだけだ。

　カフェにも行きたいし、試験中だからと我慢していた読みかけの本も読みたい。

　愛衣の言う通り晴れやかな気持ちになっていると、突然、教室内のクラスメイトたちがざわめいた。

「うそ、あの方、弓道部の？」

「やっぱり、かっこいい！」

　その言葉を耳にして、小春は驚いて廊下に目を向ける。

　もしかして、澪人がいるのだろうか、と思ったが違っていた。

　そこには、髪をひとつに束ねた美女が、弓道着姿のままでこちらを見ていた。

　皆に、『安倍さん』と呼ばれていた女性だ。

「……櫻井小春さんって、あなたですよね」

　教室の出入り口の前に立って、小春を見詰めたままそう尋ねた。

　小春は戸惑いながらも、「は、はい」と頷く。

「お話があるんです。少しお時間よろしいですか？」

　とてもよく通る声でそう続けた彼女に、小春はぎこちなく相あい槌づちをうつ。




「──こんな姿でごめんなさいね。練習中だったから」

　彼女は校舎の通路を歩きながら自らの弓道着に手を触れ、素っ気ないような口調で言う。

　背が高く、脚が長いせいか、歩くのがとても速い。

　小春は、必死に早足で彼女の後を追いながら、「あ、いえ」と曖あい昧まいに返す。

　彼女は校舎を出て、裏庭へと向かった。

　そこはかつて、小春がこの学園に編入した日に、一気に皆の思考を受け取ってしまったことで、気持ちが悪くなり、蹲うずくまっていた場所だ。

　あの時は気付かなかったが、そこは梅の木に囲まれていたようで、今は紅梅が花をつけて、甘酸っぱい香りを漂わせている。

　裏庭まで来たところで、彼女は足を止めて、振り返った。

「ああ、自己紹介が遅れてごめんなさいね。私は、安倍由ゆ里り子こ」

「安倍さん……」

「『由里子』でいいわ。賀茂くんと同じ、大学部の二回生なの。賀茂くんとは、親しくさせてもらっていて。こういえば、分かるわよね」

　その言葉に小春は、『やはり』と苦笑した。

『賀茂くんとは親しくさせてもらっている』というのは、そういうことなのだろう。

　やはり二人は付き合っていたのだ。

　俯きかけたその時、

「あなたも賀茂家の親族だそうだから言うけど、うちも裏で陰おん陽みよう稼業を請け負っているのよ。とはいえ、うちは今、ほとんど活動はしていないんだけど」

　そう続けた由里子に、小春は「へっ？」と顔を上げる。

　あまりに予想外の言葉に、ほんの少し理解に時間がかかった。

「『もふもふ』、いるでしょう？」

　さらにそう続ける彼女に、「えっ？」と、小春は瞬まばたく。

「ふわふわでもふもふの可愛いの。あなたにとても良くしてもらったって言ってる。神だと思うんだけど、でも全然そんな感じしなくて柴しば犬いぬみたいな丸い狐。背中に竹筒を背負っている」

　小春は呆ぼう然ぜんとしつつ、「コ、コウメちゃん？」と尋ね返す。

「ああ、あの子、『コウメ』っていうの？　聞いても絶対名前を教えてくれなくて」

　由里子は、そう言って肩をすくめる。

「どうやら、その『もふもふ』ね、かつては、うちの先祖と縁があったようなのよ。そんなこともあってか、たまたま、私とあの子の波長がシンクロしたみたいで」

　話を聞きながら、小春の心臓がドキドキと音を立てる。

「で、本題に入るけど、『もふもふ』に伝言を頼まれたのよ。あなたにって」

「──コウメちゃんから？」

　そう、と由里子は頷うなずいて、そっと息を吸い込む。

「……『自分の声が届かなくなっても、姿が見えなくなっても、いつもあなたの側にいますし、あなたを護まもっていますから。あなたから受けたご恩を、自分は決して忘れません。それをどうか忘れないでください──』そう伝えてって」

　そう言って、由里子はしっかりと小春の目を見詰めた。

「────っ」

　彼女の口から語られたコウメの言葉に、小春は目を見開く。

　コウメが人を介して、想いを伝えてくれた。

　それは息が止まりそうなほどの、衝撃と感動であり、気が付くと小春の目から涙が溢あふれ出ていた。

「あ、ありがとうございます。とっても嬉うれしいです」

　小春は嗚お咽えつを洩らしながら、口くち許もとに手を当てる。

「……そんなに慕われるなんて、素敵ね。よっぽど、あなたに恩義を感じているのね」

「私は何も……」

　そう、コウメを直接助けたのは、若宮だ。

「ただ、縁があって出会えて、仲良くなることができただけで……」

　小春がそう続けると、彼女は柔らかく微笑んだ。

「それが嬉しかったのよ、きっと。場所もね、わざわざここを指定したのよ」

　見渡す限りの梅の花。

　それは、コウメの気持ちだったのだろう。

　嬉しくて、胸が熱い。

　小春は涙を拭ぬぐいながら、きっと近くにいてくれるのであろう、コウメの愛らしい姿を思い浮かべ、そっと微笑んだ。
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　安倍由里子と別れた後、小春は明るい気持ちで、家路をたどっていた。

　心地よい春風が梅の薫りを運んでくる。

　目には見えないし、感じられはしないが、コウメが側にいてくれている。

　そう思うだけで、随分と救われた気持ちになった。

　祇園に入り、辰たつ巳み稲荷いなりの小さなお社に会釈をして、『さくら庵』へと向かう。

　店先に、人垣ができていた。

　吉乃に宗次朗、西村弥生に川かわ上かみ洋よう子こと、家族や近所の人たちが集まっているようだ。よく見ると、和人の姿まであった。

　その中心に、杏奈の姿があり、小春は驚いて駆け付ける。

「杏奈さん！」

　小春が声を上げると、杏奈は笑顔で手を振った。

「ああ、小春ちゃん、会えて良かった！　私ね、これから東京に戻ることにしたの。事務所にも連絡をしてね、しっかり釈明しようってことになって」

　杏奈は、とても晴れやかな表情で、小春の手を取った。

　その瞳ひとみには、迷いがなく、小春は満面に笑みを浮かべる。

「……杏奈さん、がんばってくださいね、応援してます」

「ありがとう。ただの誤解だから、話したら分かってくれるに違いないって思えて。だって、真実に勝るものはないでしょう？」

　そう言った杏奈に、吉乃や弥生、洋子たちは、うんうん、と頷く。

「そやで、杏ちゃん」

「うちらは分かってるし」

「全力で応援してます」

　そんな皆を前に、杏奈は顔を真っ赤にして、

「ありがとうございます！」と、張りのある声で力強く頭を下げる。

　その姿は新年会で、和太鼓を叩たたいていた杏奈の強さと美しさを感じさせ、小春の胸が熱くなった。

　そう、杏奈は、一見クールビューティだけど、そうではない。

　人が良く、気さくで太陽のように明るい。けれど臆病なところもあり、その一方で、凜りんとした強さと美しさも兼ね備えている。

　今まで、どこかバラバラだった杏奈の色んな面がひとつになった、そんな気がした。

　見守っていた和人が、杏奈のキャリーバッグを手にする。

「東京までは、自分が車で送ることになりまして」

「ハルもいるから、助かるわ。ありがとう、和人」

　杏奈はハルが入っている、ペット用のバッグを手にした。

　新幹線で移動だと、今は人の目もあるだろう。

　和人に送ってもらえるなら安心だ、と小春も相あい槌づちをうつ。

「では、行きましょうか、姉さん」

　そう言う和人に、杏奈は「うん」と頷き、

「吉乃さん、小春ちゃん、そして宗ちゃん、お騒がせしてごめんなさい。お世話になり、ありがとうございました。がんばってきます」

　深く頭を下げる杏奈に、皆は笑顔で頷く。

「それじゃあ、行ってきます」と、杏奈は大きく手を振り、和人とハルと共に、皆に背を向けて歩き出した。

　その背中に頼もしさを感じるものの、本当に大丈夫なんだろうか、という心配の気持ちも残る。

　それは吉乃も同じだったようで、

「杏ちゃん、大丈夫だとええんやけど」と呟つぶやいていた。

　杏奈の姿が見えなくなり、宗次朗は腰に手を当てて、背筋を伸ばした。

「……ばーさん」

「ばーさん、言わんときよし」

「お母様」

「気持ち悪いし」

「俺、浅あさ草くさの師匠のところに行ってくるから、しばらくの間、店のこと頼むな」

　ぽつりとそう言った宗次朗に、吉乃も皆もぱちりと目を開く。

　だが、すぐに頰を緩ませた。

「ええよ、一度挨あい拶さつに行きたいて言うてたし。お師匠さんによろしゅう」

　頷く吉乃に続いて、「行くなら今やね」「そうやね」と皆がくすくす笑う。

　なんだかんだ言って、杏奈が心配であり、何かあったらすぐに駆け付けられる距離にいてあげたいと思っているのだろう。

　だが、宗次朗が側にいてくれることを当の杏奈は知らないのだ。

「……宗次朗さんって、コウメみたい」

　ぽつりと零こぼした小春に、

「おっ、あんなに可愛いか、俺」

　宗次朗はニッと笑って、顎あごに手を当てる。

「そ、そういうことじゃなくて」

　小春は目を丸くした後に、ふふっ、と笑う。

　目には見えないけれど、側にいる。

　どこからか漂ってきた梅花の香りに目を細め、小春は早春の空を仰いだ。








第二章　水中花の涙。
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　定期テストも終わり、三年生の卒業式も終わった三月半ば。

　あとは春休みを待つだけであり、校内は気の抜けた雰囲気に包まれている。

　授業を終えた後、小春は愛衣と共にミステリー研究会、略して『ミス研』の部室に立ち寄ることが多くなっていた。

『ミス研』の部室は、思った以上に居心地が良い。

　部室に使っている部屋が、下鴨の賀茂家のようなヨーロピアンテイストな応接室のため、ソファーも座り心地が良くゆったりくつろげる。

　また、部員たちはタロットカードを並べたり、歴史書を読み耽ふけったり、紅茶を淹いれたり、と各々好きなように過ごしている。

　部室というより、サロンのようだ。

　図書室よりも落ち着くため、小春はここで占星術の本を読むことが多かった。

　吉乃に借りたままの分厚い占星術の本を眺めていると、ある文言が目に留まった。

『惑星の逆行期間は、物事がスムーズにいかないことが多いので注意が必要』と書かれている。

　物事がとんとん拍子で上手うまくいくこともあれば、躓つまずいてしまう時もあるものだ。

　それはもしかしたら、惑星の逆行が絡んでいるのかもしれない。

　小春は頷うなずきながら、ふと、杏奈のことを思い出す。

　今すぐにでも記者会見を開きそうな勢いで帰った杏奈だったが、映画監督の意向により、今度行われる制作発表の場で釈明するよう指示されたそうだ。

『そうした方が注目度が高いだろ。いい宣伝だ』と、監督は笑っていたとか。

　杏奈は生きるか死ぬかの覚悟で東京に戻ったというのに、監督は利用すべき話題に変えようとしている。その温度差に、小春は苦笑した。

　まったく、逞たくましいものだ。

　ちなみに時間差で上京した宗次朗は、杏奈には自分も東京にいることを伏せたまま、今は浅草の師匠の許もとに身を寄せているらしい。やはり、彼女が心配なのだろう。

　一人掛けソファーでぼんやりとあれこれ考えていると、ミス研の部長・谷たに崎ざき瞳ひとみが、目を輝かせて歩み寄ってきた。

「小春先輩、ホロスコープを読めるんですか？」

　中学三年生の彼女は、先日卒業式を迎えている。

　今は春休み中だが、この部室に詰めていた。

「ううん、まだ勉強中で」

　小春は気恥ずかしくなって、本をぱたんと閉じる。

「私、星占いは好きなんですが詳しくないんですよ。西洋占星術って雑誌に載っている普通の星占いと、どう違うんですか？」と瞳は尋ねた。

「ああ、それは……」

　小春は読んでいた本を膝ひざの上に置いて、スマホを手に、アプリで現在の天空図──ホロスコープを見せる。

　それは円形の時計のように十二の部屋に分かれていて、その一から十二の部屋には惑星が散らばっている。ホロスコープは、その十二の部屋と十二星座、角度、惑星という四つの要素で構成されたものだ。

「今、太陽が『魚座』の位置にあるでしょう？　だから今生まれた人は、太陽星座が魚座なの。太陽は影響力が強いからそこだけで見るのが、一般的な星占い。だけど、ほら、月は今、『天てん秤びん座ざ』の位置にあるよね。丁度今、生まれた人は、太陽星座は『魚座』だけど、月星座は『天秤座』なの。月は内面、つまりメンタルとかを指していて、女性の場合は太陽星座より、月星座の方がしっくりきたりもするんだって」

　スマホに目を落としたままそう説明する小春に、瞳はぱちりと目を開く。

「小春先輩、私は生年月日はこれなんですけど、月星座分かりますか？」

　彼女はポケットから学生証を取り出して、小春に見せた。そこには生年月日も記載されている。

「生まれた時間、大体でも分かるかな？」

「はい、午後三時だって言ってました」

　小春はスマホに瞳の生年月日と時間を打ち込み、「生まれは京都で大丈夫？」と確認すると、彼女は「はい」と頷く。

　表示されたホロスコープは太陽星座が牡お羊ひつじ座ざであり、月星座が魚座だった。

「谷崎さんの月星座は魚座だって」

　スマホの画面をかざしながら伝えると、瞳は「やっぱりですかっ！」と大きな声を上げた。その大きな反応に小春は驚き、体をビクっとさせる。

「わ、私、牡羊座の『新しいもの好き』とか『リーダーシップと行動力がある』っていう性質も、分からないでもなかったんですが、魚座の特徴の夢見がちだったり不思議なもの好きだったりする部分があって、『私、魚座っぽいなぁ』と思うことが何度かあったんですよ。本当に納得です」

　興奮気味に話す瞳に、小春は圧倒されながら相あい槌づちをうつ。

「そう、それは良かった」

「『月星座』なんてのもあったんですねぇ」

「うん、ホロスコープは、太陽星座ひとつだけでは分からない部分を、十二の部屋と十の惑星、十二の星座と角度で示してくれるものなの」

「面白いですねぇ」

　しみじみと話していると、愛衣や他の部員たちも、わらわらと小春の許に集まる。

「小春、私も『月星座』見てほしいな」

「見てほしいって、ホロスコープアプリに自分の生年月日を入れるだけで分かるよ」

「やってみよう！　あ、でも、しまった。生まれた時間が今分からない」

「生まれた時間が分からない場合は、とりあえず正午で調べるのが、一番無難というか、さほど誤差なく分かるみたい」

「そうなんだ！」

　皆はすぐに自分のスマホを手に月星座を調べて、「やっぱり！」「意外！」と声を上げている。

　月星座だけでこんなに盛り上がるなんて、やはり占星術は面白い。

　小春が口許を綻ほころばせていると、窓の外からカアカアと烏の鳴き声が聞こえてきて、バルコニーに数羽止まった。

「わあ、占星術の話をしていて、カラスが来るなんて、魔女っぽい」

「ほんとだ、魔女っぽい」

　部員たちはキャッキャッと喜んで、窓際へと向かう。

　烏……。

　既視感を覚えながら、小春が窓の外のベランダを眺めていると、

「こ、小春」

　愛衣が声を抑えつつ、強く小春の腕を引いた。

「どうしたの？」

「あ、あそこ、通路見て」

　部室の扉には窓があり、通路を見ることができる。

「通路？」

　振り返って、扉を見ると澪人の姿があり、

「っ！」

　小春は息が止まるのではないかと思うほど驚き、硬直した。

　目が合うなり、彼はぺこりと頭を下げる。

　どうやら自分に話があるようだ。

　彼は、どうして自分がここにいるのが分かったのだろう。

　一瞬そんな疑問が頭を掠かすめるも、ベランダでカアカアと鳴く烏の声を耳にし、すぐに烏に教えてもらったであろうことを察した。

『相変わらずだ』と小春は頰を引きつらせる。

「小春、部員たちが澪人さん見付けたら、ミーハーに騒ぎそうだから、カラスに注目している間に、通路に出ちゃいなよ」

　小声で耳打ちする愛衣に、小春は「う、うん、ありがとう」と小刻みに頷き、音を立てぬよう扉を開けて、静かに外に出た。

　小春が通路に出るなり、澪人はばつが悪そうに目を伏せる。

「小春ちゃん」

　ぽつりと零こぼされた声に、胸が詰まる。

　はい、と小春は声にならない声を上げた。

「この前は、その……」

　そこまで言って、一度言葉が途切れる。

　小春の心臓が、どきどきと音を立てた。それはときめきとは別のものであり、どちらかというとハラハラに近い。

「……変なこと言うて、ほんまにかんにん」

　澪人は目を伏せたまま告げて、深く頭を下げた。

「っ！」

　まさかこんな風に謝ってくるとは思わず、小春は戸惑いに動きを止める。

　だが、すぐに我に返って首を振った。

「い、いえ、そんな。澪人さん、誤解されたんですよね」

　和人との仲を……、と心の中で続ける。

　澪人は今も頭を下げたままだ。

「もう、頭を上げてください。私……」

　気にしていませんから、と言おうとして、小春は口を噤つぐんだ。

『気にしてない』というのは、噓だからだ。

　本当は、とても気にしていた。

　誤解したとしても、どうしてあんなことを言ったのか。わけも分からなかったし、傷付きもした。

　宗次朗や澪人が以前言っていたように、ここで過剰に良いい子ぶれば、それが歪ゆがみとなり、自分が苦しくなる。

　そんな状態で、きっと良いことは起こらないのだ。

　──そう、杏奈のようになってしまうこともある。

「ショックでしたけど、今こうして謝ってもらえて、それでもう……」

　それは、とても素直で正直な言葉だった。

　こうして謝ってもらえて、それでもう良いような気持ちになっている。

　小春が晴れやかな笑みを見せると、澪人は躊躇ためらいがちに頭を上げた。

「ほんまにかんにん。ほんであの言葉はすべて撤回します。忘れてください。今後、兄とどんなに親しくなっても構わへんし」

　今度は、その言葉に胸がチクリと痛む。

　だが、小春は黙って相槌をうった。

「あん時、小春ちゃんが『普通の親しん戚せきに』と言うてくれたこと、ほんまに嬉うれしかったんや。あなたはとても大きな力を持ってるさかい、大変なこともある思う。小春ちゃんさえ嫌やなかったら、いつでも相談に乗るし、今後も力になりたい思うてて……」

　優しく言う澪人に、息が苦しくなる気がした。

「……ありがとうございます。でも、もう、大丈夫なんです」

「大丈夫？」

「私の力、なくなってしまったんです。もう人の心の声も、人ならざる者の気配も姿もなにもかも分からなくなりました。普通の人に戻ったんです」

　ぎこちなく告げた小春に、澪人は「えっ」と洩もらした。

　大きく見開かれた澪人のその瞳ひとみは、明らかに動揺に揺れている。

　その顔を見ていられず、小春は目を伏せる。

　思えば、彼ははじめて出会った時から、自分の力を重宝してくれていた。

　その力を失くしたと聞いて、とても勿もつ体たいないと思っているのだろう。

　これは、彼との縁が切れる決定打のようにも感じた。

　……力のない自分は、彼にとってなんの価値もない人間に違いないのだから。

　小春がぎゅっと下唇を嚙かんだその時、

「……つらいやろ。厄介に思うてても、あったもんがなくなってしもたんや」

　優しくも切ないような口調に、小春の胸がつまる。

「──はい」

　頷うなずくと同時に、涙が零れそうになったが、堪こらえた。

　もう、力はない。

　今の自分は、ごく一般的な人間だ。

　人の心も聞こえないし、想念をキャッチすることもない。

　正直、とても楽だ。わずらわしくなくて良いなと思う。

　それでも、そんな力も含めて、『自分』になっていたんだな、と心から思う。

「だけど、仕方のないことです」

　小春はそう言って、自じ嘲ちよう的に笑う。

　これは多少の強がりも入っているが、本音でもあった。

　失くしてしまうというのは、すべて『仕方のない』ことだ。

　与えられるものを喜んで受け取る一方で、失くしてしまうことも受け入れなければならないのだろう。

「……あなたは、相変わらずやね」

　ぽつりと零した澪人に、小春は「えっ？」と顔を上げた。

「いや、かんにん。なんでもあらへん。ほんでも、もしかしたら、小春ちゃんが力を失くしてしもたんは、僕のせいかもしれへん」

　独り言のように洩らした澪人に、小春は瞬まばたいた。

「失恋のショックで、ということですか？」

「そんなんやなくて、僕がしばらく小春ちゃんの側にいたからやないかと」

「どうして、澪人さんが側にいたら、私の力がなくなるんですか？」

　小春が首を傾げると、澪人は弱ったように目をそらして、前髪をかき上げる。

　そんな澪人の額が赤くなっていて、小春は「ん？」と目を凝らした。

「澪人さん、おでこ、ぶつけたんですか？」

「あ、ちゃいます」

　澪人はすぐに指で前髪を元に戻して、慌てたように額を隠す。

「違う？」

「……ぶつかったんやなくて、自分でぶつけたいうか」

「自分でぶつけた？」

　それはつまり、澪人が柱などにヘッドバットしたということだろうか？

「ど、どうして、そんなことを？」

　陰おん陽みよう師じの修行で、額を鍛える必要でもあったのだろうか？

「気にせんといてください」

　澪人は、自分でぶつけたというその額に手を当てて、はーっと息をつく。

　気恥ずかしいのか、その頰がほんのり赤い。

　事情はよく分からないが、澪人にもこんな面があったんだ、と小春は頰を緩ませた。

「おでこと言えば、前に、私の額に絆ばん創そう膏こう貼ってくれたことがありましたよね」

　小春は小さく笑って、片手で前髪を上げて額を澪人に見せた。

「そんなんありましたね」

　澪人は微かすかに笑ったあと、小春の額を見て「ん？」と眉まゆ根ねを寄せる。

　小春が手を下げようとすると、

「小春ちゃん、そのまま前髪上げといてくれへん？」

　澪人は、小春の両肩をぐっとつかんで、引き寄せた。

「は、はい」

　急に接近されて戸惑うも、澪人の鬼気迫るような様子にときめく余裕もない。

　澪人は小春の額につくのではないかと思うほどに口を近付けて、ぶつぶつと何かを唱える。

「やっぱりや」

「何がですか？」

　澪人は、二本指で小春の額をスライドするように撫なでた。

　すると、小春の額がじんわりと熱くなる。

「……呪じゆ印いんや」

「えっ？」

「小春ちゃん、あなたの力は失くしたんやない。誰かに封じられたんや」

「ふ、封じられてる？」と小春は声を裏返す。

「僕も小春ちゃんの額を直接見るまで分からへんかったし、吉乃さんや宗次朗さんにも気け取どらせんと、なんて特殊な力や」

　額に感じる熱は、何かの文字を描いているようだ。

　咄とつ嗟さに、ぎゅっ、と目を瞑つぶると、瞼まぶたの裏にその文字が浮かぶ。

　この時、小春にもはっきりと分かった。

　今自分の額に、真っ赤な『封』の字が浮かび上がっているということが──。
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「おーい、三善、これ、お前に渡してくれって」

　三月十四日。

　終業後、三善朔也が鼻歌交じりに帰り支度をしていると、クラスメイトが簡単に折り畳んだメモ紙を差し出してきた。

「おー、誰からのラブレター？　困っちゃうなぁ」

　朔也は上機嫌で受け取って、メモを開く。

『放課後、中央塔ミステリー研究会部室前の通路まで来てください。櫻井』

　シンプルなメモに、朔也は一瞬動きを止めるも、すぐに口角を上げる。

「やー、バレンタインチョコのお返しを催促されそうだ。やっべー、用意してねぇ。行くのやめちゃおっかな」

　陽気な声を上げる朔也に、

「……お前、あんなに色んな子にチョコを催促しといて、サイテーだな」

　クラスメイトたちは、呆あきれたような目を見せる。

「だって、今日はせっかく短縮授業で早く帰れる日だってのに呼び出されるのなんて嫌じゃん？」

「でも、お前、今日は三者面談だって、朝言ってなかったか？」

「あ、そうだった。俺、三者面談の日だった」

「忘れるなよ。保護者来るんだろ」

「うん、来る。それじゃあ、やっぱり行けないな。というわけで、少し早いけど進路指導室行ってきます」

　朔也は敬礼のポーズを取り教室を出て、通路をぶらぶらと歩く。

　通り過ぎる女子たちが、「三善くーん、また明日あしたねー」と声をかけてくる。

「うんうん、また明日ー」

　朔也が陽気に手を振り返していると、「朔也」と怒ったような女性の声が耳に届いた。

　声の方向に顔を向けると、背の高い女性が、仁王立ちしている。

　ベリーショートヘアで顔が小さく、まるで宝塚の男役のような美女だ。

「あんたって子は、本当にちゃらちゃらと調子のいい」

　彼女は呆れたように言って、腰に手を当てて息をつく。

「おー、姉ちゃん、随分早いね」

「うん、午後半休取ったし、時間潰つぶすのが下手でさ」

「午前中仕事だったんだ。やっぱ、姉ちゃんの体からちょっと、酒の匂いするね」

「しょうがないでしょう、酒蔵で働いているんだもの」

「かつては女人禁制だった酒蔵で、今や姉ちゃんが後継ぎ候補なんだからねぇ」

「まぁね、それでも男尊女卑は、まだまだ根強いよ？　『八や雲くも』って男みたいな名前だし、いっそ男の振りしちゃえば良かったかな」

「無理だよ。どんなに男勝りでも、やっぱ女だし」

「ね、それより、そんなに匂う？　アルコール依存症と間違われたらいやだな」

　彼女はそう言って、自分の服の匂いをくんくんと嗅かぐ。

　朔也はそんな姉・八雲を見て、ぷっと笑った。

「うちの担任、姉ちゃんが酒蔵で働いてるの知ってるし、大丈夫だよ。それに多分、俺が酒の匂い大嫌いすぎて敏感なだけで、普通の人なら感じないと思うよ。ごめんね、姉ちゃん」

「いいのよ。私もお酒の匂いは嫌いだもの」

　八雲はバッグの中から、アトマイザーを出して、自分に振りかける。

　鼻を突くようなミント臭に朔也は、けほっ、とむせた。

「オーデコロンかと思えば、ハッカって」

「あら、すーっとしていい薫りじゃない。蚊避よけにもなるのよ」

「まだ三月で、蚊なんていないけどね」

　朔也は呆れたように、肩を上下させる。

「それで、朔也。進路は学徳学園大学にそのまま進学の方向で良いのよね」

「そりゃあ、ありがたいことに、大学まで学費出してくれるという話だし、お言葉に甘えさせてもらうよ」

「その後はどう考えてるの？　あれを本業にするの？」

「……さあ。あれで食っていけるのかな？　食っていけるならいいんだけどね。それは無理っぽいし、姉ちゃんと同じ酒蔵に行こうかな」

「酒の匂い嫌いなくせに」

「姉ちゃんこそ」

　並んで歩きながら、小さく笑って進路指導室へと向かう。

　二人の身長は同じであり、目線の高さが一緒だ。

「そうだ、姉ちゃん。飴あめ持ってる？　ほら、これからは『関西のおばちゃんらしく飴を持ち歩く』って言ってたじゃん」

「関西人っぽくとは言ったけど、おばちゃんとは言ってないわよ。持ってるけど？　欲しいの？」

「うん、二、三個ちょうだい。それをお返しにするから」

「お返しって、もしかしてバレンタインの？」

「そう」

「もう、ちゃんと用意しときなさいよ」

　八雲はバッグの中から、白い巾きん着ちやくに入った飴を取り出し、そのまま朔也に差し出す。

「これ、巾着ごと全部あげるから」

　その巾着には、『鉸具かこ』のマークがついていた。

「あ、これ、三み善よし酒しゆ造ぞうの売店で売ってるやつだ。もしかして、酒の飴？」

「違うわよ、中は北海道バター飴。私が好きなの」

「北海道バター飴って」

　朔也は巾着の中から飴を一つ取り出し、口に運ぶ。

「あ、うまーい」

「バカ、これから先生と面談なのに、飴なんか食うな」

　八雲はそう言って、朔也の頭を軽く叩たたいた。
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　小春は中央塔『ミステリー研究会』部室前の通路で、三善朔也を待っていた。

　彼は今日、面談だという話も耳にしていたので、急せくような気持ちもない。

　窓際に立って、ゆったりとした気持ちで、彼を待つ。

　開放された窓からは、心地よい春風が吹き込んでいる。

　もうすぐ、桜の時季だ。

　四月にこの京都に来たから、一年になる。

　窓の縁へりに頰ほお杖づえをついて、趣のある煉れん瓦が造りの校舎を眺めていると、

「やー、コハちゃん、まだ待っててくれてたんだぁ、遅くなってごめんね？」

　三善朔也の声が耳に届いた。

　明るめの柔らかそうな髪をかきあげて、屈託のない笑みを浮かべている。

「ごめんね、バレンタインにチョコもらっておきながら、そのままになってて。お返し、こんなんで申し訳ないけど。超美味おいしいよ」

　朔也はポケットから、飴の入った巾着を取り出した。

　祓はらい屋のマークと同じ『鉸具』の印を前に、小春はそっと目を細める。

「ううん、チョコのお返しはいらないの」

「えっ、マジで？　一個でも食べてみない？」

　朔也は、いつもの調子でそう言う。

　力がなくなっても、小春には彼の気持ちが分かる気がした。

　今すぐにでも、立ち去りたいという雰囲気。

　笑顔を見せながらも、決して目を合わせようとしない。

「チョコのお返しはいらないんだけど、返してもらいたいものがあるの」

　静かに告げた小春に、朔也は動きを止める。

「ううん、『返してもらいたい』とは違うかな。『戻してほしい』だね」

「えー？　コハちゃん、何言ってるの？」

　あはは、と笑う朔也に、小春は苦笑した。

「分かっているのに、そうやって誤ご魔ま化かさないで」

　ぴしゃりと言った小春に、朔也は真顔になる。

「三善くん、私の封印を解いてほしいの」

　目をそらさずにそう言う小春に、朔也は眉まゆ根ねを寄せる。

　そう、自分の力を封じたのは、この人なのだ。

　小春は朔也を見詰めながら、先日この通路で澪人に『封じられている』と告げられた時のことを思い返した。




　　　　＊　＊　＊




『──小春ちゃん、あなたの力は失くしたんやない。誰かに封じられたんや』

　額に『封』の字が浮かび上がるのを熱で感じながら、『ふ、封じられたって』と、小春はおろおろと目を泳がせる。

『身に覚えあらへん？　額に直接触れてる思うんやけど』

『──あっ』

　その瞬間、脳裏に浮かんだのは、三善朔也のキスだった。

『されました』

『された？』

『え、ええと、ここにキスを』

　そう言うと、澪人は大きく目を見開く。

　明らかに絶句している彼を前に、自分に告白しておきながら、他の男からのキスを許していると思われては困ると、小春は慌てて手をかざした。

『前に澪人さんも見た、あのお調子者の男子に、なんかアッという間に』

　小春がそこまで言った時に、部室の扉が勢いよく開き、愛衣が飛び出してきた。

『こ、小春、あのチャラ男でキス魔の三善朔也にキスされたの？』

『愛衣！』

　愛衣はどうやら、こっそり話を聞いていたようだ。

『キス魔？』と、首を傾げる澪人に、愛衣は強く頷うなずく。

『そうなんですよ、澪人さん。私こっそり見ちゃったんですけど、あの男、色んな女の子にちょっかい出すくせに、キスまでしたらその子に近付かなくなる超危険人物なんですよ』

『キスて、どこに？　いつも額ですか？』

『ええと、塔の上から見てたからよく分からないんですが……。唇だと思っていたんだけど、額だった可能性もあります』

『…………』

　澪人は黙り込んで、腕を組んだ。

　少しの沈黙の後、澪人は口を開いた。

『愛衣ちゃん、そのお調子もんがキスしてた、相手の女の子が誰なんか分かる？』

『か、顔は分かりますけど、名前までは』

『顔が分かるんやったら、大丈夫や。学級写真があるし。これから、図書室行こ。もちろん、小春ちゃんも』

『は、はい』

　──そのまま、小春と澪人、愛衣の三人は、図書室へと向かった。

　図書室に入るなり、すぐ卒業アルバムや、学級写真が並んでいる棚に向かう。

　今期の写真集──といっても冊子のようなもの──を取り出して、三人は隅のテーブルについた。

『たしか、一年二組のこの人と、三年の先輩のこの人とこの人……』

　愛衣が、写真集のページをめくりながら、朔也がキスしていた人物を指していく。

『私が見たのは、今の三人です。あと、そういえば、三善朔也は、男子にもふざけて額にキスとかしてたみたいで、女子たちがミーハーに騒いでたことがあって……相手の男子が誰なのかは分からないんですけど』

　そう言った愛衣に、澪人は苦笑した。

『ちゃんと男子生徒にもしてたんや。大したもんやね。ほんで思うてた通り、この女生徒たちは、ある程度霊感の強い子らばかりや』

『澪人さん、彼女たちのことを知っているんですか？』

　驚く小春に、澪人は頷く。

『僕は他の人よりも、霊感の強い人間を察知することができるんや。そやから、学園内の霊感が強い人物をある程度把握してたんやけど……三善朔也には会おうたことあるのに、なんも感じへんかって、ほんま奇妙やね』

　澪人はそう言って、眉根を寄せた。




　　　　＊　＊　＊




　小春は気持ちを落ち着かせるように、息を吸い込んで三善朔也を見る。

「三善くん、今まで女の子に近付いては、額にキスをしてきたんだよね。愛衣が目撃していたの。その子たちを調べてみたら、みんなある程度霊感の強い子だってことが分かった」

　朔也は微かすかに笑って肩をすくめる。

『やだな、何言ってるの？』一瞬、そんな風に茶化そうとする表情を作るも、目をそらさない小春を前に、小細工は無駄だと悟ったのか、大きく息をついて、朔也は視線を合わせる。

　その時、小春は一瞬たじろいだ。

　朔也が今まで見せたこともないような、冷酷で歪ゆがんだ笑みを浮かべていたからだ。

　朔也は腰に手を当てて、「……参ったなぁ」と独り言のように言い、天井を仰ぐ。

　やはり、と小春は息を吞のんだ。

　話を聞いても、半信半疑だった。

　でも本当に、彼が封じていたんだ。

「どうして、そんなことをするの？」

　小春が心から問うと、「どうしてって」と、朔也は目を弓なりに細める。

　形だけの笑顔に、ぞっ、と背筋が寒くなった。

「それは、どうしてもだよ」

　すぐに、ぱっ、といつもの明るく可愛い笑顔で、両手を開いた。

「どうしても、って」

　小春が一歩前に出ると、朔也は手を振る。

「いやぁ、霊感の強い子ってさ、その力を疎ましく思っている人も多いし、それなら封じてあげた方がいっかなー、と思ってたんだよね。ごめんごめん」

　軽い口調で言う彼に、小春は言葉を詰まらせた。

　それは、噓ではないのだろう。

「だから、このままでいいんじゃない？」

「えっ？」

「コハちゃんだって楽になったでしょう？　そんな力、疎ましいだけだし、感謝してもらいたいくらいだよ」

　悪びれもせずに笑う彼を前に、小春の体がぶるりと震えた。

　それは、純粋な『怒り』だ。

　どんなに厄介で疎ましくても、時に傷ついても、この力を失くすも、失くさないも決めるのは、自分自身だ。

　他の人間に勝手に判断されて、奪われていいものではない。

　額がじりじりと熱くなる。

「あーあ、コハちゃん、自分で封印を破ろうとしてるね。さすがだねぇ。今まで会った子の中で、段違いだと思ってた。ああ、もう二人いるけどね。賀茂家の男子と安倍家の女子。あっちはハナから近付く気はなかったんだけど」

　賀茂家と安倍家──澪人と由里子のことを指しているのだろう。

「どうして、その二人には近付く気がなかったの？」

「陰おん陽みよう稼業やってる家の人間だから、俺が封じても、仲間が封印を破る可能性が強いし、そんなの骨折り損だからね。ま、プロには手を出す気はなくて。で、どうして、小春ちゃんや他の子の力を封じてきたかと言うと、人助けだよ」

「人助け？」怒りに、声が上ずる。

「やっぱり、他の子のようにはいかないか。それにさ、今気が付いたんだけど、そこの部室には、その賀茂家の男子が潜んでいるみたいだね。ここは退散した方が良さそうだなぁ」

　朔也は、やれやれ、という様子で部室の壁に目を向ける。

　彼の言う通り、部室の中に澪人が待機していた。

　朔也に存在を気付かれたことで、『隠れていても仕方がない』と判断したのか、澪人は部室の扉を開けて通路に出てきた。

　澪人は朔也と顔を合わせるなり、何も言わずに会釈をする。

「ああ、やっぱり、弓道部のイケメン賀茂くんだ。コハちゃん、この人と付き合ってるんだ？　よく一緒にいるみたいだけど」

「……親しん戚せきなの」

　静かにそう言うと、朔也は納得した様子で大きく相あい槌づちをうつ。

「そういうことかぁ。なるほどね、賀茂家の親族だったんだ。どうりで厄介だと思った。ここは退散退散」

　それじゃあね、と踵きびすを返した朔也の背中に向けて、小春は口を開いた。

「お願い、三善くん……封印を解いて」

「そんなの賀茂家の陰陽師数人に祈き禱とうしてもらったら、その内解けるんじゃない？　ねっ、できるよね、賀茂くん」

　朔也は、背を向けたまま、澪人に問う。

　賀茂家の陰陽師の祈禱で、封印が解ける。

　それは、図書室で澪人も言っていたことだ。

　事情が分からない状態ならさておき、明らかに何者かに封印されていると分かった以上、解くこともできるのだ。

　──だけど。

「そやね。そやけど、それは最終手段や。封印はかけた術師に直接解いてもらうのが一番やねん」

　澪人は腕を組んだ状態で、朔也の背中にそう告げた。

「三善くん、お願い。三善くん自身に解いてもらいたいの」

　切に訴えるも、朔也は振り返ろうとはしない。

「……『祓はらい屋』に依頼というかたちやったら、引き受けてくれますか？」

　澪人の言葉に、朔也の肩がぴくりと震えた。

「三善くん、あなたが、『祓い屋』やね。サイトに投稿されていた心霊現象を祓っていたのはあなたやろ？　仲間もいるみたいやけど」

　朔也は背を向けたまま、何も言わない。

「あなたは、『浄じよう蔵ぞう』の流れを汲くむ……三善家の末まつ裔えいやね」

　そう続けた澪人の横で、小春は黙って相槌をうつ。

　そう、図書室で写真を確認した後、澪人が『三善て、もしかして』と立ち上がり、ある文献を持ち出した。

　そこには、こう書かれていた。

　かつて、この京の都には賀か茂もの忠ただ行ゆき、安あ倍べの晴せい明めいをはじめ、たくさんの陰陽師が存在し、この地を守護していた。

　その中に『浄蔵』という人物がいた。彼は、菅すが原わらの道みち真ざねのライバルとして知られる三善清きよ行ゆきの八男であり、『陰陽師』ではなく、熊くま野の等で修行をして、祈き禱とうや易占いにも優れた『密教僧』だったそうだ。

『浄蔵は、村むら上かみ天皇の皇后・藤ふじ原わらの安あん子しが重病をして一度息が止まったのを蘇そ生せいさせたり、天徳四年の内裏の火災を予言したことでも知られてるんよ』

　澪人は、小春と愛衣にそう伝えつつ、文献のページをめくり続ける。

　何かを探しているようだった。

　彼が何を懸命に調べているのか、小春と愛衣が不思議に思っていると、あるページで手を止める。

　そのページには、三善家の家紋が、いくつか掲載されていた。

　細かな部分に違いはあれど、『鉸具かこ』マークであり、その中に、『祓い屋』が残している印と同じものがあったのだ────。

　小春はぎゅっと、拳こぶしを握り、朔也の背中に問いかける。

「……三善くんが持ってる巾きん着ちやくのマークは祓い屋のマークであり、『三善家』の家紋なんだよね。あなたが『祓い屋』だったんだね」

　朔也はしばし黙り込み、ややあってゆっくりと振り返った。

「……いやぁ、とことんすごいね、チーム賀茂家は。そんなことまで調べられるなんて、俺の負けだなぁ」

　朔也は大きく肩をすくめ、「それじゃあ、交換条件で封印を解くってことでいいかな？」と頭の後ろで手を組んだ。

「交換条件？」

「そう、二人とも『俺の正体を秘密にすること』、『俺を詮せん索さくしないこと』そして、『二度と俺に近付かないこと』。どう？」

　三本指を立てて尋ねる朔也に、小春は頷うなずく。

　そもそも言いふらすつもりなどないし、これ以上、三善朔也に関わるつもりもない。

　自分がずっと彼に対して警戒心を抱いていたのは、彼の力を恐れていたからだろう。

　どうしてこんなにも気配を感じさせないのか、なぜ『祓い屋』と名乗りながら見返りもなくに妖あやかしを祓いまくっているのか、気になることはたくさんあったが、『詮索をしないこと』という条件を付きつけられた以上、それを吞のむしかない。

「分かった」

　同時に頷いた小春と澪人に、朔也は微かすかに笑う。

「息ピッタリなのは、親戚だから？」

　人を茶化すようないつもの表情は、すぐに真顔に変わる。

「これで、コハちゃんと縁が切れると思うと、嬉うれしいよ」

　彼が心底から言っていることが分かり、小春は「えっ？」と顔を上げた。

「俺さぁ、ホントは酒の匂いと同じくらい、霊感の強い子が大嫌いなんだよね。だから本当はコハちゃんに近付くの、すげー苦痛だったんだよ。超がんばって接近してたんだから。意外だった？」

「……ううん」と、小春は首を振る。

「えっ、意外じゃなかったの？」

「うん、薄々感じてたの。三善くん、私に気のある素振りをしつつ、いつもアッという間にいなくなっていたから、本当は私のこと苦手なんじゃないかって」

　小春がためらいがちに告げると、彼は顔を歪ゆがませる。

「いやはや、参りましたぁ、完敗です。それじゃあコハちゃんの封印をちゃんと解いてあげるねぇ。こっちに来て？」

　朔也はにこりと笑って、手招きをする。

　小春はぎこちなく頷いて一歩一歩、朔也の許もとに歩み寄った。

　朔也は腕を伸ばして、大きく手を開いた。

　小春の心臓が、ばくばくと音を立てる。

　朔也の手が額に触れそうになったその時、

　────駄目っ！

　そんな、声が頭の中に響いた。

　その瞬間、朔也は弾はじかれたように、すぐにその手を引っ込めた。

　痛みを感じているようなその表情は、まるで強力な静電気にでも触れたようだ。

「ほんと、忌いま々いましいよね。狐まで従わせてるなんて」

　舌打ちするように言う朔也に、小春は目を見開いた。

「……狐？」

　ということは……。

　今のは、コウメが？　と小春は瞬まばたく。

『駄目』というあの声も、コウメのものだったのだろう。

　朔也が今、何をしようとしたのか分からない。

　おそらく、自分に対して良からぬことを企たくらんでいたのだろう。

　そこをコウメが護まもってくれたのだ。

　決して姿は見えないけれど、側にいてくれている。

『自分の声が届かなくなっても、姿が見えなくなっても、いつもあなたの側にいますし、あなたを護っていますから』

　由里子から伝えられたコウメの言葉を思い出し、小春の目頭が熱くなる。

　嬉しくて涙が出そうだったが、感慨に耽ふけっている余裕はなかった。

「……三善くん、今、何しようとしたの？」

　得体の知れない怖さから、小春の声が震えた。

　小春の横で、澪人が警戒しているのが分かる。

「まぁ、なんていうか、できるものならコハちゃんのその力を封じるだけじゃなくて、徹底的にぶっ壊せたらと思ったんだよねぇ」

　小春が「えっ？」と口にする前に、

「ほんま、あんたは、何してくれてんのや」

　澪人が前に躍り出て、朔也の胸倉をつかみ、締め上げた。

　彼の体から怒りのオーラが、勢いよく放たれる。

　それと同時にその整った美しい顔が怒りに歪み、あまりの迫力に朔也は怯ひるんだ表情を見せた。

「れ、澪人さん」

　想像もつかなかった澪人の姿に、小春もたじろぐ。

「ちょっ、苦しいよ、賀茂くん。見掛けによらず乱暴じゃない？」

　朔也は軽い口調でそう言ったが、明らかに焦った様子であり、強がっていることが分かる。

　澪人は、つかんだ胸倉をさらに締め上げた。

「前から不思議に思うてたんや。なんで、あんたには気配がしぃひんのや。今かて、あんたが悪さしようとしてんの、僕には気付かれへんかった。どうやって力を隠してんのや」

「こ、こんな風に首絞められてたら、答えられないと思わない？」

　苦しげに目を細める朔也に、澪人は腹立たしそうに手を放す。

　朔也はごほごほ、と咳せき込み、深呼吸をして息を整える。

「俺の気配がしない理由はね、それは……俺にも分っかりませーん」

　嫌味なほどの笑顔を見せたかと思うと、「それじゃあね！」と、勢いよく駆け出した。

「あっ！」

　小春と澪人が声を上げた瞬間、朔也はぴたりと足を止める。

　どうして急に止まったのだろう。

　澪人が、術でもかけたのだろうか？

　そう思ったが、どうやら違ったようだ。

　朔也は動きを止めたまま、弱ったような声を上げる。

「……ねぇ、コハちゃん、この狐、どかしてくれないかな。管くだ狐ぎつねならさておき、こいつ、いつの間にか、神になっちゃってるんだね」

　どうやらコウメが朔也を通すまいと、立ち塞ふさがっているようだ。

　必死に自分を護ってくれているコウメを思うと、胸が熱くなる。

　朔也は今、『管狐ならさておき』と言った。

　それは彼が、以前のコウメのことを知っていたということ。

　やはり、朔也はコウメを滅しようとしたあの時の祓はらい屋なのだろう。

「コハちゃんは、管狐を神に変えることまでできるわけ？　恐ろしすぎじゃない？」

　朔也は振り返り、口角を上げた。

　彼の何も映さないまるで腐敗したような瞳ひとみに、小春の背中がぞくりと冷えた。

「……私にそんなことできるわけがないよ。私だけじゃない、他のどんなに力のある人でもそう。自分以外のものを変える力なんてない。自分を変えられるのは、自分だけだから。コウメが神になったのは、コウメが思いやりの心を以もつて、徳を積んだから」

　気け圧おされてなるものか、と見詰め返した小春に、朔也はまた嗤わらう。

「それはねぇ、誰かにすべてを変えられたことがない人間の言葉だよ。現にさ、コハちゃんだって俺に力を封じられて、『変えられちゃってる』じゃん？」

「私は三善くんに、力を封じられただけで、『自分を変えられた』とは思ってない」

　はっきりとそう告げると、朔也はうんざりしたように額に手を当てた。

「あー、なんかさ。同じ世界を生きてても、『別の世界の人間』っているよね。日本語を話してるのに、話通じないってやつ。今、コハちゃんにそれを感じるなぁ。だから、これ以上話しても無駄。ねぇ、この狐をどかしてよ。さすがに神を滅することはできないんだよね。コハちゃんの言うことなら聞くでしょう？」

　朔也はお手上げのポーズを取って、再び小春に背を向ける。

「約束は守った方がええ。あなたは神の前で約束したんやし」

　澪人はしっかりとした眼まな差ざしで、朔也を見据える。

「…………」

　朔也はぶすっとした様子で、澪人と床の方を交互に見て、まったく、と洩もらして額に手を当てた。

　どうやら今朔也が見た床のあたりに、コウメがいるのだろう。

　今も立ち塞がり、朔也を威圧しているに違いない。

「……分かったよ」

　脱力したように、朔也は肩を落とした。

「ちゃんと解除する」

　そう言って朔也は、小春の許へと歩み寄る。

　小春は思わず仰のけ反り、澪人は拳こぶしを握り締めた。

「やだなぁ、コハちゃんも賀茂くんも狐も、みんな揃ってそんなに警戒しないでよ。この状態で悪さしないし、できないから。正直言って、もう面倒くさい。神に睨にらまれるのもごめんだしね。家に怒られちゃうよ」

　朔也はすぐに右手の二本指を口許に当てて、ぶつぶつと呟つぶやき、その二本指で、小春の額に五ご芒ぼう星せいを描いていく。

　上から右下、左上、そのまま右へ、左下、頂点の順であり、

「──解除の印やね」と、澪人が独り言のように小声で洩らした。

　その後に、小春の額にしっかりと掌てのひらを押し当てる。

　その瞬間、『解』という文字が、小春の脳裏にはっきりと浮かんだ。

「っ」

　全身に電流が走ったように、ぶるりと体が震えた。

　まるで、せき止められていた水が、溢あふれ出すような感覚に襲われる。

　朔也がその右手を離す、わずかな時間に、彼の意識が流れ込んできた。

　小さな男の子が、まるで隠れるように膝ひざを抱えて震えている姿が見える。

　その少年は、とてつもない恐怖の中にいながらも、泣くことも叫ぶこともできず、ただ自分の存在を消すことしかできずにいるようだった。

　おそらく、彼の幼い頃の姿なのだろう。

　気にはなったが詮せん索さくしないという約束なので、小春はそれ以上キャッチしないように意識的に目をそらした。

「これでいいんだよね？　『解除』なんて初めてだから上手うまくできたか分からないけど、フォローは賀茂くんにしてもらって。そんじゃーねー」

　朔也は少し投げやりに、ばいばい、と手を振る。

　そんな彼の傍らに、中年の女性が寄り添っているのが見えた。

　おそらく、霊体だろう。

　涙を流しながら、小春に必死に頭を下げている。

　何かを訴えている様子に、小春は思わず目を凝らして視線を合わせる。

　──伝えて。

　その声に、小春は戸惑いを感じた。

　──お願いです、この子に、伝えて。

　彼女は、切に訴える。

　朔也ほど強い霊感を持っている人ならば、わざわざ自分を介さなくてもその声は届くのではないか。

　そう思ったが、朔也には彼女の声が聞こえている様子はない。

　無視しているだけなのだろうか？

　──お願いです。

　悲痛な彼女の想いに、小春は小さく頷うなずいた。

「あ、あの、三善くん。最後にひとつだけ」

「え、何、もしかして、お礼とか言うわけ？」

　朔也は、嘲あざ笑わらうように振り返る。

「……三善くんの側に女の人がいるの。四十代くらいの、髪が短くてスーツを着た、かっこいい雰囲気の女性で……その人が『朔也に謝りたい』って言ってて」

　そう言った小春に、朔也は怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せる。

「──何言ってるわけ、俺の周りにそんなのいないけど」

　朔也は、ほら、と自分の周囲をぐるりと見回した。

　しかし、小春には、彼女の存在がはっきりと分かる。

　なぜ、朔也には分からないのか。

　人の力を封じたり、妖あやかしを祓ったりするほどの力を持ちながら、どうして自分の側にいる存在に気付かないのだろう。

　小春が怪訝に思っていると、

「おそらく、三善くんが、潜在意識で彼女の存在を拒否してるんやろ」

　澪人がぽつりと零した。

「拒否……」

　小春は、朔也の側に寄り添う女性に目を向ける。

　彼女は、しっかりと目を合わせた後、深々と頭を下げた。

　ゆっくりと彼女の意思が、伝わってくる。

　分かった。

　彼女は、朔也の母親だった。

「お母さんが……」

「えっ？」と朔也は眉まゆを顰ひそめる。

「三善くんのお母さんがね、ずっと三善くんに謝ってる」

　小春がそう続けると、朔也はこれ以上ないほどに目を見開いた。

「は、はぁ？　噓つくなよ。どこにいるんだよ、俺には見えないし」

　朔也は自分の周囲を見回して、小春を睨む。

「……うん、でもね、お母さんは三善くんのすぐ側にいるよ。三善くんに伝えてほしいって。『自分が弱かったことで、朔也と八雲には本当につらい思いをさせてしまった。ごめんなさい』って、そう言ってるの」

　小春が、ためらいながらも朔也の傍らに佇たたずむ母親の言葉を伝えると、

「ふ、ざけんなっ！」

　朔也は拳を握り締め、喉のどの奥から絞り出したような声を上げた。

　あまりの『嫌悪』のオーラに、小春の体はびりびりと痺しびれるような感覚に襲われて、顔をしかめた。

　力を失っていた頃なら、こんな感覚を受け取ることはなかっただろう。

「えっ、今さら何言ってるわけ？　今さら『ごめんなさい』？　俺と姉ちゃんが、どんな思いで生活してきたと……マジでふざけんな。コソコソ隠れてないで、ちゃんと俺の前に出て来いよ、跡形もなく祓はらってやる」

　みるみる彼の体から、憎悪のエネルギーが溢れ出す。

　真っ黒な炎のようなエネルギー。

　まさに、このエネルギーこそが『祓い屋』の力なのだろう。

「ああ、そうか、俺の前に出てきたら祓われると思ってるから、隠れてるわけだ。それなら見えなくてもいいや、木っ端微み塵じんにしてやる」

　顔を歪ゆがませて言う朔也に、その言葉が決して脅しではないことが伝わってくる。

　小春は、逃げて、と思わず、朔也の母親の方を向いた。

　その小春の視線から、母親の位置の見当をつけたようで、朔也は手を振り上げる。

　かつてコウメを祓った時も、このようにしたのだろう。

　朔也は自らの手で自分の母を、成仏ではなく、消滅させようとしていた。

　以前、澪人が教えてくれた。

　霊体も成長が必要だと。

　自ら執着を手放して、成仏するならば、自分自身が抱えた課題をクリアしたことになる。

　消滅させてしまったら、因果を遺のこしたままになってしまうのだ。

　そんなことを息子が母にしてしまうなんて、悲しすぎる。

　何より、彼も大きな因果を背負ってしまうだろう。

「──駄目っ、そんなことしたら、駄目！」

　小春は思わず駆け寄って、抱き着くように朔也の体をおさえた。

　その瞬間、勢いよく朔也の意識が小春の中に流れ込んできた。
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　──幼い頃から、朔也は自分に不思議な力が備わっていることに気付いていた。

『ねぇ、あの木の上におばあさんが座ってるよ』

　幼い朔也がそう言うと、母親は『また、はじまった』と笑って流す。

『そういえば、八雲も小さい頃は変なことばかり言ってたわよね』

『そうそう、お前、一度八雲に「そんなこと言うな」ってヒステリー起こしたことあったよな』

『あら、ヒステリーなんて起こしてないわよ』

　母はそんな風に取り合わなかったが、すぐ近くに理解者が二人いた。

『朔也、お姉ちゃんにも見えるよ。けどね、あんまり言わない方がいいよ』

　姉の八雲だ。

『どうして？』

『他の人には見えないみたいでね、だから信じてもらえないし、あんまり言うと腹が立つみたいなの』

『変なの』

『変だよね』

　そして、もう一人の理解者は父親だった。

『そうだな、八雲、朔也、お父さんは信じているよ。けど、人とは違う力を怖がって、拒否する人間も多くいる。だから、あまり言うんじゃないよ』

　いつも柔らかく微笑んでいる父は、諭すように言って八雲と朔也の頭を撫なでる。

　二人は、『はい』と頷いた。

　自分と同じ力を持つ姉のお陰で、朔也は随分と救われた。

　姉は、自分の失敗談を交え、様々なことを朔也に教えた。

　だが、それでも朔也はしくじってしまうこともあり、姉弟きようだいの間で、こんな決め事をすることにした。

『自分たちが不思議な力を持っていることを、人には気付かれないようにしよう』

　それは、最初こそ『姉弟二人だけの秘密』という可愛らしいものだった。

　だがやがてこの決め事は、自分たちを護まもるための、鬼気迫るような固い誓いへと変わっていく。

　最初の試練は、父親の死だった。

　幼い朔也は、棺かん桶おけの中に納まっている父と、父の亡なき骸がらにすがって泣く母の姿をぼんやりと眺めていた。

　中学校の制服を着た八雲が、涙を流しながら母の背中をさすっている。

『ねぇ、八雲ちゃん、広ひろ志しさんが亡くなったこと、京都の実家……三善家に伝えなくて本当に良いいの？』

　葬儀を手伝う母の友人が、気遣うように尋ねる。

『はい、母が言うには、最後の最後まで母との結婚を反対していて、私たち孫の顔すら見ようとしなかったって。その上父が病気になって、その治療費の工面が大変だったので、母が一度だけプライドを捨てて、父の実家に治療費を貸してほしいってお願いしても、一銭も貸してくれなかったそうで……』

『それは、本当？　だって実家、三善酒造っていう酒蔵で、結構な資産家なのよね？　息子の生死にかかわる治療費なのに？』

『多分、母がお金を欲しくて、噓をついていると思ったんじゃないかと思います』

『何言ってるのよ、あなたのお母さんは、決してそんな人じゃないじゃない。とても優秀で、どんなに苦しくても自力で頑張る人なのに』

『はい、母もそのくらい切羽詰まっていたんですけど……』

　そんな様子を、朔也は幼いながら苦い気持ちで、眺めていた。

　母の友人が話していた通り、母は優秀だった。

　東京から京大に進学した才女であり、父とは京都で知り合った。

　だが、大学で出会ったわけではない。

　父は高校を卒業し、三善酒造の後を継ぐべく修業をしていたのだ。

　二人の出会いは友人を介して酒蔵の見学に行ったことから。

　母が父に一ひと目め惚ぼれし、連絡を取り合い、やがて親しくなって交際に至った。

　大学卒業後、母は切望していた東京の企業に就職することが叶い、京都に住む父とは遠距離恋愛となった。

　やがて母は、父の子どもを宿す。

　父は喜んでプロポーズをするも、母は躊ちゆう躇ちよした。

　父との結婚は、仕事を捨てて家業を継ぐ手伝いをすることを意味する。

　ちょうど母は昇進したばかりであり、どうしても仕事を辞めたくはなかった。

『ごめんなさい、私は京都であなたと実家を継ぐことはどうしてもできない。あなたが東京に来てほしい。私は仕事を続けるから、あなたは家にいて出産と育児を手伝ってほしい』

　そんな母の強い願いを聞き入れ、父は東京行きを決意する。

『女のヒモになりに行くなんて、許せるわけがないだろう！』

　当然のごとく実家に許されず、勘当されての、まるで駆け落ちのような結婚だった。

　母も父の実家に対して、後ろめたい気持ちはあった。

『大丈夫だよ。子どもが生まれれば親も変わるはずだ。生まれてきた子が、もし男の子なら、後継ぎができたって途端に大喜びで許してもらえるよ』

『そうね。私は絶対に男の子を生むわ。そしてできるなら許してもらいたい』

　そんな両親の願いも虚むなしく、生まれた子は女の子であり、母は父に対する申し訳なさから、その子に『八雲』と名付け、まるで男の子のように育てた。

　そう、八年後に第二子の朔也が生まれるまで──。




　母は父を亡くした後、自分を奮い立たせるように、会社を起こした。

『一人で立ち、戦う女性』そんなコンセプトの下、社会で戦う凜りんとした女性に支持されるような、下着や化粧品ブランドを立ち上げたのだ。

　アイテム数は多くなかったもののＳＮＳ等を通じて評判となり、予想以上の売上を誇るようになる。

　京大卒の才女であり、夫に先立たれた後、女手一つで子どもたちを育て会社も立ち上げた美女として、母自身が有名になっていった。

　サイトに載せたコラムやエッセイの評判が良く、やがて全国で講演会や自己啓発に似たセミナーを開くようにもなった。

　そうして、母はわずか数年で一部の女性たちからの熱狂的支持を受け、いつしか独身女性やシングルマザーの『教祖』のようになっていた。

　この頃、朔也は小学生。

　母は忙しかったが、いつも生き生きとしていて、家庭内は活気に満ち、朔也は幸せだと感じていた。

　皆に慕われる格好いい母に、優しい姉。

　子どもながらも、豊かな生活だとも感じていた。

　しかし、そんな日々は長くは続かない。

　やがて歪ゆがみが生じてくる。

　母は、元々『一人で立ち、戦う』というタイプの人間ではなかったのだ。

　頭が良く、商才を持っていたことで成功はしたが、皆が求める自分と本当の自分の間に隔たりが出てきて、苦しむようになる。

　先のことを不安がる母に、社員の一人が言った。

『社長、今後の社運を拝み屋さんに占ってもらってはどうですか？　私の知り合いに、すごく力のある人がいるんですよ』

　この『拝み屋』との出会いが、三善家をどん底へと突き落とすことになる。

　その女が連れてきた『拝み屋』は、固太りして目の据わった中年女性だった。

　力があるというのは、噓ではないようだ。本人が気付いているかどうか分からないが、真っ黒な影のようなものを背負っていた。

　彼女はその影の力を借りて、助言をしていたのだ。

『あなた、無理してきたのね』

　拝み屋は母を見るなり、ずばりそう言った。

『幼い頃もつらかったのよね。親の期待を背負って、それに応こたえて、今は世間の期待に応えようとしてる。でも、しんどかったはずよ。あなたの本質は、もっと頼って、もっと寄りかかって、甘えたかったんでしょう？　つらかったわね』

　拝み屋は次々に母のことを言い当て、包みこむようにねぎらう。

　彼女の言葉に、母はその場に膝ひざをついて、泣き崩れた。

『──いいわ、私が力になるから』

　背伸びし続けた母の心の隙間に入ることは、拝み屋にとって至極簡単だったようだ。

　厄介だったのは、その拝み屋が欲の塊のような女だったということ。

　その日から、母は拝み屋の奴隷となった。

『お布施が必要よ。お金は穢けがれているから、私に払っておきなさい。浄化してあげるから』

　母は言いなりになって、拝み屋に金を払っていく。

『お母さん、そんなにあの拝み屋の言いなりにならないで。あの人、なんだか嫌な雰囲気だよ』

　一度、姉が忠告するも、

『先生のことをそんな風に言うなんて、罰が当たるわよ』

　母は間髪を容いれずに、姉を平手打ちした。

　すっかり拝み屋に洗脳されて、母は誰の言葉も、耳に入らない状態だった。

　気が付くと、拝み屋は家に入り込んで、住み着いていた。

　母の金を吸い取って、リビングで酒をかっくらっている。

　酒の匂いに、いつも吐き気がした。

　そんな拝み屋が背負う黒い影が、どんどん大きくなっていくのが分かる。

『……朔也、あの人に私たちが特別な力を持っていることを絶対に知られちゃ駄目よ。それがバレたら、私たちも利用される。あの女の食い物にされる！』

『──うんっ』

　姉の言葉に、朔也は強く頷うなずく。

　絶対に自分たちの力を悟られてはいけない。

　朔也は、まるで押し入れに閉じこもって、膝を抱えて隠れるかのように、自分の力を隠し続けた。

　どんどん大きくなっていく、あの黒い影に見つからないように。

　バレたら、必ず食い物にされる。

　母はほとんどのお金を拝み屋に渡し、それでも幸せそうにしていた。

　洗脳されつくした母は、やがて拝み屋の言葉がなければ、着る服さえも決められなくなっていた。

　拝み屋とは、なんとおぞましい存在なのだろう。

　だが、そんな日にも、終わりがきた。

　母の金が底をついたのだ。

　あきらかにおかしくなった母を支持する者も慕う者もいなくなり、母の会社は倒産したのだった。

　吸い取る金がなくなったことが分かると、拝み屋はすぐに出ていく準備を始めた。

『先生、行かないでください。もっと教えてください。あなたが教えてくださったら、開運するんですよね？』

　去り際、まるで恋人に捨てられる哀れな女のように、行かないで、と、すがる母に拝み屋はこう吐き捨てた。

『あなたには、もううんざりよ。あなたはね、私を頼り過ぎたわ。私は拝み屋で助言はするけれど、決定権はあなたにある。あなたはそれらをすべて放棄して、私に委ゆだねた。だから神様に見放されたの。黙って様子を見ていたらこれだもの。今のあなたは私の言葉がなければ、夕食のメニューすら考えられない。冷静に考えて、そんな人を誰が支持するの？　それは神様も一緒よ。あなたには愛想を尽かしてるわ』

　自分に母が依存するように仕向けておきながら、拝み屋はそのことを非難し、立ち去ろうとしている。

　ようやく、あのクソババアがいなくなるんだ、と十四になっていた朔也はぼんやりと、その光景を眺めていた。

　リビングを出ていこうとする拝み屋の背中と、泣き伏す母、そんな母の背中を撫なでる姉の姿……。

　その時、拝み屋が背負っていた黒い影がくるりと振り返り、朔也を見て嘲あざ笑わらったように感じた。

　その瞬間、ぷちん、と何かが弾はじけた気がした。

　朔也は、うわああああ、と声を上げて、拝み屋に突進しようと立ち上がる。

　だが、自分の体が駆け出すよりも先に、右手から真っ黒な炎が出て、彼女の背中にぶつかり、ドンッと破裂音が響いた。

　黒い炎が、黒い影を焼き尽くしていく。

　その衝撃は宿主である拝み屋にも伝わったのだろう、ぎゃああああ、と声を上げ、『熱いっ、熱いっ』と背中を払いながら逃げ出していく。

　彼女の姿がなくなった後、リビングには何か焦げたような臭いが漂っていた。

『──朔也』

　驚いたように姉が振り返る。

『……や、やったよ、姉ちゃん。俺、あいつをやっつけた』

『う、うん』

『なんかさ、カチカチ山の狸みたいだったと思わね？』

『……うん』と、目に涙を浮かべて、姉は微笑んで頷く。

　二人は顔を見合わせて、笑いながら涙を流した。

　良かった、と心から思っていた。

　自分たちを苦しめてきた存在がいなくなり、その元凶も灰にした。

　ここからが、スタートだ。

　これから、家族が再生できたら────。

　そんな願いを抱いたが、それは叶かなわなかった。

　心のよりどころを失い、そして騙だまされていたことに気付いたのであろう母は、そのままふらりとマンションを出ていったかと思うと、トラックの前に飛び出して、自らの命を絶ってしまったのだった。
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　朔也の意識をそこまで受け止めた小春は、呆ぼう然ぜんとしながら彼を見る。

「三善くん……」

　ようやく、小春は彼の憎しみを理解した気がした。

　力を持っているのにそれを感じさせなかったのも、存在感が消されていたのも、育った環境がそうさせていたのだろう。

　彼は自分の力を気け取どられぬよう、それだけ必死に生きてきたのだろう。

　まるで水の中に咲く花のように、その香りを外へと洩もらさないよう、押し込んできたんだ。

　朔也の過去に触れて、胸が詰まる。

「ったく、これだからお前みたいな輩やからは嫌いなんだよ。勝手に覗のぞきやがって、同情に目を潤ませたりして、マジでムカつく」

　朔也は、少し乱暴に小春の手を払った。

「ご、ごめんなさい」

　胸がずきずきと痛い。彼の気持ちが分かりすぎて、苦しい。

「だけど、お母さんがね」

　そう言いかけると、朔也は「だから、やめろって！」と叫んだ。

「その忌いま々いましい力で見たんだろ？　母さんは拝み屋に狂ってすべてを取られて、それに気付いて子どもを捨てて自殺したんだ。そんな奴の言葉なんて聞きたくもない！」

　その迫力に気け圧おされたが、伝えるのをやめるわけにはいかなかった。

「聞いて！」

　今度は朔也が、小春の気迫に驚いたように動きを止めた。

「ひとつだけ、とても大事なこと。これだけは知ってほしいの。お母さんは、自殺じゃないって」

　えっ？　と、朔也は声にならない声を上げて、小春を見詰め返す。

「自殺じゃないの。あの時ショックを受けて、ふらふらと外に出たけど、死ぬつもりなんてなかったって。途方に暮れて歩いていたら、小さい男の子が道路に飛び出して、それを助けようとして車に撥はねられてしまったって」

　そう話す小春を前に、朔也は呆然としたままだ。

「『あなたたちを捨てて死ぬつもりなんてなかった。これから家族が再生しなきゃならないって時に、本当にごめんなさい。私はあなたたちとやり直したかった。罪滅ぼしをしたかった。ちゃんと元のような家族に戻りたかった』──って、お母さん、何度も謝ってる」

　小春は強く朔也の腕をつかみ、これだけは伝えなくては、と必死に言う。

　朔也は、きっと頭の中が真っ白なのだろう。

　困惑していることがその表情から分かる。

　朔也の体が震えてくるのが伝わってきた。

　彼の母は、自分の想いが伝わったことで、ホッとした表情を浮かべている。

　やがて、その体が光に包まれていく。

　この光は、前に小春も見たことがあった。

　人が成仏する時に放つ光だ。

　太陽のように明るく光るのに、目にはちっとも眩まぶしくない。

　ようやく、その光を感じたように、朔也はそっと顔を向ける。

　おそらく、母に対する憎悪の念が薄れたことで、その存在を受け入れることができたのだろう。

　光に包まれ、どんどん薄くなっていく母の姿を前に、朔也は目を大きく見開く。

　……母さん？

　そのとても小さな問いかけに、母親は柔らかく微笑み、やがて光が散るように消えていった。

　通路がきらきらと輝いている。

「……え、なにそれ、そうやってさ、すぐ消えるとかなにそれ。関係ないコハちゃんにベラベラ自分の想いを告げて、俺には笑いかけるだけで消えるとか、ほんとなに？　マジで信じられない、最後まで勝手でさ、マジで……」

　朔也はその場に膝ひざをついて、うっ、と呻うめく。

「…………」

　小春と澪人は目配せをして、そのまま部室に入った。

　通路から、朔也の抑えた泣き声が聞こえてくる。

　声を上げずに、泣く。

　おそらく彼はずっと、そうやって耐えてきたのだろう。

　泣き声すら上げられずに、過ごしてきたのだろう。

　やりきれなさと切なさを感じていると、

「小春ちゃん、三善くんは大丈夫や。あの涙が全部流してくれるやろ」

　そう告げた澪人に、小春は黙って頷く。

　そんな小春の足あし許もとに、コウメがやってきて、とても心配そうに見上げた。

　その、つぶらな瞳ひとみに胸が詰まる。

「コウメちゃんっ！」

　小春はコウメを抱き上げて、その柔らかな体をぎゅっと抱きしめた。

「会いたかった、こうやってあなたの姿を見たかった。ありがとう、コウメちゃん。側にいてくれて、護まもってくれてありがとう」

　コウメを強く抱きしめながら、小春の目からボロボロと涙が零こぼれる。

　以前の感覚を取り戻したことで、見える景色も空気の色さえも、力を失っていた頃とは違って感じる。

　部屋の中の淀よどんだ部分も、遺のこされた想念も、あちこちに感じるのだ。

　こんな自分になってしまった時は、嫌でたまらなく、『どうしてこんなことになってしまったのだろう』と運命を呪ったこともあった。

　でも今はこの感覚を取り戻せたことが、とても嬉うれしい。

　不便だし、厄介だ。

　それでも、『これが自分』なのだと心から思う。

　いつか自分が、自分の意思でこの力を手放す時が来るのかもしれない。

　それでも人には奪われたくはない、大切な自分の一部だったのだ、と心から感じた。

　コウメを抱きしめたまま涙を流す小春の姿を、澪人は何も言わずに優しい目で見守っている。

　小春は手の甲で涙を拭ぬぐい、通路の方に目を向けた。

　泣き声が聞こえているわけではないが、朔也が今も泣いているのが伝わってくる。

「……いつか、三善くんにも分かってほしいな。人ならざる者も拝み屋も、悪者ばかりじゃないって」

　コウメを腕に抱きながら静かに洩らすと、

「──もう、分かってはる思います」

　澪人が通路の方に顔を向けて、優しく目を細めた。

　そう言った彼の体から、仄ほのかに梅花の薫りがする。

　その薫りを久々に嗅かいだ気がしながら、小春は目に浮かんだ涙を拭い、小さく頷うなずいた。








第三章　桜と船出と。













一






　校庭の木々は緑の葉が芽吹き、桜の木も花芽を付け始めている。

　春の日差しがぽかぽかと暖かく、心地よい。

　小春は中庭のベンチに座って、春風に身を委ゆだねるように、そっと目を細める。

　もう少しで、桜の季節だ。

　西洋建築を採用した煉れん瓦が造りのモダンなこの校舎が桜に包まれたなら、さぞかし絵になるに違いない。

「やっぱり、外で食べると気持ちが良いいよね」

　隣に座る愛衣が、食べ終えたランチボックスに蓋ふたをして、はぁ、と息をつく。

「うん、本当に。春っていいね」

　小春と愛衣は、再び、天気の良い日になると、中庭のベンチで昼食を摂とるようになっていた。

　顔を上げると、中庭の象徴ともいえる高い塔も見える。

　天辺に大きな鐘がある童話に出てきそうな素敵な塔なのだが、幽霊が出るという噂が根強く残っているため、生徒は塔を避けていて、中庭にもひと気がない。

「中庭の塔が今も『曰いわくつき』に思われるのは胸が痛むけど、そのお陰で、ここが貸し切りなのは嬉しくて」

　そう言って肩をすくめる愛衣に、小春は小さく噴き出した。

　彼女のこういう正直なところが、とても好きだ。

　そう、かつて、この塔で幽霊騒動を起こしたのは、愛衣自身。

「それにしても、驚いたなぁ。小春、一時期力がなくなってたんだね」

　中庭の塔を眺めながら、愛衣は独り言のように零した。

「ごめんね、何も言わなくて」

「それはいいんだけど、今は力は戻ってるんだよね？」

「うん」

「お祖母ばあちゃんの御守を持ち歩いているの？」

「……ううん」

　小春が首を振ると、

「そ、それじゃあ、心の声をキャッチしまくりなの？」

　愛衣は声を上ずらせながら、身を乗り出して尋ねる。

「それが、今回の件を経て、お祖母ちゃんの御守を持っていなくても、持っている時みたいな状態にすることができるようになったの。人と目を合わせても、私が『聞きたくない』と思えば、キャッチせずに済むというか、ある程度コントロールできるようになったんだよね」

　それでも強い感情はどうしても受けてしまうのだが、祖母の御守を持っている状態にまで力を制御できるようになっていた。

　どういう仕組みなのか、小春にも正直よく分からないが、ほぼ無意識にできている。

「どうしてできるようになったの？」

「はっきりとは分からないけど、一度力を失って、再び取り戻したことで、ちゃんと受け止められたんだと思う。特殊な力を持ってるって厄介で不便で、嫌な思いをすることも多いけど、『それが自分だ』って心から思えたっていうか。力が戻ってきたのを感じた時、涙が出るくらい嬉しかったの。まるで風邪に長くかかっていて治った時みたいに、『本来の自分に戻れた。健康っていいな』って、思える感じと似ていて」

　小春がそう言うと、愛衣は愉たのしげに笑う。

「上手うまい譬たとえっぽいけど、そういう力がない私はちっとも分かんない」

「だ、だよね」

　二人でくすくすと笑っていると、

「コハちゃん、愛衣ちゃんっ！」

　中庭の向こうから、三善朔也が大きく手を振って駆けてくる。

「…………」

　小春と愛衣は、苦笑して顔を見合わせる。

　あの騒動以降、朔也は、以前のように小春にちょっかいを出してくるようになった。

「あー、もうお昼食べちゃったの？　一緒に食べたかったのになぁ」

　朔也はそう言って、ほぼ無理やり小春と愛衣の間に割り込んで座り、購買のパンの袋を開けて、ぱくりと口に運ぶ。

　小春が言葉もなく、朔也の横顔を見ていると、

「購買の新作だよ、食べる？」と食べかけのパンを差し出した。

「い、いらない」

「ねぇ、二人は春休み、何するの？　どっか行く予定を立ててたりする？」

「……予定というか、『ＵＳＪ』に行きたいね、って愛衣と話してて」

　小春がそう言うと、朔也は「わー」と手をかざした。

「駄目だよ、コハちゃん、『ＵＳＪ』なんて言ったら」

「え？」

「関西の若者は、みんなね、『ユニバ』って略してるんだから」

　はぁ、と間抜けな声を上げる小春に、愛衣が、たしかに、と笑う。

「そういえば、関西の子はみんな『ユニバ』って言ってるね」

　小春は、そうなんだ、と簡単に相あい槌づちをうち、朔也を見据える。

「それよりも、三善くん」

「あ、『朔ちゃん』でいいよ。嫌なら『朔也くん』、そのどっちかで」

「……呼び方はなんでもいいんだけど。私には近付きたくもないって言ってたのにどうして？」

　少しの間、様子を見ていたものの、以前よりも親しげに接近してくる朔也に、小春はたまらず尋ねた。

「私も小春から話を聞いちゃってたんだけど、『お酒の匂いと霊感の強い子』は嫌いなんだよね？」と愛衣も続ける。

　朔也は手にしているパンをすべて口の中に詰め込んで、紙パックのコーヒー牛乳をずずっと飲み、ストローを口から離して、はぁ、と息を吐いた。

　小春と愛衣は、自分たちの間に座る朔也を黙って見詰める。

「やー、両手に花だねぇ」

　相変わらずな口調で言い、嬉うれしそうに目を細める朔也に、小春も愛衣も頰を引きつらせたが、無言のまま次の言葉を待っていた。

「コハちゃんのお陰でさ、霊感の強い子に嫌悪感を抱かなくなったんだ。酒の匂いは今も嫌いだけどね」

　朔也は小さく笑い、しっかりと小春の目を見た。

「ほんとはちゃんと伝えたかったんだ」

「何を？」

「お礼。照れくさくて、今になっちゃったけど。コハちゃん、ありがとう」

「──や、そんな。私は何も……ただ、伝言しただけで」

　小春の頰が、カアアと熱くなる。

　そう、朔也の母の言葉をそのまま伝えただけで、大したことはしていないのだ。

「いやいや、俺があんなにひどいことしたのに、コハちゃん、俺のために一生懸命伝えてくれて、なんか感動しちゃったんだよね。俺がコハちゃんだったら、『お前なんて知らねぇ』ってなってただろうなぁ、って」

「……三善くんの」

　小春が話しかけると、朔也はサッと手をかざす。

「コハちゃん、俺のことは『朔也くん』で」

「さ、朔也くんね」

　小春は、うん、と頷うなずき、気を取り直して、口を開く。

「朔也くんの立場なら、仕方なかったと思う。特殊な力を持つ人を憎むのも、そんなひどい人間を増やさないように、力を封じてしまおうと思うのも……」

　そう言って、中庭の塔に目を向ける。

　あの時、キャッチした朔也の過去が頭を巡る。

　走そう馬ま燈とうのように流れてきた意識だが、彼自身は何年も苦しんできたのだ。

　欲という『魔』に取り憑つかれた拝み屋の陰に怯おびえて……。

「まー、ほんと、ひどい奴に当たっちゃったよね」と、朔也は、肩をすくめる。

「本当だよね。私も三善くんが、拝み屋不審になるのも分かるわ」と今や事情を知る愛衣も、怒ったような表情で強く相槌をうつ。

「愛衣ちゃんも、『朔也くん』って呼んでね。俺も愛衣ちゃんって下の名前で、呼ばせてもらってるわけだし」

　朔也はそう言ったあと、空を仰いだ。

「あの欲の皮が突っ張った女のせいで、拝み屋も霊感の強い奴も大嫌いだったんだけど、コハちゃんに伝えてもらった後に、すげーすっきりしてさ。まるで世界の景色が変わったような気分になったんだよね。『あれ？　世界ってこんなに明るかった？』と思うくらい。それであらためて、思ったんだ。コハちゃんも拝み屋だとするなら、拝み屋も悪い奴ばかりじゃないんだって。まぁ、母親を騙だました拝み屋は許せないし、母親のことも、すぐに全部許せる気持ちには、なかなかなれないんだけど、それでも『憎しみ』だけは薄れたというか」

　朔也は苦笑して、話を続ける。

「それに、どこの世界にもさ、『良いい人』と『悪い人』がいるように、拝み屋も、悪い拝み屋もいれば、良い拝み屋もいるんだな、って思ったんだ。ある国の人にひどいことされたからって、その国の人間全員を恨むのは乱暴な話だ、ってのと同じなんだなって。……こんなの、めちゃくちゃ当たり前の話なんだけどさ、コハちゃんのお陰でそう思えた。だから、ありがとう」

　朔也はぺこりと頭を下げて、笑みを見せる。

　それは、かつてのものとは違っていた。

　以前は、笑っていても冷ややかなものが潜み、胡う散さん臭くささを感じてならなかったが、今は心から微笑んでいるのが伝わってくる。

　それが嬉しくて、小春の目に涙が滲にじんだ。

「わっ、コハちゃん、どうしたの？」

「な、なんでもない。こちらこそ、ありがとう、朔也くん」

「へっ？」

「朔也くんのお陰で、私も自分の力と向き合えたの。前はね、『こんな力を持ってるから、仕方なく付き合おう』ってどこかで思ってた。それを失くしたと思った時に、そうではなかったことに気付けたから……」

　今となっては、一度封じてもらって良かったと思えるほどだ。

　大切なものに気付けた気がする。

　目頭を指で押さえて、小春が笑顔を見せると、

「うー、コハちゃん、超可愛い。なんかキュンとしたんだけど」

　朔也は拳こぶしを握って、わざとらしく悶もだえるように震えて見せる。

「……そういうことを軽々しく言うところは、あまり好きじゃない」

　小春は冷ややかにそう言って、目をそらした。

「はーい、ごめんなさい。お詫わびと言ってはなんだけど、小春ちゃんの質問になんでも答えるよ」

「質問？」

「そう、『祓はらい屋』のことも含めて、俺に聞きたいことがあるんだよね？」

　朔也はニッと笑って、顔を覗のぞく。

　相変わらず、こんなに至近距離で目を合わせても、思考がまったく読めない。

「あの時、澪人さんが言ってたように私も三善く……朔也くんの力に気付けなかったの。それはやっぱり、拝み屋に気付かれないよう、抑制してきたから？」

　おそらくそうなのだろうが、小春は確認するように尋ねる。

「え、そうなんだ？　賀茂くんだけじゃなく、コハちゃんも気付かなかったんだ？」

　きょとんとする朔也に、小春は戸惑った。

「朔也くん、無自覚だったの？」

「うん、コハちゃんが俺のこと警戒してるのは、てっきり気付いているからだと思ってたよ」

「そうだったんだ……」

　彼が意図せずに、他の者に力を気付かせないようにしていたことを知り、小春は驚きながら相槌をうつ。

　やはり、それだけ怯おびえて、隠して生きてきたということなのだろう……。

「ごめんね、私も聞いちゃうけど、どうして『祓い屋』として無償で祓いまくってたの？」

　愛衣が『これだけは聞きたい』という様子で前のめりになる。

「ああ、あれ、無償じゃないんだ。ちゃんとお金もらってたんだよ」

　簡単に言う朔也に、「ええ？」と小春と愛衣の声が揃った。

「誰に？」

「どこから？」

「どうして？」

「あのサイトから？」

　交互に矢継ぎ早に問う二人に、朔也は顔をしかめる。

「そんな驚くことかなぁ。母さんが拝み屋に狂っていた頃、俺、父さんの実家である京都の三善家に『助けてほしい』って、事情をすべて書いて手紙を出したことがあってさ、そうしたら『今すぐ京都に来なさい』って、言ってもらえたんだ。嬉うれしかったんだけど、結局母さん置いて行けなくて……そうしたら、三善家の祖父母が一度、東京まで来てくれたんだよ。けど、母さんと拝み屋がすごい剣幕で追い返したんだよ」

　朔也は、ふぅ、と息をつく。

「その後、『お母さんをこんな風にさせてしまったのは、自分たちの責任でもあると思うから、必ず力になる。何かあったら頼ってきなさい』って連絡があってさ、そうしたら、母さん、事故で亡くなってしまって……。姉ちゃんは浅草の劇団に入って、役者やったり、絵を描いたり、バイトしたりして生活してたから、とりあえず俺だけ京都に来たんだよ。実家は『三善酒造』っていう酒蔵で、すごく良くしてくれたんだ。高校も、『自分たちの母校だから』って、私立のこの学徳学園に通わせてくれて」

　そう話す朔也に、小春と愛衣は、「へぇ」と相あい槌づちをうつ。

「三善家は表向きは酒造会社だけど、裏では、賀茂家や安倍家のように、陰おん陽みよう稼業をやっていてさ。まぁ、うちは陰陽師じゃなく密教僧だから『除霊師』って言った方がいいのかな？」

　そう話す朔也に、小春は平静な表情で相槌をうつも、愛衣は目を輝かせている。

「けど、大手は賀茂家・安倍家だから、三善家は太刀打ちできない感じだったんだ。ただ、安倍家は気まぐれらしくて、仕事を引き受けたり受けなかったりするらしいんだ。三善家はその安倍家のポジションが欲しかったわけ。それで関係者にだけは分かるであろう、キャンペーンをすることになったんだよね」

　小春と愛衣は、目を丸くする。

「キャンペーン？」

「そう、『三善家は京の町のために、こんなにも日々無償で尽くしていますよ』っていうキャンペーンであり、アピールね。除霊を請け負うサイトを作って、無償で仕事を引き受けたり、それだけじゃなく例の『不思議投稿サイト』に投稿された心霊現象を祓っていこうってことになってさ。『小さな除霊を無償でちまちまやることで、大きな仕事を手に入れよう』って作戦を立てていたわけなんだよ。それで俺たち三善家の人間は、『一件除霊するといくら』って感じで、本家からバイト代がもらえてたわけ。俺としては、妖あやかしを憎んでたから一石二鳥で、大喜びでやってたんだ。趣味と実益というか。だけど、自分が除霊師だってバレるのは嫌だから、ちょっと変装してやってたんだ」

「そ、そんな現実的な話だったの？」

　愛衣は、がっかりしたような声を上げる。

「うん。実際、大きな除霊ってびっくりするようなお金が入るんだよ？　この業界は入札とかあるわけじゃなく、評判がすべてだからね。ちゃんと審査の人間とかもいてさぁ、たとえば、『今の賀茂家は力がある子が少ない』なんてことが分かったら、たちまち他の家に依頼がいったりする世界なんだよね」

「審査の人って？　どうやって審査するの？」

　愛衣の目が途端にきらきらしてくる。

「なんでもね、そういうのを審査する『審神者さにわ』っていう人たちがいるんだって」

「『審神者』っていうのは、力の有無を調べる人のことなの？」

　突っ込んで尋ねた小春に、朔也は首を傾げる。

「俺もよく分からないんだけど、それだけではないみたい。元々、『審神者』っていうのは、神託を受ける人のことだったり、あとは巫女みことかが神託を受けた場合、その啓示が、本当に良い神からのものなのかを判断したりもする役割を持ってるんだって。まぁ、審判みたいな感じで。だから口だけで『うちの一族には能力のある人間が揃ってます』なんて出まかせを言っても通じないみたいだよ」

　ほぉ、と小春と愛衣は、洩もらす。

　賀茂家の本家のこともよく分かっていなかったけれど、さらにそんなシステムがあったとは、と小春は相槌をうちながら、かつての澪人の言葉を思い出した。

『賀茂家に養子にきてもろて、僕の妹になってもらえたらて、ほんまに思う』と言っていたことを……。

　あれは、賀茂家の力を強固にし、評判を維持するためでもあったんだ。

　スポーツで有名な私立高校が、強い部員の勧誘に力を入れるのと似ているのかもしれない。

「…………」

　今さらながら落ち込むのを感じ、小春は目を伏せる。

　だがそれも、彼が賀茂家を一身に背負っていた頃の話だ。

　九死に一生を得てからの彼は変わった。

　拝み屋の家庭教師に、と申し出てくれたのも、きっと賀茂家のためというだけではなかったと思う。

　何より、どんな感情であれ彼が自分のことを考えてくれて、親身になってくれたのは、紛れもない事実だ。

　あの時、朔也の胸倉をつかんだ澪人の姿が頭を過よぎる。

　自分は間違いなく、とても素敵な人を好きになったのだ。

　小春は顔を上げて、微かすかな笑みを浮かべた。





二






　澪人は白い上衣に黒くろ袴ばかまの弓道着で、弓を手に姿勢を正す。

　ここは、上賀茂の賀茂邸だ。祇園の櫻井家では『素す引びき』をしていた澪人だが、ここには二十八メートル先に的があり、しっかりと弓構えをして矢を放つ。

　見事、矢は中心を射い貫ぬき、澪人は、ふぅ、と息をついた。

「お見事だね、澪人」

　パチパチと手を叩たたく音に顔を向けると、和人が縁側に座り、拍手をしていた。

「兄さん、お帰りやね。東京はどうでした？」

「うん、さすがにくたびれた」

「ほんで、姉さんは？」

　澪人は弓を置いて、腰に手を当てる。

「姉さんは記者会見をするまでは、マネージャーさんのマンションで過ごすことになったから、送り届けてすぐ別れたんだ。なんでも、あの監督は『今回の騒動は、注目度も高くなって、いい宣伝だ』って笑ってたみたいだよ」

「なかなか、図太いお人やね。兄さんは、その後、東京観光ですか？」

「観光はほんの少し。後は、東京の医大に顔を出したりしてたんだ。どうせなら、もっと楽しんできたかったとも思うんだけど、姉さんがあんな状況だし、楽しめる気もしなくて」

　和人は、そう言って肩をすくめる。

「そら、ほんまにお疲れ様やね。下鴨の家でゆっくりしてたらよろしかったのに」

「姉さんも心配だけど、弟も心配だったし」

「──僕ですか？」

　澪人は、自分を指差した。

「うん。この前は、小春さんとちゃんと話せた？」

　微笑んで尋ねる和人に、澪人は動きを止めた。

「そら、どういうことですか？」

「どういうことって、あの日は、小春さんと澪人を会わせるためにセッティングしたんだけど？」

「…………」

　澪人は絶句して、和人を見る。

「あれ、珍しく予想外だったんだ？　澪人を驚かせることができたなんて嬉しいな。いつも千里眼かと思ってた」

「なんでそないなことを？」

「自分は、澪人みたいに特別な力はないんだけど、人の色恋には敏感でね。ちょっと勘が働いて。小春さんと何かあったんだよね？」

「……なんや、いやらしい勘やね」

　澪人は、呆あきれたように肩をすくめる。

「勘は当たってた？」

　目を輝かせて身を乗り出す和人に、澪人は背を向ける。

「当たってても当たってへんでも、大きなお世話やね。そんなん第三者が首突っ込むことちゃいますし」

「自分はそうは思わないんだよね。だって、『糸』ってさ、勝手にぐちゃぐちゃに絡まるけど、それを放っておいてもほどけることはないよね。それは人も一緒で、第三者のお節介が必要な場合もある」

　うんうん、と頷うなずく和人に、澪人は、やれやれ、と頭に手をやる。

「……兄さんは、なんや勘違いしてはる」

「そうかな？　澪人があの家を出てきたのは、二月十四日の朝だから、バレンタインに小春さんに告白されて、澪人が断って居づらくなって帰ってきたのかな、と思ってたんだけど」

　そう話す和人に、澪人は何も答えない。

「澪人はどうして、拒否したの？」

　優しく問いかける和人に、澪人は大きく息を吐いた。

「どうして、って。前にも話しましたが、僕はあの子をそんな風に見たことあらしまへん」

「本当に？」

「ほんまにです」

　再び弓を手にする澪人に、和人は「ふぅん」と頰ほお杖づえをつく。

　澪人はゆっくりと弓を構えた。

「それじゃあ、これから澪人に遠慮することなく、あの子を誘ってもいいかな？」

　その言葉と同時に放たれた矢は、明後日あさつての方向へと飛んでいき、木の幹に刺さった。

「あれ、見事に外れたね」

「……放つ瞬間に声をかけるからや」

　澪人は表情を変えずに、新たな矢を手にする。

「兄さん、小春ちゃんを気に入ったんですか？」

「うん、なんだか雰囲気の良い子だなぁ、と思って。『医大生』なんてやっていると、色眼鏡で見られることが多くてさ。いつもがっかりされる僕のレモン色の軽自動車であんなに嬉うれしそうにしてもらえたのは初めてだよ」

「僕の、って。あれは僕と兄さんのや。僕かてちゃんと月賦で支払ってるんやけど」

「ごめんごめん、そうだった。だって澪人はスクーターばかり乗って、全然車に乗らないから」

「兄さんが使わはるから、遠慮してただけや」

「そこだよ、澪人の悪いところ」

　ぴしゃりと言う和人に、澪人は眉まゆ根ねを寄せる。

「『悪いところ』は言い過ぎかな。そうやって、なんでもすぐ遠慮するのが、澪人の良くないところだよ。澪人だって、同額の支払いをしてるんだから、使いたい時に使えばいいのに」

「……そもそも、僕はそんなに車を使わへんし」

　目をそらす澪人に、和人は、微かに眉まゆを下げる。

「話を戻すけど、僕が小春さんにアプローチするなんて、澪人としては複雑かもしれないけど、これも縁かもしれないと思うんだ。いいかな、澪人」

　と、まっすぐに見る和人に、澪人は再び弓を構える。

「好きにしたらよろし……」

「怒ってない？」

「そんなんやあらしまへん、ほんまに。兄さんがほんまにそう思うんやったら、ええ思います」

　澪人は小声で洩もらし、矢を放つ。

　その矢は、今度は中心を射貫いた。

「お見事」

　和人は、小さく拍手をした。

「なんだ、勘が外れたなぁ」

「兄さんも姉さんも、あんまり勘はよろしないし」

「霊感はね。でも、人の色恋には、敏感なんだけどなぁ」

「そらなんや、ほんまにいやらしい勘やね」

「澪人が恋をしてると思ってたんだけど。もしかして、澪人には、他に想う人がいるのかな？」

「僕はそういう話は苦手やし、少し休みます」

　澪人は弓を置き、縁側から屋敷内に入り、まっすぐ自分の部屋に向かう。

「あっ、澪人、もっと話をしようよ」

　そんな和人の声を背中に聞きながら、足を止めることなく部屋に入り、すぐに襖ふすまを閉めて、ごろんと畳に横たわった。

　──澪人が恋をしてると思ってたんだけど。もしかして、澪人には、他に想う人がいるのかな？

　兄の言葉を反はん芻すうし、澪人はそっと目を瞑つぶる。

　目を閉じると、再び、かつての出来事が鮮明に浮かんできた。
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　それは、蒸し暑い夏が終わり、涼しい風が吹き始めた秋の初め。

　自分は、新たな仕事を仰せつかるために、宮中に呼ばれていた。

　御お車くるま寄よせから、諸大だい夫ぶの間へと通される。

　見事な襖絵を眺めていると、左大臣が訪れ、こう告げた。

『──左近衛大将には、引き続き賀茂の斎さい院いんの世話に加えて、これから野のの宮みやの斎さい王おうの世話を頼みたい』

　その言葉に、左近衛大将である自分は深く頭を下げる。

　二つ返事で引き受けたものの、心の中は憂ゆう鬱うつだった。

　賀茂の斎院の世話役を務めて、半年。

　女子のお守りは、苦手だと感じていた。

　特に、斎王となる者は、宮中で持て囃はやされていた内親王だ。

　急に俗世を離れて神に仕えることとなった、その抑圧は相当なものらしい。

　世話役となると、そのうっぷんのすべてをぶつけられることが多く、先日も、早く宮中に戻りたい、と泣き喚わめく姫を一日慰めていた。

　とはいえ、あまりの環境の変化に同情する気持ちもある。

　それまで、蝶ちようよ花よ、と何不自由なく生活してきた姫君が、神に仕えるために俗世を離れることとなるのだから。

　自分は、穏やかな人間だと自覚している。

　線で引いたような細い目はいつも笑みの形を作っていて、腹立たしいことがあっても、滅多に怒ることがない。

　こんな自分は、斎王の世話役には適任なのだろう。

　一人でも持て余していたというのに、もう一人受け持たなくてはならないとは、と苦笑する。

　何より、もう一人のその斎王は、西北の山荘で暮らしていたという先帝の落とし胤だね。

　おそらく、今回の卜ぼく定じようがなければ、系譜にも載せられなかったであろう姫君であり、異例の三人目の斎王である。

　どうしてこのようなことになったかというと、すべては天才と誉れの高い陰おん陽みよう師じ・安倍氏の進言によるものだった。

　安倍氏自らの卜定により、忘れられていた姫君・玉たま椿つばきは、御所へと戻され、これから嵯さ峨が野のの野宮に行くのだ。

　姫君である証は、その血だけ。

　ちゃんとした教育も受けていないのだろう。

　自分が彼女を補佐し、支えていかなければならない。

　さらに仕事が増えそうだ。

　──任を受けた時は、そんな風に杞き憂ゆうしていた。

　だが、三人目の斎王に選ばれた玉椿姫は、自分が想像していたのとまるで違っていた。

　彼女には、宮中を離れ、ひと気のない山荘でひっそりと暮らしていたとは思えぬ気品があり、なおかつ高慢さがまるでない。

　とても柔らかく、透明感のある女性だった。

『……山荘では、不自由なことも多かったでしょう』

　初対面時、自分はそんな労ねぎらいの言葉を掛けた。

　かける言葉が見付からなかったが故の、社交辞令のようなもの。

　すると、姫は『いいえ』と迷いもなく答える。

　その返答に、とても驚いた。

　てっきり父である先帝への恨みつらみや、自分の境遇についての不満が出てくると思っていたからだ。

『不自由はなかったのですか？』

　確かめるように尋ねると、彼女は『はい』と頷うなずいた。

『裕福ではありませんでしたが、不自由ではありませんでしたよ』

『ですが、あたご山の麓ふもとは寒かったでしょう』

『ええ、ですが、夏はとても涼しく、山や川を眺めながら散歩をし、木陰で書物を読み、景色を眺めながら歌を詠むのが日々の楽しみでした』

『……そう、ですか』

　思いもしない返答の数々に圧倒されていると、

『左近衛大将殿、お気遣い、ありがとうございます』

　姫は、優しい口調でそう言う。

　御み簾す越しからも、ふわり、と微笑んだのが分かる。

　驚く間もなく、彼女はそっと口を開く。

『わたくしはこの通り、山育ちの田舎者で、何かと至らないところもあると思います。ですが、なるべくご迷惑をかけぬようつとめたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします』

　そう言って、深く頭を下げる玉椿姫を前に、自分は言葉を失くしていた。

　何かが、胸にこみ上げる気がした。

　甘くて、ほんの少し苦しい何かが……。

　何の反応もしない自分に、彼女が少し不思議そうにしているのが分かり、慌ててこちらも頭を下げ返す。

『いえ、こちらこそ、どうぞよろしくお願いいたします』

　良かった、と自分は安あん堵どしていた。

　選ばれた斎王が姫のような方で良かった──、この時はそう思っていた。
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　弓道着のまま畳の上に横たわり、ぼんやりと天井を眺めていた澪人は、人の気配で我に返った。

　そっと体を起こして、息をつく。

「兄さん、まだ何か用ですか？」

　襖ふすまに向かってそう尋ねると、

「今、ノックしようと思っていたところだよ、さすがだな」

　和人はいたずらっぽい笑みを浮かべて、襖を開けた。

「……どうしはりました」

「今から祇園の櫻井家に東京のお土産を持っていくんだけど、何か言付けはないかい？」

「……祇園に」

　澪人はぽつりと零こぼして、黙り込み、額に手を当てる。

「何もないなら良いいんだけど」

　それじゃあ、行ってくるね、と襖を閉めようとする和人に、

「兄さん、かんにん、お願いがあるんやけど」

　澪人は顔を上げて、そう言った。





三






　三月十八日──。

　──春を迎えた祇園は、華やかに賑にぎわっている。

　宗次朗が東京から戻っていない今、学校が春休みに入った小春が、和雑貨店『さくら庵』の手伝いを精力的にこなしていた。

　これから桜の季節ということで、店内も今、桜一色だ。

　桜の柄が入ったかんざしに、桜柄の和傘。

　タペストリー手ぬぐいは桜の下の舞まい妓こさんの絵であり、ガマ口の財布も、風ふ呂ろ敷しきも桜と、とても春めいている。

　胸が弾むが、やはり宗次朗がいない寂しさもあった。

　それは、小春だけではなかったようで……、

「──あの、今年は桜さくら餅もち売ってないんですか？」

「それに、もしかして、和菓子はもう置かなくなったんですか？」

　店内におずおずと入ってきた若い女性二人組が、ためらいがちに口を開く。

　現在、何も入っていない和菓子用ガラスショーケースには、『和菓子はお休み中です』という張り紙をしている。

　最近は、宗次朗の春の和菓子『秘密入り桜餅』を楽しみにしていたお客さんが次々に訪れては、がっかりして帰っていくことが続いている。

「職人が浅草に出張に行っておりまして、和菓子もお休みさせていただいていますが、帰ってきましたら、また販売を始めますよ」

　小春がそう説明すると、彼女たちは、良かった、と顔を明るくさせた。

「でも、浅草に『出張』ってどういうことですか？」

「浅草にも『さくら庵』があるんですか？」

　さらに突っ込まれて、小春は苦笑した。

「出張というか……彼の師匠が浅草にいまして、会いに行ってるんです」

　そう答えると、彼女たちは「へぇ」と洩もらす。

「職人さん、いつ帰ってくるんですか？」

「いつかは、まだ分からないんですが」

「本当に帰ってきますよね？　浅草のお師匠さんのところから戻ってこないってことはないですよね」

「はい、それはもちろん」

　彼女たちの必死さに、笑みが零れてしまいそうになるのを堪こらえながら、小春が頷くと、二人は「良かったぁ」と手を取り合っている。

　そして、何も買わずに帰るのは申し訳ないと思ったのか、彼女たちは桜柄の便びん箋せんを購入して、店を出ていった。

「ありがとうございました」

　小春は接客を終えて、吉乃の方を向く。

　吉乃は木製カウンターの前に座って、縫物をしていた。

　どうやら、得意の御守を作っているようだ。

「私も宗次朗さんがいなくて少し寂しく思ってたけど、お客さんも同じだったみたいね。すぐ帰ってくると思うのに」

　ふふふ、と笑うと、吉乃は苦笑して、首を傾げた。

「そやろか」

　えっ？　と小春は聞き返す。

「なんや、宗次朗、帰ってきぃひんかもしれへん」

　囁ささやくような吉乃の言葉に、小春は瞬まばたいた。

「ど、どうして？　宗次朗さん、帰ってこないようなことを言ってたの？」

「言うてへん。そやけど、杏ちゃんの側にいてあげたい思うんちゃうやろか。それに、宗次朗は祇園より浅草が好きやろ。今んとこ、ここにはあんたがいて、私一人ちゃうし、ほんで、このまま帰ってきぃひんのとちゃうやろかて」

「──や、そんな、まさか」

　小春は狼狽うろたえたものの、吉乃が少し弱気になっていることを感じた。

　強がっていても、喧けん嘩かばかりしていても宗次朗の存在をとても頼もしく思っていたのだろう。

　もしかしたら帰ってこないのかもしれない、という不安からの言葉であるのを感じ、空気を変えようと顔を上げた。

「すぐ帰ってくるよ。それよりお祖母ばあちゃん、御守作ってるの？」

　明るい口調で尋ねると、「そうやで」と吉乃は頷うなずく。

「桜柄で可愛いね」

「ひとつあげよか」

「うーん、でも、御守とかって、おみくじ同様、自分のお金で払ってこそらしいし」

　小春は以前、澪人に教わったことを反はん芻すうした。

　おみくじは自分のお金で買ってこそ、という話をした帰り道に、御守、お札、厄払い等も、なるべく自分のお金で払った方が良いと教わったのだ。

「ほんなら、バイト代から御守代引いとくし」

　ニッと笑う吉乃に、小春も頰を緩ませる。

「ありがとう。それじゃあ、ひとついただきます」

「おおきに。待っててな」

　吉乃は手早く御守を仕上げ、「はい」と小春に差し出す。

「毎度あり」

「ありがとう。これは、なんの御守？」

「そら、春やし。恋の御守やね」

「こ、恋の！」

　小春の頰が、瞬時に熱くなった。

「恋はできるんやったら、いっぱいしたらええし」

　優しく微笑む吉乃に、小春は返答に困って、曖あい昧まいな笑みを返した。

　まるで、早く新しい恋をしなさい、と言われているようだ。

　小春は居たたまれないような気持ちで、スカートのポケットに御守を入れる。

　いつもは小豆あずき色の作さ務む衣えだが、今日はたまたま私服にエプロンだ。

　恋、か……と小春は遠くを見るような目をする。

　そもそも恋は、しようと思ってできるものなのだろうか？

　ため息をついた、その時、

「こんにちは」

　爽さわやかな声が、店内に響いた。

　顔を上げると、和人が暖簾のれんをくぐってきている姿が目に入る。

「あ、和人さん」

　小春が、ぽかんと洩らすと、

「和人ちゃん、いらっしゃい。東京から帰ってきたんやね」

　吉乃が、くしゃっとした笑顔を見せる。

「はい、帰ってきました」

「車で東京から京都までは、疲れたやろ」

「ええ、やっぱり疲れましたね。特に僕の車は小さいですし」

「あ、杏奈さんは大丈夫ですか？」

「ええ、今はマネージャーさんと一緒にいて、制作発表まで待ったをかけられているみたいで、ちょっとイライラしてるっぽいですけど」

　和人はそう言って、苦笑した。

「そうでしょうね……」

　ネットでの悪評は、今も続いている。

　主役を降ろせ、という声が後を絶たない。

　事実じゃないなら、早く釈明しろという声も多い。

「それはそうと、あらためまして、本当にこの度はお世話になりました。これ、東京のお土産です」

　和人は紙袋の中から、菓子折りを取り出して、吉乃の前に差し出した。

　箱には『日に本ほん橋ばし錦にしき豊ほう琳りん』と書かれている。

「もしかして、かりんとうやろか」

　吉乃は箱を見るなり、目を輝かせた。

「はい、お口に合えば良いのですが」

「大好きやで、おおきに」

　吉乃はとても嬉うれしそうに、菓子折りを手に目を細める。

　祖母は本当に、お菓子が大好きだ、と小春がしみじみ思っていると、

「それは良かったです」

　和人も、嬉しそうに微笑んでいた。

　それにしても、今日は良い天気ですね、と他愛もない話をするうち、和人は「そうだ」と、小春に顔を向けた。

「小春さん、少し休憩を取れるようなら、円まる山やま公園に散歩に行きませんか？」

　それは、八坂神社の隣にある公園だ。

「円山公園に？」

「ええ、今年は早くも、あそこの枝垂れ桜が咲き始めたそうですよ」

　小春が、ええと、と戸惑っていると、吉乃がぽんっと背中を叩たたいた。

「ええよ、行っておいで、小春。あんたはずっと店の手伝いをしてくれてるさかい、遊んで来たらよろし」

　吉乃に背中を押され、小春は「それじゃあ」と頷いた。

　小春はエプロンを外して、和人と共に『さくら庵』を出て、円山公園に向かう。

　円山公園は、『さくら庵』からは、徒歩で行ける距離だ。

　春休みの四し条じよう通どおりの人出はとても多いが、お祭りのようで楽しい気持ちになる。

「すごい人だなぁ、祇園に住むって、毎日がお祭り気分？」

「いえいえ、『さくら庵』は四条通沿いとは違いますし。ちょっと用事があって、こうして四条に出たら圧倒されますよ」

「そんなものなんですね」

　愉たのしげに相あい槌づちをうつ和人の横顔を見ながら、小春は不思議な気持ちになる。

　そう、前世の結婚相手とこうして歩いている。

　かつては、嫌々ながらの結婚だったというのに、こうしていて不快感はまるでない。

　かといって、ときめきがあるというわけではないのだけど……。

　そういえば、かつて祖母も素敵な人にときめいて失恋して、祖父と出会ったのだ。

　前世は、宮みや様さまにときめいて、その想いは砕かれていたわけで、ときめく相手とは、幸せになれない宿命にあるのかもしれない。

　小春は円山公園まで歩きながら、澪人の顔を思い浮かべ、自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる。

　円山公園は、回遊式日本庭園を模して造られた公園だ。

　京都市で一番古い公園であり、北に知ち恩おん院いん、南に高こう台だい寺じ、東に東ひがし山やま、西に八坂神社と囲まれている。

　そんな円山公園は、小春にとって馴な染じみの公園だった。

　祖母の家に遊びに来るたびに、暇を持て余すと円山公園に行っていた。

　公園内には飲食店や屋台もあり、祇園の町に共通して言えることだが、ここもいつもお祭りのような楽しい雰囲気に包まれている。

　小春は、和人と共に公園内に入り、懐かしいな、と目め尻じりを下げる。

　自然の丘陵を利用して造られた渓谷に池や噴水、野外音楽堂があるこの公園の一番の見どころは中央にある枝垂れ桜だろう。

　春休みが始まっているということで円山公園内──特に枝垂れ桜の周りは人で賑にぎわっていたが、その桜は高台にあるため、少し離れたところからでも眺めることができた。

　まだ花は六分咲きだが、堂々としている枝垂れ桜のどこか神秘的な姿は、まるで神の姿の現われのようだ。

　大きな枝垂れ桜を少し離れたところから仰ぎ、「綺麗」と小春が洩もらすと、隣に立つ和人が「本当ですね」と頷うなずく。

「綺麗だな。円山公園の枝垂れ桜が咲いているのを見るのは、初めてなんですよ」

　その言葉に小春は、「えっ？」と瞬まばたく。

「初めて見たんですか？」

「テレビでは観たことがあるんですが、実際に見るのは初めてです」

「和人さんは、京都育ちですよね？」

　確認するように問う小春に、和人は少し笑って頷く。

「ええ、そうですよ。京都人は意外とこういう観光名所には来ていなかったりします。人ごみも苦手ですし」

　そう話す和人に、小春は『そんなものなんだ』と相槌をうつ。

「小春さんは、見たことがありましたか？」

「はい、春休みにお祖母ばあちゃんの家に遊びに来ると、よくこの公園に来ていたので」

「そうだったんですか。慣れた公園だったわけなんですね」

「ええ、割と馴染みの公園で」

　小春は、ふふっと頰を緩ませる。

「小春さんは去年の春……桜が終わった頃にここに来たと聞いていたので、見たことがないのかと勝手に思っていました」

　失敗、と自分の頭に手を乗せる和人に、小春は首を振った。

「円山公園に来るのも、この枝垂れ桜を見るのも久しぶりなので、来られて良かったです。子どもの頃見るのと、今見るのとでは感覚が違っていて……」

「……どんな風に違って感じますか？」

　突っ込んで尋ねてきた和人に、小春は「え、ええと」と身を縮める。

「ああ、すみません、そんなことを聞かれても困りますよね」

「あ、いえ、なんていうか、子どもの頃は『綺麗だな』としか思ってなかったんですが、今こうして見ると、とても神々しさを感じるんです」

　小春は枝垂れ桜に目を向けて、そう言う。

　和人も、うん、と頷いた。

「神々しいというのは分かる気がします」

「それに、『雅みやび』ですよね。子どもの頃はこの桜を見ても『雅だ』なんて思わなかったなって」

「たしかに、『雅だ』と感じるのは、大人の感覚かもしれませんね。この枝垂れ桜、うちの弟を思わせませんか？」

　そう問われて、小春はパチリと目を開いた。

「澪人さんですか？」

「ええ、神秘的で雅な感じが」

「……いえ、なんていうか、私の中では、澪人さんは桜というより、梅の花なんです。なので、枝垂れ梅という感じです」

　どちらかというと、枝垂れ桜は、前世を共にしていた驪リ龍リヨウのイメージかもしれない。

　美しく、神秘的で、大きく堂々としていた。

「なるほど、澪人は桜ではなく、梅かぁ」

「はい、澪人さん、梅の薫りもしますし」

「梅の薫り……そうでしたか？」と、和人は首を傾げる。

「えっ、とても薫っているじゃないですか。梅の香り袋も持ってますし」

　小春は戸惑いながらそう言う。

　近寄るだけで、梅の薫りに包まれるというのに……。

「澪人が吉乃さんの梅の香り袋をもっているのは知ってますが、鼻を着物に近付けないと分からないくらいじゃないかと……あっ、すみません」

　和人は、しまった、とばかりに口に手を当てる。

　まるで、澪人と小春が、『鼻を着物に近付ける距離の間柄だった』と勘違いしているようだ。

「い、いえ、そんなに接近してないですよ。宗次朗さんもよく『梅の匂いがしてる、あいつ来てたな！』とか言ってましたし」

　そこまで言って、小春はハッとした。

　もしかしたら、澪人の梅の薫りを感じるのは、自分たちだけなのだろうか？

　それは彼の持つオーラのひとつと言っても良いものなのかもしれない。

　思えば、自分の力を封印されていた時には、彼の側にいても梅花の薫りを感じていなかったように思える。

　梅の薫りが、彼のオーラのようなものだとしたら、やはりなんて雅なんだろう。

　そう思った瞬間、胸がキュンとした。

　だが、すぐに、今も彼にときめいてしまう自分に対し、苦い気持ちになる。

「せっかくだから、枝垂れ桜の写真を撮ろう」

　隣でスマホを手にする和人に、小春は我に返った。

　自分も写真を撮ろうかな、と思っていると、和人がスマホを手にしたまま固まっていた。

　真剣な目で、画面を覗のぞき込むように見ている。

　まるで、とても深刻な連絡がきたかのような顔に、小春は戸惑った。

「……和人さん、何かありましたか？」

「小春さん、大変だ」

　和人は勢いよく顔を上げてそう言った。





四






　それは、小春と和人が、『さくら庵』を出ていき、数分後のこと。

　丁度、客が引けたことで、吉乃がほっと一息ついていると、新たな人の気配に姿勢を正した。

　他の者よりも強い気配に、『誰やろ』と吉乃は怪け訝げんに眉まゆを寄せる。

　その時、

「──こんにちは」と、澪人が、店に顔を出した。

「誰か思たら、澪人ちゃんやないの。さっき和人ちゃん、来てはったんえ」

　藍あい色いろの着流し姿で風ふ呂ろ敷しきを手にしている澪人の姿に、吉乃はパチリと目を開く。

「──はい、知ってます」

　すべて分かっている様子で頷く澪人に、吉乃は何かを察して口を噤つぐんだ。

「……吉乃さん、お礼が遅くなってほんまにすみません。期間にして一か月半くらいやろか、お世話になりました。櫻井家での生活、とても楽しかったです。ありがとうございました」

　深く頭を下げた澪人に、吉乃はそっと首を振る。

「こちらこそや。澪人ちゃんには、えらい手て伝つどうてもろて助かったし、ほんまにおおきに。またいつでも来てや」

　吉乃はそう言って、にこりと微笑む。

「おおきに、吉乃さん」

　澪人は笑みを返すも、すぐにばつが悪そうに目を伏せた。

「ほんで、小春ちゃんを傷つけてしもて、すみませんでした」

　そう言った澪人に、吉乃は納得した様子で相あい槌づちをうつ。

「……それを伝えるのに、和人ちゃんに小春を連れ出してもろたんやね？」

「そうです」

「そんなん、仕方がないことや、謝ることあらへんし。澪人ちゃんが小春に対して、ようしてくれてたけど、なんや心を閉ざしてるんは気付いてたし」

　小さく息をついて言う吉乃に、澪人は意外そうな目を見せる。

「僕が小春ちゃんに心を閉ざしている……って、吉乃さんは見たはったんですか？」

　吉乃は、そうや、と頷く。

「澪人ちゃんは、昔から自分の周りに壁を作っていた子やけど、小春にはさらにそれが強かったし。それがなんでか分からへんけど、きっと理屈抜きで小春には心開けへんのやな、て思うてたんや。それは先天的なもんや思うてたんやけど」

　吉乃はゆっくり話したいと思ったのだろう、「今日は早いけど、店仕舞いや」と他の客が入る前に、暖簾のれんを外す。

「僕のために、暖簾までしもてもろて、かんにん。なんや僕、営業妨害やね」

「ええよ、私が気になっていたことやし、しっかり話したかったんや。澪人ちゃんは、小春に心を閉ざしながら、ほんでも小春の側にいようとしていたのが不思議やって。それは、なんでなん？」

　暖簾を片付けるなり振り返ってそう問う吉乃に、澪人は言葉を詰まらせた。

　黙ったまま、カウンター前の椅子に腰を下ろし、

「小春ちゃんと初めて会おうた時、僕はここに座ってましたね」と懐かしむように目を細める。

　吉乃は何も言わずに、澪人の言葉を待った。

「……それは、僕もずっと分からなかったんです。あの子に初めて会うた時から、はっきりではないんやけど、『心を開いたらあかん』て感じてたんや。そん時は、自分の寿命が短いことも関係してるんや、て思うてた」

　澪人は吉乃に話しながら、途中から独白するように洩もらす。

「『心開いたらあかん』て感じる相手である小春に近付いたんはなんでや？　賀茂家のためだけやないやろ」

「はい、そうやあらしまへん。正直言うと、初めて小春ちゃんに会うた日は、賀茂家のために来ました。『東京に住む吉乃さんの孫娘が、学校行けへんようになってしもて吉乃さんのところに来る』て話を耳にした時は、絶対に賀茂家の力を継承していると思いましたし、どんな力を持ってるんか知りたかったし、何より力の強い子やったら、賀茂家に仕えてもらえたら、て思うてました。審神者さにわの査定前やったし、そんな下心あってのことでした。ほんまにすみません」

　澪人は、心底申し訳なさそうに頭を下げる。

「ええよ、私は最初から知ってたし。宗次朗は怒ってたけど」

「やっぱりですか」

「そうや」

『小春を「確認」しに来たに決まってるだろ。ったく、人を値踏みするみたいに……いやらしい連中だな』

　吉乃が、その時の宗次朗の言葉を伝えると、澪人は苦笑した。

「そやけど、それは最初だけや。小春ちゃんに会うたびに、『力になりたい』て思うてました。……きっと僕は、前世からの因縁があるんやと。多分、前世で小春ちゃんにとても世話になって、その恩返しをしたい思うてるんちゃうか、て思うてました」

「そうやったん？」

「……どうやろ」

　澪人は、微かすかに笑う。

「ほんで、澪人ちゃんは小春との因縁が分かったんやな。それに気付いたキッカケはなんやったん？　同じ屋根の下に住んだからやろか？」

　身を乗り出して尋ねる吉乃に、澪人はそっと目を伏せる。

　それについては何も答えず、「そうや」と顔を上げた。

「吉乃さん、あのオルゴールのシリンダーって、今はどうしたはります？」

「オルゴール？」

「観覧車オルゴールに載せられなかった、初恋の思い出のシリンダーです」

　吉乃は、ああ、と相槌をうつ。

「あれ、シリンダーだけやったし、それもなんや可哀相やな思うて、ちゃんとオルゴールにしてもらったんやで」

　へぇ、と興味深そうに洩らした澪人に「ちょっと待っててな」と吉乃はいそいそと二階に上がったかと思うと、すぐ戻ってきた。

　手の中には、金に縁取られた臙えん脂じ色いろの小箱があり、

「これやねん、綺き麗れいやろ」

　澪人の前に出して見せる。

「ほんまに綺麗やね。宝箱みたいや」

「そうやねん。ヨーロッパの宝箱みたいでええやろ」

　吉乃は得意気な笑みを見せたかと思うと、ばつが悪そうに肩をすくめる。

「そやけど、また、ずっと押し入れの引き出しの中にしもてるんや。あんまり、ええ思い出とちゃうし」

「……そうですか。そうやね、悲しい思い出が蘇よみがえるのは、嫌やね」

　澪人は小箱に目を落とし、吉乃を見た。

「吉乃さん、このオルゴール、もし良かったら僕に預からせてもろてもええ？」

「ええけど、また調べものかいな」

　少し警戒したような目を見せる吉乃に、澪人は首を振る。

「ちゃいます、ただ、預かりたいだけやし」

「ええよ。品物はしまわれてるより、飾ってもろたり、使つこうてもろた方がええし。これは、あんたにあげる」

　吉乃はそう言って、澪人の掌てのひらに小箱を置いた。

「……おおきに」

　澪人は小声で囁ささやいて、オルゴールを包むように持ち、柔らかく微笑んだ。

「ほな、帰ります。ああ、これ、渡すの忘れてました。『鶴つる屋や』の羊よう羹かんです。『とらや』もええけど、こちらもなかなかええと思うて」

　澪人は風ふ呂ろ敷しきをほどいて、菓子折りを取り出す。

「おおきに。『鶴屋』も大好きや。和人ちゃんとどこかで待ち合わせしてるんか？」

「──いえ、兄には、自分は先に帰ると伝えてあります」

　澪人はそう言って会釈をし、『さくら庵』を後にしようと背を向けると、外から勢いよく駆けてくる足音が聞こえてきた。

　吉乃と澪人が「なんや？」と外に目を向けたその時、小春と和人が店に飛び込んでくる。

「よ、吉乃さん、テレビ」

「お祖母ばあちゃん、テレビつけて！」

　息を切らしながらそう言う和人と小春の二人に、

「なんやねん」

　と、吉乃と澪人は、声を揃える。

「姉から連絡が来たんです。午後三時半から……これから記者会見を開くって」

　和人が言い終わらないうちに、

「そら、大変や。はよ、みんな二階の居間に集まり」

　声を上げた吉乃に、皆は頷うなずいて階段を上がっていく。

　いち早く居間に着いた小春は、すぐにテレビをつけた。

　ちょうど、記者会見の模様が放送されるところだった。

　画面の向こうには、よくワイドショーで観る、『記者会見場』が設けられている。

　まだ杏奈の姿はなく、小春は息を吞のみながら、その場に正座する。

　まるで自分が、これからあの場に立つかのような緊張感を覚え、心臓がバクバクと音を立てていた。

　吉乃も和人も澪人も、真剣な表情で画面を食い入るように見つめている。

　時間にして僅わずかなものだが、杏奈が登場するまでが、とても長く感じられた。

　画面に杏奈の姿が現われた時、

「出た！」

　と、吉乃と小春は二人揃って声を上げた。

「吉乃さんも小春さんも、お化けが出たみたいですね」

　くすりと笑う和人に、澪人も微かに笑う。

「兄さん、この二人はほんまのお化けが出てもこんな声は上げへんし」

　四人はほんの少し頰を緩ませて、すぐに画面に集中した。

　杏奈は、真っ赤なワンピースを着ていた。

　やや、短めの膝ひざ上うえ丈たけの裾すそからは、白くて長い、美しい脚が伸びている。

　不倫の釈明記者会見には、不適切とも思える華やかな装いだが、それは、事実無根が故の杏奈の意思表明にも見えた。

　艶つややかなおかっぱの黒髪に、目力は相変わらずで、その美しさに周囲が思わず気け圧おされたのが分かる。

　眩まぶしいフラッシュの中、杏奈はマイクを手に、しっかりと報道陣を見据える。

『皆さま、今日はお忙しい中、お集まりいただき、ありがとうございます』

　はっきりとした口調で挨あい拶さつをする。

『ここずっと、報道されている、桐谷監督との不倫疑惑。それはすべて事実無根です。私は演技指導を受けるために監督のマンションを訪れ、鍛えていただいておりました。あの写真は、その時に撮られたものです』

　杏奈が言い終わると、すぐに記者が声を上げる。

『それじゃあ、どうして、今まで黙っていたのですか？』

『映画の主演が決まった後に、こうした記事が出て、どうして良いか分からなかったんです。事務所と相談をしまして、これは事実ではありませんし、少ししたら誤解が解けるのではないかと。ですからそれまで変に騒ぎ立てない方が良いかと思っておりました』

　杏奈はそこまで言い、『いいえ』と首を振る。

『……今のは、表向きの理由です。本当は怖くて仕方がなかったんです。今まで私は、駆け出しのモデルで、何か悪評が出たとしても、その規模は小さなものでした。桐谷監督に抜ばつ擢てきしていただいて、一夜にして私の周囲は変わりました。そして、この報道でまた私の世界は一転しました。まるで世界中が私の敵になったように感じて、怖くて仕方がなかったんです。もう、悪く言われなくなるなら、何もかもがどうでも良くなるくらい怖くて、隠れるようにしてしまいました。私は「強い女」に見られがちですが、本当は小心者です。お調子者で臆病で、人に嫌われたくない、そんな人間で、だからパニックを起こして、逃げてしまっていました』

　杏奈はそこまで言って、息を吸い込む。

『だけど、怖くても、嫌われても、失いたくないものがあります。私は今まで「夢」のためにがんばってきました。桐谷監督に選んでいただけたという、チャンスを逃したくはありません。なので噂が消え去るのを黙って待つのではなく、きちんとお伝えしたいと思ったんです。監督は制作発表の時で良いと言ってくださったのですが、制作発表は、私だけではなく、たくさんの関係者にとって大事な場です。私の噂話の話題ばかりになるのは耐えられないと思い、そのことを監督にお伝えしたうえで、私は今、この場におります』

　小春はテレビの前で、よく言った、と強く相あい槌づちをうつ。

　だが、記者はここで引き下がらない。

『今回はそのね、「夢」のために、あなたは桐谷監督に体を張ったのではという下世話な噂が流れているんですよ。不倫ではなく、「枕営業」だとね。それについては、どう思われますか？』

　なんて意地悪な質問だろう、と小春と吉乃は顔をしかめる。

　だが、それも想定内だったのか、杏奈は動じていない。

『私が桐谷監督といかがわしい行為をしたということ自体、事実無根です。私にとって、「夢」はとても眩しく美しいものです。だからつかむために地道にがんばってきました。体を使って手に入れたりしたら、それは私にとって夢を手に入れたのとは、違ってしまう。もし私が受験生なら、勉強をがんばって、その結果、合格を手に入れたい。その学校にお金を積んで裏口入学できても嬉うれしくない、そう思う人間なんです。なので、今後もたとえば、ハリウッドの凄すごい映画監督に「一晩付き合えば、主役にしてやる」と言われても、体を使ったりはしません』

　少しユーモアを交えながら、物もの怖おじせずにそう言う。

　それはまさに、小春の知っている、『素』の杏奈であり、目頭が熱くなる。

『でもね、あなたが監督と体の関係がないという証拠はありませんよね。そんな風にマンションに入り浸ること自体、怪しいではないですか』

　追及を続ける記者たちに、杏奈はマイクを持つ手に力をこめた。

『──証拠ならあります』

　はっきりと言う杏奈に、一同は瞬まばたく。

『なんなら病院に行ったっていいです。私は、いい大人ですが、男性経験がないんです。ええ、男性経験ゼロの小娘です。男の人とベッドを共にしたことはありません。そんな私は、不倫にも枕営業にも興味はありません！』

　そう言い放った杏奈を前に、場がシンと静まり返る。

　皆が、呆ぼう然ぜんとしているのが分かる。

　すると、どこからか拍手と笑い声が聞こえて、中年の女性が姿を現した。

　杏奈のマネージャーなのだろうか？

　皆が『誰？』という様子でいる。

　その女性は杏奈の隣に立って、

『とっても、面白かったわ、杏奈さん』と微笑み、杏奈の手からマイクを取って、報道陣に顔を向けた。

『はじめまして、皆さま。桐谷の家内の多た恵えと申します』

　そう言って、深々と頭を下げた彼女に、その場がざわめいた。

　それはそうだろう、突然、桐谷監督の奥様が姿を現したのだ。

　小春と吉乃は呼吸も忘れて、画面に釘くぎ付づけになる。

『杏奈さんがうちのマンションに来ていた時、私も一緒だったんですよ。桐谷に容赦なく怒られて、目に涙を浮かべながらもがんばっている姿を見ていました。そんなわけで、私が証人です。うちの桐谷と杏奈さんには、なんの関係もございません』

　にこりと笑う彼女に、再びフラッシュが激しく焚たかれる。

　テレビを観ながら、小春は息を吞んだ。

　杏奈は部屋にはマネージャーが一緒だったと言っていたが、奥様がいたとは言っていなかった。

　おそらく、これは奥様の計らいなのだろう。

　疑惑の監督の妻が出てきて、『自分も一緒だった』と証言してしまえば、他の者は何も言えなくなる。

『奥様……ありがとうございます』

　杏奈は目に涙を浮かべて、頭を下げる。

『元々、あなたのことを応援していたけど、今日であなたの大ファンになっちゃったわ。どうか大女優になってちょうだいね』

　握手を求める奥様の手をしっかりと取る杏奈。

　その姿を画面越しに眺めながら、ようやく、杏奈の内面と見た目の歪ゆがみがなくなったことを感じ、小春は頰を涙で濡ぬらした。

「ほんま、良かったわ、杏ちゃん」

　そう言う吉乃に、和人も、うんうん、と頷うなずく。

「姉さん、がんばった」

「はい、杏奈さん、がんばりましたね」

　小春は、強く拳こぶしを握り締めて頷いた。

「……そうやね、姉さん、自分のいらない鎧よろいを脱いで、自分に正直になってがんばらはった。ほんまに良かった。この会見についても色んなことを言う人は出てきはるでしょう。ほんでも、良い方に転がっていくと思います」

　画面を観たまま、独り言のように告げた澪人の言葉に、小春は心からホッとした。

　たしかに、色んなことを言う人は出てくるだろう。

　それでも、彼女のファンになった人も多いはずだ。

　偽りをなくして、本当の自分と向き合って歩き出した。

　そんな杏奈の未来は、とても明るいように思える。

　小春は嬉しさに、胸を熱くさせていた。
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　──浅草。

　宗次朗は、世話になっている老舗しにせ和菓子店の近所にある蕎麦そば屋やに入り、ざるそばをすすりながら、店内のテレビに目を向ける。

　それなりに人気の蕎麦屋だったが、午後三時半過ぎということで、客も少ない。

　テレビは今まさに杏奈の会見を終えるところであり、わずかにいた女性客たちが、食い入るように観ていた。

「杏奈のイメージ変わったなぁ、なんか私の中で好感度上がったかも」

「うん、もっと冷たくて嫌なタイプかと思ってたけど、なんだか可愛い人だったね」

「にしても、あんなこと言っちゃうんだ」

「ねぇ、笑っちゃう」

　そんな会話を耳にして、宗次朗は、ふっ、と口くち許もとを綻ほころばせる。

「あれ、宗ちゃん、来てたんだね」

　蕎麦屋のおかみさんが厨ちゆう房ぼうから出てきて、今気が付いたように声を上げた。

「ああ、おかみさん。相変わらず、美味うまいなここの蕎麦」

「ありがとう、また宗ちゃんに食べてもらえて嬉しいよ。すっかり京都の蕎麦屋に心を奪われてるかと思ってた」

「いやいや、京都に住んでたら、蕎麦食べる機会なんてなかなかないし」

「へぇ、そうなのかい」

「ああ、関西は割とうどんが多いな。たまに無性にここの蕎麦を食いたくなってたよ。やっぱり美味い」

「それはどうも。宗ちゃんは、久々に師匠の許に戻って、どんな感じ？」

「……どんなって、やっぱ顔合わせたら喧けん嘩かばかりだな。まぁ、京都の実家でも母親と喧嘩ばかりだし」

「相変わらず、仲良しなんだね。師匠ともお母さんとも」

　おかみさんはくすりと笑って、お茶を用意する。

「それで、もうしばらく浅草にいるのかい？」と、尋ねたおかみさんに、宗次朗は、んー、と唸うなる。

「もう、帰るよ」

「えっ、もう？　それは寂しいね。みんなで『お帰りなさい会』をしようかって話してたのに」

「悪いな」

「それじゃあ、『送別会』をしようか」

「ありがたいけど、今回はひっそりと帰るよ」

　そう言う宗次朗に、おかみさんは首を傾げる。

「なんだか帰ってくるのも急なら、戻るのも急だね」

　宗次朗は、「だな」と笑い、小さく息をつく。

「俺、『賭かけ』をしててさ」

「賭け？」

「そう、確率は半々だったからコインの裏表みたいなもんかな。裏が出たら『連れて帰る』、表が出たら『一人で帰る』って決めてて」

「それで、どっちが出たの？」

「表」

　宗次朗はそう言って、ニッと笑う。

　すると、おかみさんは、へええ、と頷いた。

「一人で帰るわけだ」

「そういうこと」

「だけど、嬉うれしそうな顔してるね」

「……半々って言ったけど、どちらかというと裏になりそうだったものを自力で表にひっくり返したんだよ。そんなの見たら、やっぱ嬉しいだろ」

「なるほどね。でも、それは複雑な気持ちだねぇ」

　おかみさんは、納得したように相あい槌づちをうつ。

「そうだな、嬉しくて、少し寂しい。大海に乗り出した船を見送る気分だなぁ」

「それは、大層だね。相手が大海に乗り出した船なら、宗ちゃんは？」

「そうだな……港かな」

　そう言う宗次朗に、おかみさんは、へぇ、と相槌をうつ。

「いいねぇ、それ」

「だろ」

「それにしても、宗ちゃんみたいな港が待ってるなんて、その船が羨うらやましいね」

「いや、そもそも俺の賭け自体相手は知らないしな」

「意外と不器用な男だね」

「ええ、自分、不器用ですから」

　そう言った宗次朗に、おかみさんは、ぷっ、と笑った。

　宗次朗は、再びテレビに目を向ける。

　杏奈は清すが々すがしい笑顔で、記者会見場を後にしていた。

　帰る前に、あいつの部屋のドアノブに、とっておきの和菓子を掛けていこう。

　それは、桜を模かたどった上生菓子。

　とても柔らかな桜色の練り切り（こなし）の中には、甘すぎない白しろ餡あん。

　ほんの少しの金粉を振りかけて。

　この船出が、輝かしいものであることを願って。

　宗次朗は頰ほお杖づえをつき、柔らかく目を細めた。








第四章　椿餅とさくらマカロン。
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　──三月二十日。

　藍あい色いろの空に白い月がぼんやりと浮かんでいる。

　その下で、桜の枝が風にそよいでいた。

　桜の木はたくさんあるが、まだ早い時期ということもあり、開花しているのは一本だけ。

　この庭で一番大きな桜の木だ。

　昼は健全に美しい桜も、夜になると別の顔を見せる。

　行あん灯どんや灯とう籠ろうの柔らかな明かりに映えて、桜の美しさは妖よう艶えんさを帯びている。

　澪人は、上賀茂にある賀茂邸で縁側に座り、桜を眺めていた。

　自分以外誰もいないこの屋敷は、ひっそりと静まり返っている。

　花びらがひらひらと舞い落ちる音さえも聞こえそうだ。

　暖かい春の風が髪をそよがせる。

　澪人は柱に寄りかかるように座り、お猪口ちよこに入った酒を口に運んだ。

　お猪口の中に桜の花びらが入り、まるで小舟のように酒の上で揺らめく。

　桜を愛めでながら酒を嗜たしなめるのは、成人になった者の特権だろう。

　大人になることができて良かった、と頰を緩ませる。

　春分の日である今日、澪人は誕生日を迎えた。

『誕生日祝いをしよう』という家族に、『おおきに。そやけど、かんにん、僕はちょっと出掛けます』と、澪人はやんわりと断って、この上賀茂の賀茂邸に来た。

　自分は、大人になることなくこの世を去ると思って生きてきたのだ。

　そんな自分が、成人になれた。

　その喜びは、おそらく、他の誰にも分からないだろう。

　祝いたいと言ってくれる家族に感謝しつつも、今日だけは一人で過ごして、喜びを嚙かみしめたかった。

　澪人は酒を飲み干し、袂たもとから小箱を取り出した。

　それは、吉乃より譲られたオルゴールであり、蓋ふたを開けると、『別れの曲』の旋律が流れ出す。

『別れの曲』とは、日本における通称であり、正式にはショパンの『練習曲作品10第３番ホ長調』。

　他の国においては、『悲しみ』『内密』『別れ』といった通称があるようで、この美しく柔らかく、どこか切ない旋律が、そのような感情を連想させるのかもしれない。

　こんなに美しくても、すぐに儚はかなく散ってしまう桜と、通じるものがあるのかもしれない。

　静かな夜に消えていくように流れるオルゴールの音色。

　胸に何かが切なく迫り、澪人はそっと目を瞑つぶる。

　まるで、昨日のことのように、あの頃の感情が沸き上がるのを感じた。
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　野宮の斎さい王おう・玉椿姫の世話役として、左近衛大将の新たな日々が始まった。

　あれほど憂ゆう鬱うつだったのが噓のように、彼女に会いに行くことが、日々の楽しみとなっていた。

　玉椿姫は、いつも朗らかで、優しく、愛らしく、決して恨み言を口にしない。

　どんなに理不尽な目に遭っても、『仕方がないことです』と受け入れる。

　そんな彼女から、教わることも多かった。

　だが、一度、彼女の手柄がすべて横取りされるような出来事があり、そんなことがあっても、少しも気に留めない様子の彼女に尋ねたことがある。

『どうして、そんな風に思えるのですか？　どうしていつも仕方がないことと流せるのでしょうか』

　彼女よりも自分の方が、憤慨していた。

　滅多に怒らない自分が、こんなにも腹立たしく思うとは、と驚くほどに。

　自分のことを悪く言われる方が、ずっと流せただろう。

　しかし、この時は彼女は、こう告げたのだった。

『謙虚であれ、と教わったのです』

　姫は御み簾す越しに、大人しい少女のように気恥ずかしそうに言う。

『姫は、いつも謙虚でおられます。謙けん遜そんを忘れず、贅ぜい沢たくもせずにいらっしゃいます』

『……わたくしも、謙虚とは謙遜を忘れないこと、だと思っておりました。ですが、それだけではないそうなのです。自分の身を、川の上に浮かぶ木の葉と同じだと思うように、と教えていただきました』

『川に浮かぶ木の葉……』

『はい、川は人生、葉は自分自身と考えるようにと。流れが急になっても、滝から落ちても、慌てず抗あらがわず、すべて川──森羅万象に任せること。そして常に己を未熟と自覚すること、それが謙虚であるということ、と教えていただいたのです。なので、どんなことが起ころうとも、仕方がないことだと受け入れようと』

　姫は静かに、そう教えてくれる。

　低姿勢ではあるものの、先ほどの少女のような雰囲気とは一転し、神々しい斎王の空気を纏まとう。

『それは、起こることのすべてを受け入れろと』

『基本的にはそうですね。ですが、ただ流されていれば良いというわけではないのです。木の葉が川の上で岩に引っかかってしまった場合、再び流れに乗るためには特別な力が必要となるように、どうしても不本意な状態、停滞した状態の時にはふんばることも必要でしょう。木の葉として流れている時は、やがて大海に出ると信じて、川の上に見える景色がどんなものであろうとも、受け入れましょう、と教わりました』

『……それも、やはり、いつも神託をくださる龍りゆう神じん様に？』

『はい』

　姫は、はにかんだ様子で答える。

　自分は、素晴らしい、と息を吞のんだ。

　彼女はそうして、運命を受け入れてきたのだ。

　その上でぼんやりと過ごすのではなく、自分の出来うる限りの最善を尽くす。

　だが、無理をしすぎない。

　何より、そこで楽しむことを忘れない。

　川の上の木の葉となって、見える景色を楽しんでいるのだ。

　やがて、大海に出ると信じて──。

『本当に素晴らしいですね』

『はい、龍神様は素晴らしいです』

『そして、そのお言葉を賜ることができる姫が素晴らしいと私は心から思います』

　心から告げると、姫は恥ずかしく思ったのか、言葉を詰まらせる。

　しばし口ごもったあと、おそらく話題を変えようと思ったのだろう、自分が土産に持ってきた梅の枝を指した。

『う、梅の花……』

『はい』

『とても良い薫りがしています。ありがとうございます、梅花の薫りは大好きです』

　姫は顔を伏せたまま、ぎこちなくそう言う。

　その姿が愛らしくて、頰が緩んだ。

『喜んでいただけて、嬉うれしいです。わたしもこの薫りが好きなんです』

『そのようですね。左近衛大将殿の体からはいつも梅花の薫りがいたします』

　そう言った彼女に、自分は少し驚いた。

　梅花の香を焚たきしめた覚えもないからだ。

『……そうでしたか？　庭に梅の木があるからなのかもしれませんね。そうだ、今度は梅花の香も持ってきましょう』

　そう言うと彼女は遠慮がちに、ありがとうございます、と頭を下げた。

　時の陰おん陽みよう師じの卜ぼく定じようは、やはり正しかったのだろう。

　彼女は、的確に神託を受け、起こるべき災害を未然に防ぐことができていた。

　神託を下ろす者は、時に、自分が神と勘違いし、威圧的になる者も少なくない。

　だが、彼女は、決してそうはならなかった。

　はじめは、『三人目の斎王』という異例の存在を訝いぶかしがる者も多かったが、徐々に異論を唱える者も少なくなってきていた。

　玉椿姫が評価をされるたびに、自分も誇らしい気持ちになる。

　彼女は、神に仕え、自分はそんな彼女に仕える。

　それが誇らしく、幸せだった。

　嫌なことがあっても姫に会えると思えば、気持ちが明るくなり、また胸に負の感情を抱いても、彼女に会えば払ふつ拭しよくされるのを感じていた。

　それと同時に、ひとつの悩ましさが胸を占めていく。

　時を重ねるごとに、彼女への想いが募っていく。

　御簾を挟んで対たい峙じしながら、時折、良からぬ誘惑にかられる。

　もし、彼女が、斎王でなかったならば、と……。

　──そう、もし、玉椿姫が斎王でなければ、都で評判の恋の物語のように自分もこの御簾を上げて、彼女の許もとに行けたのに、などと考える。

　そして、苦笑する。

　もし姫が、斎王でなくとも、自分にそんな強引なやり方ができるとは思わない。

　恋の文をそっと渡すことくらいしかできはしないだろう。

　だが、彼女は、神に仕える斎王。

　それすらも叶かなわない。

　救いなのは自分だけではなく、他の誰も彼女を妻にすることはできないということ。

　また、他の誰よりも、自分が近くにいるということだ。

　玉椿姫と同じ部屋で語らうだけで、とても幸せだった。
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　──気が付くとオルゴールは、止まっていた。

　澪人はそっと目を開ける。

　手の中のオルゴールの蓋ふたをぱたんと閉めて、傍らに置いて夜空を仰ぐ。

　頰を撫なでる風が、ほんの少し冷たさを帯びてきていた。

　そろそろ、障子を閉めようか、と立ち上がりかけたその時、月がぐにゃりと歪ゆがんだように見えた。

「…………？」

　そんなに飲んだだろうか？

　それとも、酒に慣れぬ体のため、まわりやすかったのかもしれない、と目を擦こすっていると、鈴の音が聞こえてきた。

　りん、と静かに響く。

　どこで鳴っているのだろう。

　オルゴールから音が鳴ったのだろうか、と小箱に目を落とす。

　再び、りん、と鳴る音に、澪人は顔を上げた。

「っ！」

　月が薄雲に隠れ、月明かりが翳かげる中、蕾つぼみが花を咲かせるように、何もない空間から、『何か』が開かれていくのが分かる。

　流れていた空気が、旋風を描いていく。

　花とも果実ともつかない優しく甘い香りが、包みこむように広がっていく。

　大きな『何か』が来ることを感じ、澪人の鼓動が逸はやる。

　そして桜の花びらがらせん状に舞う中、『彼』は現われた。

　白に紫の水干を纏い、金の扇を手にした、凜り々りしく美しい青年の姿をしている。

「……若宮様」

　──そう、若宮だった。

　澪人は突然のことに驚きながらも、高次の神を前に立ち尽くしていたことに気付き、すぐにその場に正座をして、深く頭を下げた。

『顔を上げてください、澪人さん。お久しぶりですね』

　若宮は扇で口許を隠しながら、にこりと柔らかく目を細める。

　その笑顔は少年の姿をしていた時のものと変わらず、澪人は少しホッとした。

「……お戻りにならはったんですね。まさか、僕一人でいるところに降臨してくれはるとは思いませんでした」

　澪人は、賀茂家の陰陽師として『人ならざる者』と対峙したことは何度もあったが、高次の神が、このように自分が一人の時に降臨したことははじめてだった。

　戸惑いと緊張を胸に抱きながら、澪人は若宮を見上げる。

　桜の花の下、月明かりに照らされた青年となった若宮の姿は桜の化身のように美しく、澪人は眩まぶしさを感じて、目を細めた。

「里帰りしはって、天のエネルギーを補給して、その姿に戻らはることができたんですか？」

　そう尋ねたすぐ後に、「いや、ちゃいますね」と澪人は首を振る。

「──それが、あなたのほんまの姿なんや。小春ちゃんの前では、あえて少年の姿をしていた」

『…………』

「あなたは、そんなお姿やったんですね」

　縁側に座ったままの状態で独り言のように呟つぶやく澪人に、若宮は何も答えずに優しく見下ろす。

「かつての自分は、頭の中であなたのお姿をあれこれと想像したものです」

『わたしの姿を？』

　若宮は、胸に手を当てて愉たのしそうに首を傾げる。

　そんな若宮を前に、澪人は「ええ」と頷うなずく。

「──女人のように艶つややかな黒髪に、透き通るように白い肌、宝玉のような瞳ひとみ、形の良い目鼻立ち……そんな龍りゆう神じん様はどんなお姿なんやろう、と、何度も思い描いておりました。ほんまに思った通り……いえ、思った以上の美しいお姿や」

　澪人は独り言のように呟きながら、かつてのことを思い浮かべ、苦い表情で目を伏せた。
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『──玉椿姫は……龍神様に心を奪われてしまっているとのことです』




　その報告を受けた時の衝撃は、今も強く残っている。

　自分は、玉椿姫の祖母を通して結婚を申し込んだ。

　それは、正しい手順だと思っていた。

　直接、彼女に求婚したならば、困らせてしまうだろう。

　天気の予報を外して『管弦祭』を台無しにしたことで、斎王を辞めさせられ、あたご山の山荘に戻ることになった玉椿姫。

　狡ずるいとも受け取られる絶妙な時機での求婚だったが、受けてくれるか否かは、半々だった。

　姫は、山荘に戻ることすら、『仕方がないことです』と受け入れていたためだ。

　だが、数日後に、彼女の祖母を通して返事が来た。

『謹んで、お受けいたします』

　あんなに嬉うれしかったことはない。

　それまで緊張していたのだろう、文を手にその場に膝ひざをついてしまったほどだ。

　これまで自分は、御み簾す越しに彼女と会話をしながら、何度、その御簾を上げてしまいたいと思ったことだろう。

　焦がれ続けてきた、姫君。

　だが、彼女は斎さい王おう。

　決して触れてはならぬ花だった。

　しかし、今はもう違う。彼女は、自分の妻になってくれるのだ。

　そう返事が来たのだ。

　すぐに準備を整えなければ、と文を手に駆け出していた。

　あの時、自分は一つの間違いを犯していた。

　姫のところに直接行って、気持ちを確認するべきだったのだろう。

　ただ嬉しくて舞い上がって、地に足がついていなかった。




　それから自分は、婚姻の義まで忙しい日々を送っていた。

　姫が心穏やかに暮らせるよう手て筈はずを整え、あちこちと走り回り──ようやく、待ち焦がれたその日を迎えた。

　牛車に乗って屋敷に訪れた姫を前に、胸を弾ませながら出迎える。

　玉椿姫は、顔を強こわ張ばらせ、目を合わせようとはしない

　だが、自分は、彼女は緊張しているのだろう、と疑わなかった。

　彼女の手を優しく取る。

『玉椿姫。わたしはとても嬉しいです。実は、あなたにはじめてお会いした時から、お慕いしておりました』

　そんな自分を前に、姫は何も答えず、弱ったような顔をするだけ。

　さすがに戸惑いを感じたが、その時も緊張しているのだろう、と思った。

　何より、他の誰よりも自分が緊張していた。

　焦がれ続けた姫と、これから夫婦の契りを結ぶのだから。

　そして、おそらく玉椿姫も、そのことに不安を感じているのだろう──。

　初夜は、周囲の者たちの手慣れた誘導に従い、気が付くと自分たちは寝所にいた。

　怯おびえる姫を胸に抱き寄せて、夫婦としての契りを結んだ夜。

　──彼女は一晩中泣いていた。

　心身の衝撃もあるのだろうが、嘆くような様子に、胸が痛む。

　気付いたのはこの時ようやく、だ。

　ようやく、この結婚は彼女の本意ではなかったのでは？　と感じた。

『──姫、どうしたのですか？　あなたは本当は、わたくしの妻にはなりたくなかったのですか？』

　その体を撫なでて、問いかけても、彼女は何も答えない。

　おそらく、思っていた以上の衝撃と苦痛だったのだろう。

　だがそれも、ひと時のことに違いない。

　やがて子を授かることができたなら、彼女も変わってくれるかもしれない──と、そんな風に思っていた。

　だが姫は、その日から、笑わなくなってしまった。

　二人きりの時間を、拷問に感じているかのようだった。

　問いかけても、答えてくれることはなく、泣いてばかり。

『…………』

　なぜなのだろう。

　何もかもが分からず、ただ胸が苦しい。

　自分は、彼女の優しい笑い声がとても好きだった。

　どうして、笑わなくなってしまったのか。

　彼女に笑顔を取り戻してもらいたい。

　そう思い、自分は心を尽くした。

　それでも、彼女は決して心を開いてくれなかった。

　指先が髪に触れただけで、まるでおぞましいものが触れたような目を見せる。

　気が付くと、いつも泣いている。

　弱り切って、どうして良いか分からなくなり、自分の乳母であり側仕えの女房にどういうことか探りを入れてもらうことにした。

　これは、その際に、受けた報告だった。

　──姫は、龍神様に心を奪われてしまっている、と。

　彼女は、斎王だった。

　龍神からの神託を受けていたことは、もちろん知っている。

　だが、どのように受けていたのかは、分かっていなかった。

　桜の花びらが舞い落ちてくるように、ふわりと神からの言葉を賜るような、そんな印象を自分は勝手に抱いていた。

　まさか龍神が、人の姿で彼女の前に現われていたとは思いもしなかったこと。

『……姫様のお話では、女人のように艶やかな黒髪に白い肌、まるで宝玉のような目をした細面の、涼やかに美しい青年のお姿をされていたそうです』

　そう続けた女房に、自分は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　ああ、そうなのか。

　そういうことだったのか、と邸宅内にある池の水面みなもに映る自分の姿を見る。

『優しそう』と誰しもに言ってもらえるが、決して美しい容姿ではない。

　線で引いたような眼鼻に、少し日焼けした肌、硬めの髪──。

　女房が去った後も、しばしその場に佇たたずんでいた。

　水面には、今も自分の姿が映っている。

　泣き出しそうな自分の顔は美しさとはかけ離れていて、石を手に水面に投げつけた。

　水面に広がる波紋が、さらに顔を歪ゆがませる。

『────っ』

　こんな風に思い悩む自分が嫌だった。

　いっそ、彼女に出会わなければ……。

　そう思った時に、ふと、切ない歌が頭を過よぎる。

　それは、かつて天てん徳とく内だい裏り歌うた合あわせで詠まれたという、中納言朝忠の歌。

　──逢ふことの 絶えてしなくは なかなかに 人をも身をも 恨みざらまし。

『あなたに出で逢あいさえしなければ、こんなに苦しい想いをしなかったのに』

　そんな、切ない恋の歌。

　恋に報われぬ男は、同じようなことを考えるものなのかもしれない。

　誰もが同じ……。

　そのように考えると、少し気持ちも楽になる。

　だが、苦しいのには変わりなく、どうしようもない嫉しつ妬とが胸を襲う。

　もし、自分のこの髪も女人のように艶つややかで美しく、この目が宝玉のように煌きらめいていたのなら……彼女は、自分を見てくれたのだろうか？

　彼女の心に棲すむ美しい神を想像しては、嫉妬に胸を焦がす。

　恋敵が、美しい神だったとは、なんと残酷なことだろう。

　それでは、どうあがいても太刀打ちできないではないか。

　せめて……せめて、自分がもう少し美しかったら。

　神にまで嫉妬し、女め々めしく思い悩む自分がとても嫌だった。
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　過去に思いを馳はせ、澪人は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。

　若宮はそんな澪人を見下ろし、目を弓なりに細める。

『──それは違うでしょう、澪人さん』

「違う？」

『〝艶やかな黒髪に白い肌、宝玉のような瞳ひとみ、形の良い目鼻──〟それは、わたしのことではなく、今のあなたのお姿です。澪人さん、今のその姿こそ、かつてのあなたが、何度も頭に思い浮かべた姿であり、あなたはなりたかった姿になることができたのですよ』

　若宮は扇を胸元に入れて、澪人のすぐ目の前に立った。

『そのせいか、わたしたちの容姿は、少し似通っておりますね』

　若宮はそっと手を伸ばし、両手で澪人の頰を包むように触れて、その顔を覗のぞく。

　そんな若宮を直視できないかのように、澪人は目をそらした。

『それにしても、人の子とは不思議なものですね。切望し続けた結果、自分が望む姿に生まれることができたというのに、今度はその姿であることを疎ましく思うのですから』

　その言葉に、澪人はしっかりと視線を合わせる。

「……そんなんちゃいます」

『そうでしょうか？』

「どんな姿に生まれようとも、すべては授かりものや思うてます。そやから疎ましくなんて思うてまへん」

『なるほど、確かにそうですね。わたしはどうも人の心の機微には疎いようで』

　若宮は再び扇を開いて、口くち許もとを隠して笑い、『お隣、失礼いたしますね』と、返事を待たずに、澪人の隣に腰を下ろした。

「若宮様、僕はあなたに言いたいことがあったんです。言うてもよろしいですか？」

『言いたいこととは、恨み言ですか？』

「……心の機微に敏感やないですか」

　間髪を容いれずに言う澪人に、若宮は愉しげに口角を上げる。

『そんなに怒ったオーラを纏まとっているのですから、分かりますよ。どうぞなんなりと』

　澪人は、拳こぶしを握り締めて睨にらむように若宮を見据えた。

「──どうして、あなたはかつて、姫に噓をつかはったんですか？」

　その質問が意外に感じたのか、若宮は目をぱちりと開く。

『恨み言とは、そのことですか？』

「そうです。あなたが姫に適当なことを言わはったことで、姫がどないな責められ方をしたか分かりますか？」

　身を乗り出して詰め寄る澪人に、若宮は興味深そうに相あい槌づちをうつ。

『やはり、わたしは人の心の機微に疎い。まさか、あなたがそのことを言い出すとは思いませんでした』

「どないなことを言い出す思うてはりましたか？」

『……なぜ、また、姫の許に──小春さんの許に現われたんだ、と怒るのかと思っていました。そう言われると耳が痛いとも思っていまして』

　そう続ける若宮に、澪人は肩をすくめた。

「そないなこと言いまへん。それはあなたと小春ちゃんの縁の問題や」

『……澪人さん。あなたが、前世の記憶を取り戻したのは、いつ頃からですか？』

　若宮が静かに問うと、澪人は眉まゆ根ねを寄せて、空を見上げる。

「幼い頃から時々夢には見ていました。ひどく朧おぼろげなもんやったし、あまり深く考えへんようにしてて……。小春ちゃんが、玉椿姫やと分かったのは、ほんまに最近で、これがきっかけです」

　澪人は傍らの小箱を手に取って、若宮に見せる。

　それは、臙えん脂じ色いろに金の縁取りがされた、宝箱を模したオルゴールの小箱。

『かつて吉乃さんが、想いを寄せていた相手から受け取ったオルゴールのシリンダーですね』

「はい。これを霊視するために、二人で手を取りました。そん時、小春ちゃんは僕の過去を読み取ったんやけど、僕の方も小春ちゃんの前世が見えたんです」

『二人で手をつないで霊視をしたことで、小春さんと意識がつながったと言うわけですね。それでその時に、玉椿姫が小春さんだと、はっきり分かった……』

　そういうことでしたか、と若宮は相槌をうつ。

　澪人は、そんな若宮を横目に見ながら、すべてを知っていながら、あえて喋しやべらせているのではないだろうか、と思いながらも、「はい」と頷うなずく。

『驚きましたか？』

「驚きよりも、納得しました」

『薄々、気付いていましたか？』

「そういうんちゃいますけど、彼女に抱いていた複雑な感情は、そういうことだったのかと納得しました。……理屈ではなく、『好きになったらあかん人や』と思い、同時に『力になりたい』とも思うてましたから」

『どうして、〝好きになってはいけない人〟なのでしょうか？』

　顔を覗くようにして問う若宮に、澪人は露骨に不快な表情をあらわにした。

「それをあなたが、聞きますか？」

『ええ、言ったでしょう？　心の機微には疎いと』

　澪人は大きく息をつき、前髪をくしゃくしゃとかいた。

「前世で間ま違ちごうてしもたからです」

『何を間違ったのですか？』

「……かつての僕は、自分のエゴで縁を結んではあかん人と、無理やり結んでしまいました」

　澪人は、眉み間けんに皺しわを寄せた。

　かつて、自分は、姫の心が自分に向いてくれないことに苦しみ、神にまで嫉妬していた。

　だが、彼女が自分を拒絶していた、もう一つの理由を知り、気持ちは変わる。

『──姫は結婚したことで、つまりは、少女ではなくなってしまったことで神通力を失ってしまったそうなのです。それが、あの方にとっては、とても耐えがたいことだったようです』

　その言葉に、自分は大きな衝撃を受けた。

　それまでの自分は、姫が振り向いてくれないことを嘆きながら、心のどこかで腹立たしく思ってしまっていた部分もあった。

　しかしその言葉で、なぜ彼女が自分を受け入れないかがはっきりと分かった。

　かつて何も持たなかった彼女にとって、神とつながる力──神通力は、かけがえのないものだったことを自分はよく知っている。

　彼女がどんな状況になっても、強くいられたのは、その力が誇りとなって、彼女を支えていたからだとも感じていた。

　神通力は、彼女の誇りであると共に『すべて』だったはずだ。

　自分は意図せずして、この手で彼女の『すべて』を奪ってしまった。

　そんな自分を彼女が受け入れてくれないのは、当然ではないか──と。

「…………」

　再び過去を振り返り、苦しげに目を伏せる澪人に、若宮は残念そうに眉まゆを下げる。

『あなたは、何も学んでいないのですね？』

「えっ？」

『あなたもよく知っているように、目の前に起こる出来事は、すべて自分の学びのためです。あなたはつい最近も、自分の近しい者の成長を目の当たりにしたでしょう？』

　一瞬、何を言っているのか分からなかったが、すぐに姉・杏奈のことを言っていると気が付いた。

　自分の殻を破り、纏っていた鎧よろいを脱いだことで、杏奈が『本来の自分』に戻れたことを指しているのだろう。

『あなたを護まもるすべての者たちは、手を替え品を替えて、あなたにヒントを与えてくれています。時に姉の行動を見せたり、兄の口を借りたり……あなたはそうしたことを知識として知っていても、自分のこととなるとまるで駄目ですね。どんなに守護する者たちが一生懸命ヒントを与えていても、ちっとも届いていないのですから』

　若宮がそう言って、腰を上げる。

　澪人も追いかけるように立ち上がった。

「そやけど、ほんまに思うてるんです。自分は間違うたて」

『つまり、今世は間違わないと』

　若宮に確認するように問われ、澪人は強く首を縦に振る。

「……はい」

『それは本気ですか？』

「もちろんそうや」

『それでは、どうしてあなたは、そのような姿に生まれてきたのですか？』

「──えっ？」

『生まれ変わった玉椿姫を惑わせて、傷付けるためでしたか？』

「そんなんちゃいます！」

　澪人がムキになって声を上げると、若宮は『ええ』と頷く。

『分かっていますよ。そうではありませんよね』

　にこりと微笑んだ若宮に、澪人は言葉を詰まらせた。

　若宮は、賀茂邸の庭を見回し、目を細める。

『わたしは、この庭で、小春さんに大事なことを伝えました。ですがそれは、あなたにこそ言うべきでしたね。わたしはあなたがもっと、しっかりしていると思っていました』

「思ったよりも、できひん子で、がっかりさせてすみません」

『いえいえ、愉たのしく思うだけでがっかりなんてしませんよ。何よりしっかりしていることが良いわけでも、そして悪いわけでもないのです。最短の道も迷う道も、すべては学ぶべき自分の大切な道です。ただ、わたしは、あなたがそんな回り道をする人ではないと思っていたのです』

　そう話しながら、若宮はゆっくりと庭の中心へと向かう。

　澪人は、彼が帰ろうとしているのを感じ、焦りから着物をつかんだ。

「若宮様、最後にこれだけは答えてくれまへんか？　あなたは、どうして姫に噓をつかはったんですか？　姫はあんなにも、あなたを信頼していたというのに」

　若宮は足を止めて、振り返る。

『……ええ、そうですね。とても信頼してくださいました。我々は手放しで信頼してくれる者にとても弱く、その信頼に応こたえようとします。わたしは、無む垢くでひたむきに信じてくれる玉椿が愛いとおしくてたまりませんでした』

　そう話す若宮に、澪人は何も言わずに眉まゆ根ねを寄せる。

『ああ、澪人さん、そんな顔をなさらないでください』

「どないな顔もしてません」

　澪人は不愉快そうに、腕を組んだ。

『そもそも、私と人の子とでは感覚が違うのです。あなたの〝愛しい〟と、わたしの〝愛しい〟は違うものなのです』

「……どう違うのですか？」

『なんと言ったら良いのか。人の感情に疎いわたしですから、上手うまく伝えられないかもしれません。そうですね、わたしの感覚を俗世の感情に当てはめるとするならば、〝祖父が孫を愛めでる感覚〟に近いのかもしれません。わたしは玉椿姫を幼い孫のように可愛がっておりました。それまで、わたしは人の子とあまり関わってこなかったのもありまして、とても新鮮で楽しく、愛しくてなりませんでした』

　若宮は扇で口くち許もとを隠し、かつてのことを懐かしむように月を仰ぐ。

『ですが、祖父と孫の時間には、限りがあったということです。それは俗世でも同じでしょう、祖父母と孫や親と子、どんなに愛しく思っていても、ずっと共に過ごせるわけではありません。時期が来たというわけです』

「……それじゃあ、あえて失脚させたと？」

『そういうことになりますね』

　若宮は少し申し訳なさそうに、頷うなずく。

「なんて……なんて、ひどいやり方をしはるんや。神様かて、人を欺あざむいたらあかんでしょう」

　澪人が奥歯を嚙みしめると、若宮は切ないような面持ちで眉を寄せた。

『──この森羅万象において、良いも悪いも、すなわち善悪などないのです。すべての理ことわりは鏡。自分のしたことはすべて自分に返ってくるだけです。そしてそれは神の一柱だとしても、同じことです』

　瞳をそらさずに言う若宮に、澪人は気け圧おされて、目をそらした。

「……そやけど、他にやり方はなかったんですか？　姫には、悪神が憑ついているとまで言われて、殺されるかもしれなかったんですよ」

　胸倉につかみかかる勢いで問うと、若宮は動じもせずに、しっかりとした眼まな差ざしで澪人を見詰め返す。

『ですが、あなたが護まもったでしょう？』

「────っ」

　澪人は絶句して、目を見開いた。

『先ほどあなたは〝まさか、僕一人のところに降臨してくれはるとは思いませんでした〟と言っていましたが、わたしはもうずっと、あなたともつながっているのですよ。あなたも、わたしの愛すべき存在なのです』

　若宮は澪人の頰を両手で包み、こつん、と額を合わせた。

『お誕生日おめでとうございます、澪人さん』

　そう言ってにこりと微笑み、次の瞬間、ふっ、と若宮は姿を消した。

「っ！」

　再び桜の花びらが、らせん状に舞っていたが、先ほどとは回転の向きが逆になっている。

　澪人は呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、

「──ほんま、神様は気まぐれやね」

　と静かに洩もらして、額に手を当てた。





二






　小春は本格的に和雑貨店『さくら庵』の手伝いをしながら、もうここに来て一年かと店内を見回す。

　自分もすっかり慣れたものだ。

　棚の商品の並べ替えをしていると、階段から足音がして、吉乃が店に顔を出した。

「ほな、行くけど、ほんまにええの？」

　そう尋ねた吉乃は、淡い薄紅色と薄紫に桜があしらわれた訪問着を纏まとっている。

　小春は、振り返って「わあ」と声を上げた。

「お祖母ばあちゃん、素敵だね。桜の花びらの柄も入ってる。お花見にピッタリ」

「おおきに。ほんで、ほんまに留守番頼んでええの？」

　吉乃は、申し訳なさそうに眉を寄せる。

「大丈夫だよ。心置きなく『いとこ会』に行ってきて」

　小春は両拳こぶしを握って、笑みを見せた。

「おおきに、ほんなら行ってくる。帰りは遅なるかもしれへんけど……宗次朗もおらへんのに、大丈夫やろか」

　店を出ようとして足を止め、心配そうに振り返る吉乃に、小春は笑いながら軽くその背を押した。

「だから、大丈夫だって。吉雄さんにもよろしく伝えてね」

「おおきに。ほな、行ってきます」

　吉乃は会釈をし、嬉うれしそうな足取りで店を出ていく。

　吉乃たち親族は、毎年桜の時季に『いとこ会』なるものを開催し、花を愛でながら宴会をするらしい。

　去年は祇園の料亭で、今年は嵐あらし山やまの旅館で開くそうだ。

『いとこ会』ということで、吉乃の弟の吉雄も参加するが、子どもや孫たちはいつも呼ばないことにしているそうだ。

「『いとこ会』かぁ、いいな。私にはいとこがいないから」

　小春は独り言を呟つぶやきながら、棚に商品を並べる。

　母は一人っ子であり、父には弟はいるが、言わずと知れた宗次朗で、まだ独身だ。

　もしこの先、宗次朗が結婚して子どもができた時は、その子が『いとこ』になるのだが、随分と齢が離れてしまう。

　自分には、同世代の親しん戚せきはいないと思っていたため、この祇園にきて、澪人や杏奈という『はとこ』と知り合えたことは嬉しかったが、正直『親戚』といわれてもピンとこない部分もあった。

　実際、親戚といっても、祖母の弟の孫、と随分遠い。

　だからこそ、恋愛感情を抱けたのかもしれないけれど……。

　小春はそんなことを考えながら、店先に出てワゴンの中の商品を整理する。

　見上げると、澄み切った青空が広がっていて、まさに花見日和を思わせた。

　自分も桜が散る前に、愛衣と花見に行こう。

　空の眩まぶしさに目を細めながら、しみじみとそう思った。







「──ほな、楽しんでください」

　澪人は車を停めて、にこりと微笑む。

　目の前には、嵐山の老舗しにせの料理旅館があった。

　京情緒を醸し出す和風の宿からは、桂かつら川がわが見渡せる。

　また、ここから見る桜は絶景と評判だ。

　後部席には、吉雄と吉乃が並んで座っていて、「おおきに」と、車を降りた。

「帰りは、兄さんが迎えに来ますんで、連絡してくださいね」

　窓を開けてそう言うと、吉雄は「おおきに」と会釈し、吉乃はパチリと目を開く。

「行きは澪人ちゃんで、帰りは和人ちゃんの送り迎えかいな。吉雄も優しい孫に恵まれて、ほんま幸せやね」

「そういう姉さんも、小春ちゃんて優しい孫がいるやろ」

「そうや、うちの孫も可愛くて優しくて最高やし。そやけど、息子は二人とも可愛いげがあらへん」

　そんな会話をしながら旅館に入っていく二人の姿を見届け、澪人は車を出した。

　かつての野宮は、この辺りだったな、と車を走らせながら、不思議な懐かしさに目を細める。

　澪人は思い立ったように、ハンドルをきって『野宮神社』へと向かった。

『野宮神社』は、嵐山駅から歩いていける距離であり、天てん龍りゆう寺じの側だ。

　青々とした竹林を抜けると、黒くろ木き鳥居に小こ柴しば垣がき、その向こうに社が見えてくる。

　この時季には珍しく、境内にひと気はなかった。

　良縁、子宝、学問のご利益があり、かつて伊い勢せに向かう斎いつきの宮みやが、身の潔斎をするために過ごしていた地。

　三人目の斎さい王おうだった玉椿姫は、異例の存在だったことから、新たに社を建てられることなく、伊勢へ向かう斎宮が潔斎していた野宮に入っていた。

　玉椿が過ごした地は実際には、場所は少し違うのだが、それでもその風情がここにはある。

　神の声を下ろしていたかつての皇こう女じよの姿を思い浮かべ、澪人はそっと口角を上げた。

　社を前に、柏かしわ手でを打つ。

　浮かんでくる言葉は、『申し訳ありませんでした』しかなかった。

　自分はまさに、天女の羽衣を奪った男だったのだろう。

　澪人は頭を下げて、力ない笑みを浮かべた。







　祇園の『さくら庵』で店番をしていた小春は、木製カウンター前に座って、なんとなく店内を眺めていた。

　入れ代わり立ち代わり入ってくる、観光客たち。

　外国人の姿もちらほら見える。

「──ねぇ、急に空が曇ってきたよ」

「本当だ。降りそうだね。今の内に移動しようか」

　そんな声が耳に届き、小春は目を瞬まばたかせた。

　曇ってきた？

　さっきまであんなに晴れていたのに、と小春は外に出て、空を見上げる。

　先ほどまでとは一転、どんよりと黒い雲が空を覆っている。

「本当に降り出しそう。お祖母ちゃんたち、せっかくお花見なのに」

　とはいえ、室内だから濡ぬれることはないのだろうけど。

　小春は、ワゴンを店内に入れて、傘立てと、販売用の和傘を店先に出す。

　ぽつり、ぽつり、とアスファルトに水玉模様が描かれたかと思うと、すぐにざーっという強い雨音に変わった。

「やだ、大変。これ、強くなりそうだね」

「すみません、この傘ください」

　店内の客たちは、慌てて和傘を購入して、今の内にと店を飛び出して行く。

　客たちが言っていたように、空を見る限り、雨はすぐにはやみそうになく、それどころか激しくなりそうだ。

　どんどん強くなる雨に、胸騒ぎを覚える。

　時計に目を向けると、もうすぐ夕方の五時。

　今日は早めに店を閉めるように言われていたから、そろそろ閉店支度を始めようか、と暖簾のれんを手に取った時、閃せん光こうと共にゴロゴロゴロ───ドンッと、地を揺るがすような激しい雷鳴が轟とどろいた。

　その瞬間、ばちん、と停電し、小春は「わっ」と声を上げて、身を縮ませた。

　雷は、幼い頃から苦手だった。

「び、びっくりした。すごい音」

　早く片付けちゃおう、と暖簾を置くと、再び雷鳴が轟く。

「っ！」

　咄とつ嗟さに、しゃがみこむ。

　恐怖に体が震えて、血の気が引いていく。

　ずっと、不思議だった。

　なぜ、自分はこんなにも雷が苦手なのか。

　それは、前世の記憶に絡んでいると知ったのは、最近のことだった。

　小春の頭の中に、かつての光景が過よぎる。

　そう、自分が玉椿だった頃のこと。

　中秋の名月に行われる管かん弦げん祭さいの夜、自分は誇らしい気持ちで晴れた夜空と、美しい月を眺めていた。

　──良かった、晴れた。

　これで、滞りなく管弦祭は開かれる。

　主上おかみも喜ばれていることだろう。

　今頃、宮中は琴の音と笑いに包まれているに違いない。

　だが安あん堵ども束つかの間ま。

　みるみる空は真っ黒な雲に覆われた。

　まさか、そんな。そんなことがあるはずはない。

　雨が降るわけがない。

　焦るような気持ちで、何度も空を仰ぐ。

　宮様は仰おつしやったのだ。今夜は一晩中晴れると。

　だから、雨など降るはずがない。

　それでも、不安から手が震え、ぎゅっと祈るように握り締める。

　しかしその想いも虚むなしく、まさに土砂降りとなった。

　空には閃せん光こうと共に、雷鳴が轟いている。

　その稲妻は、まるで神の怒りにも思えて、玉椿は恐ろしさからその場に膝ひざをついた。

『……どうして』

　いや、これもすべて計らい。必要があって起こっていること。

　理性で、そう言い聞かせるも、雷への恐怖は拭ぬぐえない。

　すべて計らいだと分かっております。

　ですが、どうか、もう雷を鳴らすのは、おやめください。

　──宮様！

「小春ちゃんっ！」

　聞き覚えのある声に小春は我に返って、顔を上げる。

　そこには、ずぶ濡れの澪人が立ち尽くしていた。

　……澪人さん？

　そう口にしようとした時、再び雷鳴が轟き、小春は「ひっ！」と蹲うずくまる。

　すると澪人は、反射的とも思える速さで、小春の頭を抱えるように抱きしめた。

「大丈夫、大丈夫や。怖いことあらへんよ」

　なだめるように澪人は、小春の背中をさする。

「……澪人さん」

　小春は戸惑いながら、そっと顔を上げた。

　今も雷鳴が轟いていたが、驚きから、その音が耳に入ってこない。

　自分を見下ろす真剣な瞳ひとみに、胸が詰まる。

　彼の前髪から、水滴が伝って小春の頰に落ちた。

　視線が絡み合い、心臓の音だけが響いている気がした。

「小春ちゃん」

　澪人の顔が、ゆっくりと近付く。

　鼻先に触れる位置まできて、彼は動きを止めた。

「……かんにん、こんなずぶ濡れやのに。小春ちゃんまで濡れてしもた」

　澪人はすぐに離れて立ち上がり、苦笑した。

「いいえ、そんな」

　彼の言う通り、自分の服も濡れてしまっていた。

　だが、それは少しも不快ではない。

　彼が頭を抱えるように、抱きしめてくれたのは、雷の音を聞かせないようにするための、咄嗟の行為。それは分かっている。

　だが、彼に抱きしめられたのだ。

　その感触は、濡れた服から伝わるように残っていて、息苦しいほどに心臓が音を立てる。

　それはとても甘くて、切ない、苦しい音。

「あの、澪人さんはどうしてここに？」

「祖父と吉乃さんを嵐山に送った帰り、三さん条じようにいた兄に乗ってきた車を渡したんや。そのついでにその辺ぶらぶらしてたら、この雷雨や。なんや小春ちゃんが心配になって。あなたは雷がとても苦手やさかい、怖がってるんちゃうかなて、顔を見に」

　澪人は濡れた前髪をくしゃくしゃかきながら、ばつが悪そうに言う。

「あ、ありがとうございます……」

　雷が苦手ということを、自分は彼に伝えたことがあっただろうか？

　そう思った時、ぱっ、と店内の照明がつき、小春は天井を見上げた。

「良かった、停電も直ったみたいで」

　ほっ、と息をつくと、

「ほな、良かった。しっかり戸締りして、気を付けて過ごしてください。きっと、あなたが呼べば、コウメが来てくれるやろ」

　澪人はにこりと笑って、そう言う。

　彼は本当に顔を見に来ただけで、このまま帰る様子だ。

　小春は苦しさを覚えながら、こくりと頷うなずく。

「はい、コウメちゃんに来てもらいます」

「若宮様は、あなたの前に現われましたか？」

　澪人がぽつりと尋ねると、小春は首を振った。

「いいえ、若宮くん、天に帰っちゃってますし」

「そう、ですか。……いや、若宮様は……」

　澪人はそこまで言って、口を噤つぐむ。

「いえ、きっとすぐあなたの前に現われてくれはる思います」

「ええ、私も早く会いたいです」

　小春の脳裏に、愛らしい幼い少年の笑顔が過る。

『小春さん』と、水干姿で駆け付ける姿に頰が緩んだ。

「ほな、また」

　澪人が踵きびすを返して、店の外に出ようとした瞬間、ドンッと今までになく大きな破裂音が空に響き、小春は「ひっ」と呻うめいて顔色を失くした。

「小春ちゃん！」

　澪人はすぐに振り返って、膝をつきそうになる小春の体を支える。

「だ、大丈夫です。すみません」

　小春は、慌てて笑顔を見せる。

　心配そうにこちらを見る澪人に、小春の胸が詰まる。

　優しくされて、嬉うれしく思うと同時に、失恋してしまっている以上、苦しくもなる。

　だが、この瞳を前に切なくなる思いの内には、『振られたのに、優しくされるとつらい』だけではない、別の感情もあるように感じた。

　それは、『申し訳ない』という不思議な感覚だ。

「……ごめんなさい」

　ぽつりと零した小春に、「ん？」と澪人は首を傾げた。

　この言葉が口をついて出たのは、ほぼ無意識であり、小春はそんな自分に戸惑いながらも、話を続けた。

「わ、私のことを心配して、来てくださったんですよね」

　──ごめんなさい。

「そんなに、ずぶ濡ぬれになってしまって」

　──あなたは、いつも私を想い、護まもってくれていたのに。

「わざわざ、本当に……」

　──私は、あなたを傷付け続けた。

「ごめんなさいっ」

　よく分からない。

　それでも、内側にそんな声が響いて、苦しさが襲い、涙が溢あふれ出る。

　口に手を当てて涙を流す小春を前に、澪人は笑った。

「自分が好きで来たんやから、謝ることあらへんよ。それとも、そないに不安やった？」

　優しく顔を覗のぞく澪人に、小春は止まらない涙を拭いながら、首を傾げる。

「もしかしたら、そうなのかもしれません」

「吉乃さんが戻るまで、一緒にいよか？」

　そう続けた澪人に、小春は素直に頷いた。





三






　小春は台所に立ち、落ち着かない気持ちで、フライパンを手にしていた。

　今、澪人はシャワーを浴びている。

　ずぶ濡れだったため、小春が勧めたのだ。

　澪人とはこの家で約一か月半、同居していた。

　彼がシャワーを浴びていることなど、慣れたと思っていたが、今どうしようもなく、緊張していた。

　ぎこちない手つきで、小麦粉をまぶした鶏とり肉の両面を焼く。

　さらに酒とみりんと砂糖と醬しよう油ゆを入れて、煮詰めるように焼いていると、

「おおきに、呼ばれました」と澪人が、居間に顔を出した。

　以前のように、宗次朗の作さ務む衣えを着ている。

　やはりぶかぶかで、小春は口くち許もとを綻ほころばせた。

「やっぱり、宗次朗さんのは大きいですよね」

「そやね。僕ももっと、いい体になりたいんやけど」

「いえ、そのままでいいと思いますよ」

　咄とつ嗟さに言うと、澪人は「おおきに」と笑う。

「丁度、ご飯ができたんです。鶏の照り焼きです」

　皿には、既にコールスローサラダを盛っていた。

　その傍らに、今焼き上がった鶏の照り焼きを置く。

　ちゃぶ台の上に、吉乃が作っていってくれたお味み噌そ汁しると、冷蔵庫にあった漬物各種と共に、おかずにご飯を並べていくと、

「豪華やね、美味おいしそうや。おおきにありがとう」

　澪人は、嬉しそうに目め尻じりを下げた。

「そんな豪華ということは」

　小春は恐縮して肩をすくめて、どうぞ、とお茶を置いた。

「いただきます」

　二人で手を合わせて、夕食を口にする。

「ほんまに美味しい」

「あ、ありがとうございます。良かった」

　雨は小降りになっていたが、今もゴロゴロと雷が鳴っている。

　だが、もう気にならなくなっていた。

　これまで、雷が鳴るたびに、『早く終わって』と願い続けてきた小春だったが、今だけは違っていた。

　この雷が、『この時』を作ってくれたのだ。

　雷に閉ざされた特別な空間という気がして、この音にも愛いとおしさを感じる。

　小春は茶ちや碗わんを置いて、美味しそうにご飯を食べる澪人をちらりと見た。

　どきん、と鼓動が跳ねて、すぐに目を伏せる。

　やはり、好きだ、と心から思う。

　だが、彼は自分の気持ちを受け入れてくれない。

　だけど、そんなことはどうでも良いことではないか、と思う。

　大事なのは、自分の気持ちだ。

　こうして気持ちがある以上、この想いを無視はできないし、大事にしたい。

　決して、迷惑を掛けたりしない。

　だから──好きでいても良いですか？

　小春は俯うつむいたまま、切なくそう思う。




　食事を終えて食器を下げ、二人はコーヒーを飲んで、吉乃の帰りを待っていた。

「それで、三善くん、『僕のことは朔ちゃん、もしくは朔也って呼んで』なんて言い出して、結局私と愛衣は、彼のことを『朔也くん』って呼ぶことになったんです」

「彼も元気になったんやね、そら良かった。ほんでも、やっぱりお調子者やね」

「そうなんですよ」

　まるで、バレンタインの夜の出来事が噓のように、以前のまま話せていた。

　だが、あれが『なかったこと』とは、思えない。

　自分は、あの夜から、随分と変わった。

　彼もきっとそうだろう。

　同じような景色を見ているようで、以前とは違っている。

　人生は、螺ら旋せんのように上昇していくのかもしれない。

　似たようなカーブに差し掛かると、同じことが起こったように感じるけれど、そうではなくて、以前よりも高いところにいるのだ。

　彼と向かい合って座り、梅の薫りを感じながら、小春は懐かしさに、口許を綻ばせる。

　頭の中に、また、ぼんやりとかつての出来事が浮かんできた。




　　　　＊　＊　＊




　──梅の花が咲いている。

　玉椿は外を眺めて、もう一年か、と切なく目を細めた。

　そう、自分が左近衛大将と結婚し、一年が過ぎていた。

　祖母や側仕えの者たちに、『自分たちを助けると思って』と泣きつかれ、気が付くと決まっていた左近衛大将との結婚。

　彼との結婚で、祖母をはじめ、自分の周りにいる多くの人々を救うことができた。

　だが、自分は、誇りに思っていた特殊な力をなくし、もう二度と愛しいお方の姿を見ることも、声を聞くこともできなくなってしまった。

　自分は、穢けがれてしまったのだ。

　何もかもに落胆したまま、徒いたずらに時は流れ、気が付くと一年が経っていた。

　左近衛大将は、自分を元気づけようと、足繁しげく屋敷に通ってくる。

『──姫、今日は、あなたの名前にちなんで、椿つばき餅もちを持ってきました。とても美味しいそうですよ』

　不機嫌な表情を返すことしかできないというのに、左近衛大将はにこやかに微笑んで、椿餅が載った皿を差し出す。

　椿餅は、俵形の道どう明みよう寺じ餅が椿の葉に挟まれているものであり、主に椿の季節に食べられる、上品な甘さの高級菓子だ。

『……殿は、召し上がられてはいないのですか？』

『はい、まずは姫に食べていただきたく思いまして』

　その笑顔が眩まぶしく、胸が痛み、玉椿は目をそらす。

　慕われているのを感じるほどに、申し訳なさに胸が痛む。

『そのような贅ぜい沢たくなものは、わたくしにはもったいないです。どうか他の方に』

　俯いたままそう告げると、左近衛大将は少し残念そうにしたものの、すぐに優しく問いかける。

『それでは姫はどんなものがお好きですか？　それとも、どこか行ってみたい場所はありますか？　なんでも仰おつしやってください。そうだ、もう少し暖かくなりましたら、あたご山まで行ってみませんか？』

　笑顔で続ける彼に、玉椿は首を振る。

『姫、あなたの望むことを仰ってください』

　彼は懸命な瞳ひとみで、身を乗り出した。

『それでは、お願いです。気分がすぐれないので、一人にしてくださいませ』

『……そうですか、それでは、ゆっくり休んでください』

　左近衛大将は、最後まで笑みを絶やさずに、優しくそう言って立ち上がった。

『…………』

　彼の姿が見えなくなり、玉椿はずきずきと痛む胸の前に拳こぶしを当てた。

　なぜ、彼は、嫌な顔をしないのか。

　自分は、早く彼に嫌われたいと思っていた。

　優しくされるたび、焦るような気持ちになる。

　こうした日々を重ねていく毎に、少しずつ、かつての自分から遠のいていってしまうような気がしていた。

　それは同じだけ、宮様が遠のいていってしまうということ。

　再び、俗世を離れたい。出家したい。もう一度、俗世を離れたなら、神通力を取り戻せるかもしれない、と玉椿は思うようになっていた。

　だが、この一年、とても良くしてくれた左近衛大将には感謝の念もあった。

　祖母や側仕えの者たちを救ってくれて、自分がどんなにひどい態度を取っても、優しく接してくれる。

　今この状態で出家するのは、あまりに恩知らずであり、天の怒りを買うだろう。

　それならば、左近衛大将に嫌われればいい。

　愛想を尽かされてから、出家を申し出る方が、お互いのために良いと思った。

　彼に嫌われなくてはならない。

　そう思った玉椿は、左近衛大将に素っ気ない態度を取り続けた。

　それでも優しく接してくれる彼を前に、いつも胸が痛む。

　あの笑顔を見るのがつらい。

　どうかどうか、早く愛想を尽かしてほしい、と日々思っていた。




　それから、さらに一年。

　再び、梅の時季がきた。

　玉椿は、庭に咲く梅を眺めながら、複雑な気持ちを抱く。

　結婚当初から、左近衛大将に嫌われたいと望み、つらく当たり続けていた。

　その願いが、叶かなったようだった。

　もう二か月も、彼は玉椿の屋敷を訪れていない。

　あんなに頻繁に来ては、優しい笑顔を向けてくれていたというのに、ぱたりと音おと沙さ汰たがなくなってしまったのだ。

『玉椿さま、殿から贈り物が届きましたよ。それにしても、殿はどうされてしまったのでしょうか。最近は贈り物だけになってしまわれた』

　早く愛想を尽かしてほしい、もう来ないでほしい。

　常々そう思っていたというのに、口を揃えて残念がる側仕えの者たちの言葉を耳にして、玉椿は胸が痛くなる。

『……わたくしに飽きたのでしょう。殿方というのはそういうものです』

　それでも、素っ気なくそう言ってみせる。

　その言葉は、本心でもあった。

　帝みかどである父もそうだったからだ。

　側仕えの母に執心したが、後に中宮の機嫌を損ね、政治的に面倒なことになってきたため、母を山荘に追いやった。

　最初こそ、山荘まで通ってきたそうだが、それも少しの間だけ。

　その内に、贈り物と文だけになり、やがてはそれも絶えた。

　左近衛大将も同じなのだ。

　今は届いている彼からの贈り物も、形式的なものであり、その内に途絶えるだろう。

　そもそも、彼が自分を娶めとったのは、斎さい王おうだったという物珍しさからに違いない。

　その上、あんな態度を取られ続けては、嫌になるのは当然のこと。

　これはすべて自分の思惑通りなのだ。

　良かったではないか。

　玉椿は、そっと手を伸ばして、贈り物である重箱の蓋ふたを開ける。

　そこには、椿餅が入っていた。

　これは、以前お土産に持って来てくれたものの、受け取らなかった菓子。

『あなたの名前にちなんだ、椿餅をもう一度贈ります。とても美味おいしいものなので、どうか、椿や梅を愛めでながら召し上がってください』

　そんな文が添えられている。

『…………』

　玉椿はそっと椿餅を手に取り、丁寧に葉を取って、口に運ぶ。

　口の中に甘さが広がり、自然と目め尻じりが下がった。

『美味しい……』

　それなのに、喉のどの奥が苦しく感じられて俯うつむく。

　一筋の涙が、頰を伝っていた。

　いつも左近衛大将は、こうして美味しいものを届けてくれて、にこにこ微笑んでくれていた。

　そんな彼に自分は、いつも『いらない』と突っぱね続けてきたのだ。

　もう、来なくなって当然だろう。

『姫様、殿にお礼の文を書かれては……』

　ここで気を許すような文を書いたなら、今まで貫いてきたことが無駄になってしまう。

　だが、お礼くらいは良いのではないか。

　そんな風にぐるぐると考えて、筆を取ることができない。

　それでも、あの優しい左近衛大将のことだから、その内に顔を出してくれるだろう。

　その際に、これまでの自分の無礼を詫わびた上で、出家をしたい旨を伝えよう。

　そう思っていたのだが、左近衛大将が玉椿の屋敷に来ることはなかった。

　梅の時季が終わりに近づいた時のことだった。

　左近衛大将が病に臥ふせっていると、そして危篤だという知らせが届いたのは──。




　　　　＊　＊　＊




「────小春ちゃん」

　澪人の呼びかけに、小春は引き戻されたように顔を上げる。

　どのくらいの時間ぼんやりしていたのだろう。

　白昼夢を見ていたかのようだ。

「はい、すみません、ぼんやりしてて」

　小春は、慌てて笑みを作った。

　どうやら、澪人は何度か呼びかけてくれていたようだ。

「もしかして、宗次朗さん、帰ってきたんちゃいますか」

「宗次朗さんが？」

　小春が瞬まばたいたその時、家の裏手からバイクのマフラー音が聞こえてきた。

「あっ、本当だ、宗次朗さんのバイクの音です！」

「そうやね。もう雨が上がってる。たいした晴れ男ぶりやね」

　二人で顔を見合わせて、ふふっ、と笑った。

　やがて、ばたん、と一階の玄関のドアが開いた音、そしてすぐに、階段を上ってくる音が聞こえてくる。

「来た来た」

「ほんまや」

　小春は立ち上がって、タオルの用意をした。

　この雨の中、バイクで帰ってきたのだから、ずぶ濡ぬれだろう。

　居間の襖ふすまが、すっと開いて、「ただいま」と宗次朗が顔を出す。

　玄関でつなぎを脱いできたらしく、思ったよりも濡れていない。

「お帰りなさい、宗次朗さん」

　小春は、タオルを宗次朗に手渡した。

「サンキュー。おっ、澪人」

　見下ろして言う宗次朗に、澪人は会釈した。

「お邪魔してます。ほんで、お帰りなさいやね、宗次朗さん」

「おう、ただいま。ばーさんももうすぐ帰ってくるみたいだな。道で車を見掛けたよ。容赦なく追い越してきたけど。出掛けてたんだな」

「そう、『いとこ会』に」

「あー、恒例のあれか。とりあえずシャワー浴びてくるよ」

　そう言って宗次朗はタオルを手に、再び居間を出ていった。

　宗次朗がシャワーを浴びにいって少したった頃、再び玄関の扉が開く音がして、ばたばたと吉乃が階段を上がってきた。

「宗次朗、帰ってきたんやな」

　襖を開けるなりそう言う。

　吉乃の顔はとても明るい。

　だが、居間に宗次朗の姿がないことに、拍子抜けしたように口を開く。

「あれ、いいひん」

　すると、背後から宗次朗が現われた。

　黒い作さ務む衣えを纏まとい、タオルを肩に掛けている。

「シャワーだよ。息子の帰りが楽しみなのは分かるけど、階段駆け上がるなよ」

「駆け上がってへんし」

　吉乃は振り返って、ムキになったように言う。

「風呂場まで響いてたっつーの」

　宗次朗はそう言って、ちゃぶ台の前に座り、タオルで髪を拭ぬぐった。

「ほんで、杏ちゃんも大丈夫やったし、帰ってきたんやね？」

「東京に行ったのと、杏奈は別に関係ねぇし」

　しれっと、そんな風に答える宗次朗は、やはり吉乃の息子だと感じさせ、小春は頰を緩ませた。

「それより、土産だ。浅草で作った新作和菓子、持ってきたぞ」

　袋をかざしてそう言う宗次朗に、「わっ」と皆は目を輝かせた。

「なんや、僕いつもええ時にいるし」と澪人は嬉うれしそうに微笑む。

「どんな和菓子？」と身を乗り出した小春に、

「『さくらマカロン』だな」

　宗次朗は、にっ、と笑って、袋から箱を出す。

　白い箱の中に白色、薄い桜色、濃い桜色と、三種類のマカロンが綺き麗れいに並んでいる。

「桜にもいろんな色があるから、それぞれ味が微妙に違うんだ。中には白しろ餡あんや粒餡が挟んであるんだ」

「また、邪道やな。それに『和風マカロン』はうちにもあるやろ」

「ただの『和風マカロン』じゃねぇよ、今の時季限定の『さくらマカロン』だ」と、言い合う。

　相変わらずな親子に、小春と澪人は笑いつつ、薄い桜色のマカロンを口に運んだ。

　サクッとした触感に、白餡の甘さが広がり、小春は「んんっ」と唸うなった。

「美味しい。これぞ、宗次朗さんの和菓子！」

　久々の感動に、小春は悶もだえるように拳こぶしを握る。

「ほんまや。絶妙やね。宗次朗さんのお菓子は、ほんまに美味しい」

　澪人は、うん、と頷うなずく。

「おう、小春に澪人、お前らは良い子だな」

　吉乃も濃いピンクのマカロンを手に取ってぱくりと食べる。

「……まぁ、これはこれで、悪くないわな」

　ぽつりと零こぼす吉乃に、宗次朗は肩を上下させた。

「まったく、相変わらず素直じゃねぇな」

「素直な感想やし」

「素直に最高って言えよ」

「これやったら、桜さくら餅もちの方がええし」

「おっ、俺の桜餅か」

「早く『桜餅』作らんと、桜の季節が終わるし、みんな待ってるんやで」

　吉乃は素っ気なくも、嬉しそうに宗次朗を見る。

「ああ、明日あしたから営業再開だ。また、よろしく頼むな、ばーさん」

「ばーさん言わんときよし」

「楽しみにしてます」

「明日から、また忙しくなりそうだね」

　四人は顔を見合わせ、微笑み合う。

　再び、祇園の櫻井家の吉乃、宗次朗に澪人と家族が揃い、小春は心から喜びを感じていた。





四






『──皆さん、嬉しそうですね。宗次朗さんがいるのといないのとでは、この家の活気が違うようです』

　若宮は、櫻井家の屋根の上に座って、月を仰ぎながら愉たのしげに目を細める。

　その隣には、コウメがちょこんと座っていた。

『──コウメ、わたしがいない間、小春さんを護まもってくれて、ありがとうございました』

　若宮がその頭を撫なでようと手を伸ばすも、コウメはそれを避けるように後あと退ずさりする。

『……どうしたのですか？』

　コウメはびくびくしながら、若宮を見上げた。

『ああ、もしかして、大人のこの姿が嫌なのですか？』

　そう尋ねると、コウメは、こくりと頷く。

『それは失礼しました』

　若宮はすぐに、その姿を少年へと変えた。

　コウメはホッとしたように、若宮の隣にちょこんと座る。

　若宮は、ふふっ、と笑って、コウメを膝ひざに抱いた。

『あなたには、ご褒美をあげなければ』

　そう言うと、コウメは自分の尾をつかんで、若宮に見せる。

『駄目ですよ。尾を増やすには、もう少し修行が必要だと思います』

　すると、コウメはがっかりしたように項うな垂だれる。

『ご褒美は、この椿餅です。懐かしいでしょう？　宗次朗さんの桜餅やさくらマカロンも食べてみたいですね』

　若宮が懐から出した椿餅を、コウメは目を輝かせて受け取る。ぱくぱくと食べて、気を取り直したように、また顔を上げた。

『……聞きたいことがあるのですね？　どうして、かつてのわたしが、玉椿に噓をついたのかを詳しく知りたいと』

　コウメは、強い眼まな差ざしで、しっかりと頷く。

『最後に玉椿姫に会った夜、わたしは彼女が〝大人〟になっていると感じたのです』

　コウメは、大きく首を傾げた。

『ええ、そうですね。俗世のしきたりでは、姫はとっくに大人でしたよ。当時の成人は大体十三歳で、今は二十歳が成人でしょうか。ですが、実は人それぞれに大人になる頃合いは違っています。それは女性が初潮を迎えたかどうかの問題でもありません。人の子は、まるで歯車がかみ合うように、心と体が一致して大人になるのです』

　そう話す若宮に、コウメはまた首を傾げる。

『わたしは、彼女が大人になったので、離れる決意をしました。もう野宮で、神託を下ろす少女ではなくなっていました。澪人さんにも伝えたように、祖父と孫の時間に終わりが来たのです。そこでわたしは、あのようなかたちを取ってしまいました。澪人さんには、「森羅万象において善悪などない」と伝えましたが、わたしのやり方は、人の子たちにとっては「悪い」とされていることでしょう。姫を欺きましたし、わたしの降らせた豪雨は、命こそ奪いませんでしたが、多くの人の運命を捻じ曲げてしまったことはたしかです。わたしはその因果で力を削がれて、永い眠りにつくことを余儀なくされました』

　ふぅ、と息をつく若宮に、コウメは、どういうこと？　という目をする。

『すべては理ことわりですよ、自分のしたことはすべて、自らに返ってきます。形を変えて、自分にとって堪こたえるかたちで返ってくるのです』

　誰から？　と、コウメは身を乗り出す。

『誰かに裁かれるわけではありません、宇宙の仕組みです。たとえばあなたがお菓子を食べ過ぎたから太ってしまうのと同じことなのです』

　そう言うと、コウメは頰を膨らませ、ますますその体を丸くさせた。

　若宮は、ふふふ、と笑ってコウメを抱いたまま、立ち上がる。

『今、わたしは、自分が生み出した歪ゆがみを、子どもたちを導きながら正さなくてはなりません。それは、なかなか難しいことです』

　コウメは、それなら、という様子で顔を覗く。

『だめですよ、我々はヒントを与えても、「答え」を教えるわけにはいかないのです。我々のヒントを受け取り、自分で気付いてもらわなければ……眷けん属ぞく神しんの中には、簡単に「答え」を与えてしまう者もいますが、それでは意味がないのです』

　若宮の言葉に、コウメはばつが悪そうに身を縮めた。

『……早く、からんでしまった糸をほどき、迷いの森から自らの歩むべき道に戻ってもらわなくてはなりません。そうしなければ、歯車が回り出しません。まったく、彼は彼女の本当の気持ちを、そして彼女は彼の本当の気持ちを知らないのですから』

　そう話す若宮に、コウメも同感だったようで、うん、と頷いた。

『人の子の心の機微に疎いわたしには、どうして彼らが回り道するのか、よく分かりません』

　若宮の『心の機微に疎い』という言葉に、コウメは眉まゆ根ねを寄せる。

『本当に疎いんですよ。わたしは、破壊と再生を促す存在です。疎くなければ、役割を果たせないのかもしれません。いや、疎くなってしまったのか……』と、目を伏せた若宮に、コウメは沈痛な面持ちをした。

『時間をかけて、ゆっくり見守っていこうと思っていました。ですが、どうも、そうは言ってられないようですしね』

　コウメは『？』と、また首を傾げる。

『──時間がないのです。もうすぐここの結界が解けてしまう。早く子どもたちに目覚めてもらわなければなりません』

　独り言のように告げると、コウメは真顔になった。

　若宮はゆっくりと立ち上がり、祇園の町を見下ろす。

　夜空には、真円を描いた大きな月が、京の町を照らしていた。
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